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沿

48．9　　神戸市立中央図書館・博物館等調査委員会設置（52・3までに博物館部会を19回開催、視察調査

を61□1実施1

50．3　　同委員会博物館部会が「神戸における博物館の基本構想」を答申

52．3　　東京銀行と同行神戸支店建物の博物館転用計画について合意

53．4　　教育委員会事務局社会教育部内に新中央図書館・博物館創設準備室を設置

7　　博物館資料収集協力員を委嘱（各区1名、計9名）

8　　神戸市立博物館創設準備会議を設置（以降7回開催）

54．6　　博物館展示計画検討会を設置（以降15回開催）

55．3　　東京銀行より同行神戸支店建物を受贈及び土地を買収

4　　博物館創設準備室と改称

4　　博物館創設担当参与に渡辺昭三就任

12　　改造及び新築工事、着工

57．3　　竣　工

4　　神戸市立博物館条例公布

4　　博物館組織発足

4　　館長に井尻昌一前肋役就任

7　　神戸市立博物館規則公布

11　神戸市立博物館条例及び規則施行

11　開館記念式典、一般公開

11　南蛮美術館、考古館閉館

11～12　開館記念特別展「海のシルク・ロード」開催

58．1－2　受贈記念特別展「南波松太郎氏収集　古地図の世界」開催

2　神戸市立博物館規則一部改正（博物館協議会）

2　副館長に極上重光就任

3　神戸市立博物館協議会を設置

4－5　第3回特別展「神戸の文化財」開催

8－9　第4回特別展「ぴぃどろ・ぎゃまん」開催

10－11第5回特別展「古地図にみる世界と日本」開催

59．4－5　第6回特別展「眼鏡絵と東海道五拾三次展」開催

8～9　第7回特別展「中国蘇州年画展」開催

10～11第8回特別展「更紗の世界展」開催

12　　第9回特別展「ヨーロッパのジュエリー展」開催

60．6－8　第10回特別展「中国五千年の秘宝展」開催

8－9　第11回特別展「秘蔵の至宝を一堂に　展」開催

11－12　第12回特別展「高句麗文化展」開催

61．1－2　第13回特別展「桃山時代の祭礼と遊楽」開催
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61・4～5　第14回特別展「ワーダベ写真展」開催

6～7　第15回特別展「西洋の風景展」開催

7～8　第16回特別展「狩人の夢」開催

62・ト2　第17回特別展「挺る幕末写真展」開催

卜5　第18回特別展「日本絵画名作展」開催

6～7　第19回特別展「神戸はじめ物語展」開催

8～9　第20回特別展「ジョルジュ・ビゴー展」開催

10～11第21回特別展「明治のガラス展」開催

63・4～5　第22回特別展「ジャワ更紗展」「江戸城障壁画の下絵」開催

6－7　第23回特別展「中世を旅する聖たち展」開催

10～12第24回特別展「アイルラントチェスター・ピーティー・コレクション日本絵画名作展」
開催

元・2～3　第25回特別展「神戸ゆかりの巨匠たち展」開催

4～5　第26回特別展「桂林百景展」開催

ト9　第27回特別展「大三彩展」開催

9～11第28回特別展「松方コレクション展」開催

11　井尻昌一館長退任

12～2　受贈記念特別展「秋岡古地図コレクション名品展」開催

2・2～3　受贈記念特別展「小磯良平展」開催

2・4　　名誉館長に宮崎辰雄前市長就任

船田史郎事務局長、副館長を兼務

7～9　第31回特別展

10～11第32回特別展

11～12第33回特別展

3・2～3　第34回特別展

4～5　第35回特別展

7～9　第36回特別展

9－10第37回特別展

10－12第38回特別展

4・2－3　第39回特別展

「THEぴぃどろ展1江戸時代のガラス・粋と美－」開催

「手塚治虫展」開催

「没後100年記念チャールズ・ワーグマン展」開催

「隠元禅師生誕400年記念　隠元禅師と黄襲宗の絵画展」開催

「ルイス・C・ティファニー展」開催

「ポスター芸術100年展」開催

「神戸市立博物館名品100選」開催

「ジャンこ・ベルサーチ衣裳文化展」開催

「南蛮見聞録」開催

3　　壇上重光副館長・船田史郎副館長兼事務局長退任

4　　副館長兼事務局長に林伸次郎就任

4～5第40回特別展「中国明清名画展」開催

5　　副館長に崎山昌康就任

6－7第41回特別展「正倉院の故郷一中国の金・銀・ガラス展」開催

10～12第42回特別展「森英恵とパリオートクチュール」開催

5・1～3第43回特別展「銅鐸の世界」開催
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事業概要

1　特別展示

（1）第40回特別展

中国明清名画展一中国天津市芸術博物館秘蔵‾

・内　容／

1985年「中国5000年の秘宝一中国天津市文物展」を当館で開催したが、今回は、一歩進んで明

清絵画芸術にテーマを絞りこみ、神戸市と天津市両市の文化交流事業の一環として、明清絵画の

系統的な大コレクションを誇る天津市芸術博物館より秘蔵の88点の大作を借用して展示する初め

ての機会となった。明清絵画は、日本人の絵手本として珍重され、黄柴絵画や長崎派、文人画な

どの発展に計り知れない影響力を与えたが、本展はその本家本元の作品を展観し、日本画の源流

をさぐる展覧会となった。

・会　　場／南蛮美術館室、特別展示室1・2

・会　　期／平成4年4月4日仕ト5月10日（日）

・主　催／神戸市立博物館・日中友好会館・中日友好協会・天津市芸術博物館・神戸新聞社

・後　　援／外務省・文化庁・天津市文化局

・開館日数／31日

・入館者数／14，204人

・出品点数／88点

・記念講演会　平成4年4月25日

講師　鶴田武良民　東京国立文化財研究所情報資料部長

演題「乾隆時代揚州の画家」

ポスター
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主な出展作品

●呉偉「柳岸閑歩図」明時代

●銭貢「漁家楽図」明時代

●黄道周「雁蕩山図」明時代

●八大山人「河上花図巻」清時代

●石涛「巣湖図」清時代

●華轟「山鶴愛梅図」清時代

入館料

当 日料 金

前 売料 金

団 体 料 金

ー一　般 大学 生　 高 校 生　 小 中 生

8 00円 70 0円 5 50円 30 0円

7 00円 6 0 0円 5 00円 2 5 0円

60 0円 5 00 円 30 0円 150 円

搭団体は30名以上

開館時間＝午前10時一午後5時（入矧は4時30分まで）

休館日＝月曜日（ただし、5月4日は開臥4月30日掛5月6日㈱

ー　6　一

天津市芸術博物館は、神戸と友好都市提携潅結んでいる中計天

津市にある美術博物館でもその所蔵品の総数は約4万件にのぼり、

細や書から偶磁乳古硯、印章等の工芸品にいたるまで、幅広い

分野の品々によってコレクションが構成されています。個々の所蔵品

についても優れたものが多く見られ、中国文物に関心をもつ内外の

人々から注目を集めてきました。

今回の特別展では、この天津市芸術博物館のコレクションの中か

ら、特に明（1368－1餌4ト献－1912）時代の絵画作品88点を選び展

観い7こしまも

明時代の絵画として軋我が国宝町時代の水盛画にも影響を与え

た・呉億などの「新派」、また後に漸派に代わって絵画史の主流を占め

た、蘇州で活勤しが呉派→の文人画家たちの作品を紹介いたしまも

清時代では、宮廷画家・衰江などに代表される正統派の作家をはじ

め・八大山人・石津などの波瀾の生涯を送った「遺民画家Jたち、安徽

省を出身地とし、穣庵原水墨表現を得意とした弘仁礪滑らの「新安

派」、かつての江南地方の中心地儲けで活躍した、金農・季鮮らの

個性的な画家たち＝「掛珊八怪」などの作品を御覧いただけまも

これら天津市芸術博物館の明津絵画コレクションはこれまで海外

でiよほとんど公開されたことのないものばかりでもこの貴重な作品を

鑑賞することにより、中国鯛の奥深い世界にふれていただければ、と

思いますi

ご　あ　い　さ　つ

神戸市と中華人民共和国天津市は，昭和48年（1973）に友好都市の提携を結んで以来、

さまざまな分野において活発な交流を続けてまいりました。

昭和60年（1985）には，天津市の歴史，芸術両博物館の所蔵品による特別展『中国5000

年の秘宝展一中国天津市文物展』を神戸市立博物館において開催し，悠久の歴史をもつ中

国文化の精髄を，みなさまにひろく御鑑賞いただきました。

またこのたび，天津市芸術博物館の所蔵品により，とくに明清絵画に焦点を絞った展覧

会を開催できますことは，中国文化への理解をより一層促進するため，誠に有意義な機会

になるものと存じます。

わが国の絵画芸術は，古来中国の影響を受けて発展を続けてきました。なかでも明清の

絵画は百花繚乱の時代を誇り，室町～江戸時代のわが国の絵画に与えた影響には，はかり

しれないものがあります。

本展が日中文化交流の一助となり，神戸，天津両市の友好親善を深める機会となれば幸

いです。

最後になりましたが，貴重な作品を御出品下さいました天津市芸術博物館、本展の開催

に御尽力下さいました日中友好会館と中日友好協会に心より御礼申し上げます。

1992年4月　神戸市立博物館・神戸新聞社

No．　作　者　名 作　品　名　　　　　　形状・材質　　　　　寸法（cm）
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渓山真質圏

柳岸閑歩囲

山行落帽囲

虎丘圃

菊石囲

桂兎圏

漁家楽園

柳堤駄馬囲

一路看泉囲

松渓漁隠周

高樹小事固

疏樹孤亭圏

瑛山古寺園

雁高山箇

松薙晩翠国

楓林亭竹園

梅竹寒雀囲

富春逸興国

倣董北苑山水囲
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巻　紙本設色

軸　絹本設色

軸　絹本設色

軸　紙本設色

軸　紙本塁画

軸　紙本設色

軸　絹本設色

軸　紙本設色

軸　絹本設色

軸　紙本墨画

軸　紙本塁画

軸　紙本塁画

軸　紙本設色

軸　絹本墨画

軸　絹本設色

軸　絹本墨画

軸　絹本墨画

軸　紙本墨画

軸　祇本墨画

29×106．5

167．8×101

156．5×99

108．5×42．6

86×33

146×79．5

122×32

108×32

134×47．3

123．6×57．8

64．5×29

147．7×30．3

85．2×32．2

192．5×49．3

160．5×55．5

159．5×32．4

133×37．3

138．2×26．5

101．2×48



作　品　名　　　　　　　形状・材質　　　　　　寸法（cm）No．　作　者　名

129．5×50．8

130×52．1

234．8×139

94×48．6

133．8×74．4

133．2×74
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107．2×58．6

169×90．5

63．6×53
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60．6×34．3
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102．6×33

77×47

105×34．5
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杜牧詩意囲

墨梅園

伏生撲経画

策響夜璃匿

虚亭遠山囲

過雨策杖囲

精々囲

竹石凰

竹石匿

蘭竹石囲

遠樹幽山圏

新羅山人華盈像

関同達意画

藩邸喜好圏

駕柳永詞意園

山水画

得韓国冊

倣古山水冊

倣元入山水囲

松漢語寺囲

山水匿

春橋策杖圃

山棲翫月国

鞄村園

採蓮囲

松渓逸輿周

秋樹薗

秋風琴韻園

琴隠園就菊臨

平林遠唖固

花井圏冊
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作　品　名　　　　　形状・材質　　　　寸法（cm）

軸　紙本設色　　　165×45．3

73．6×49

58．4×33．6

110×76

182×49．5

88×57．5

54．5×28．4

198．5×98

143．5×54．8

179×95

63．5×38

47×1292．5

77．5×40．5

190×79

116．6×48．9

74．3×33．2

96．5×41．5

20．8×19

172．2×74

171．5×50．6

197×120

103×48．9

74．2×30．2

24．8×416

25．7×31．6

97．6×41．8

83．7×39，4

128．3×46

93．5×30

134×74

102×52．2

61．2×29．8

130．6×54．8

216．5×107

141．4×56．6

102．5×30，3

184．5×92．4

115×50
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秋嶺山泉画

西海千峰囲

竹石流泉囲

竹石厨

渓橋策秋画

歳寒三友鹿

古木空藷慮

負廓村居囲

天際辟帆固

松窓飛湊囲

山水画

河上花園

鴛侶納涼画

松柏囲

三教団

秋林言責書画

巣湖園

山水冊

秋江晩綽囲

江岸風帆臨

沈香字画

渓山雪葬囲

直江放舟露

西寓雅集塵

雑画冊

山村雲水囲

陽邁山色園

古木寒煙風

雪巌茅居囲

渓亭封突画

富春大嶺固

屈原過

重柳仕女画

山鶴愛梅園

雪景山水画

梅竹園

画萱遠
　
国

騰
　
朝
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No・　作　者　名

20　　雨　雲　従
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（2）第41回特別展

出土品とハイビジョンでたどる日中文化交流の点の線

「正倉院の故郷（さと）－中国の金・銀・ガラス展」

・内　容／

正倉院は、「シルクロードの終点」として中国のみならず広くベルンアなどとの広い交流を示す

文化遺産の宝庫として知られているが、これら殆どが門外不出で奈良国立博物館に一部が公開さ

れるのみである。そこで本展は、特に金・銀・ガラス器に焦点を絞って、その源流を中国国内で

近年出土した考古資料で探った。これらは、海外初公開となった。

併せて正倉院の宝物については、大型ハイビジョンを使用した映像で紹介した。

・会　　場／南蛮美術館室、特別展示室1・2

・会　　期／平成4年6月9日（州～7月12日（日）

・主　　催／神戸市立博物館・中国文物物流中心・NHK神戸放送局・NHKきんきメディアプラ

ン

・後　　援／外務省・文化庁・中華人民共和国大使館・兵庫県教育委員会

・協　　賛／J R西日本・㈱ダスキン・コクヨ㈱・㈱村田製作所・関西電力㈱

・協　　力／パイオニア㈱

・開館口数／30日

・入館者数／29，087人

・出品点数／86件127点

・記念講演会

第1回　平成4年6月13日　講師　菅谷文則氏　奈良県立橿原考古学研究所調査第一課長

演題　「中国随・唐の金銀器と正倉院宝物」

第2回　平成4年6月27日　講師　東野治之氏　大阪大学教養部助教授

演題　「正倉院学のすすめ」

ポスター

ー11－

図諒



杯　　ガラス　北森

胡瓶　　妄艮　麿

全能　　金　後漢
瓶（ローマンガラス）　ガラス

突起付環　　ガラス　前漠

唾壷　　銀一部彙金　唐

切子括碗　　ガラス　北親

わが国のもっとも貴重な文化財のひとつである正倉院宝物の魅力は、ユーラシア全域の諸民

族・異文化との活発な交溝をもった唐代文化の影響をうけて、ユーラシア個々の民族性を秘めた
古代国際様式とで印字びうるような点にあるといわれていま五

正倉院の宝物は、地上伝世晶であるため、徽経、木、紙など有機質のものが多いが、金属器と

しては、金の代用品とにの金銅（青銅凄金）、銀、佐波理（さはり＝青銅・錫合金）があり、またガラ

ス器などは数点存在していまもわが国では数も少なく貴重品であった金、銀、ガラス製品が、実

は、正倉院の故郷（さと）－中国においては宝物の主流であり、正倉院宝物の中には、それら
を他の材質で摸したものが多くありまも

本展覧会は、先年、大阪放送局が制作・放送した「NHKスペシャル・正倉院を撮る」の関連企画

として実施するもので、正倉院の故郷を中国に或め、意匠や文様、器形などに焦点をあてた中国

出土の金個・ガラスの名品120余点と、NHKが制作した正倉院宝物のハイビジョン映像等により、

中臥二おける宝飾品の流れ、中国出土品に見られる東西交流、正倉院への伝播など、当時の東

アジア圏における壮大な文化交流の様相をわかりやすく展示しまも

中国各地の15の博物館・研究所から出品された世界初公開の美術品多数を含む名品と映像

とで構成された本展をとおに、正倉院の故郷を存別二ご覧いただきたいと思いまも

神戸市中央区中山手通2－24－7 TEL（078）231－4401／NHKきんきメディアプラン

■入場料金
一一　 ・般 9 0 0 円 （6 5 0 円 ）
≠： 学　 生 7 5 0 円 （5 5 0 円 ）
忘 ：校　 生 6 0 D 円 （4 0 0 円 ）

中 ・小 学 生 3 5 D 円 （2 0 0 円 ）

シ ル ノヾ一一 4 5 0 円

（ ）内 は 3 0 名 以 上 の 団 体 料 金

★■＝　　 †

一一一一一：二重二重二ト盟一一一一一一一一一一一一；一三一露ト
型 缶． 妄 言 慣　 【

■交通機関
三宮駅・元町駅から徒歩10分

お問い合せ先：テレホンサービスTELO78－332－78－0／神戸市立博物館神戸市中央区京町24番地TEL（078）39l－0035／NHK神戸放送局
大阪市中央区内本町1－2－14

－12　－

TEL（06）945－7131

あ　い　さ　つ

8世紀、天平の時代は中国盛唐の時代と重なり、西は地中海沿岸から南はインド、そして中

央アジアの諸地域まで、広大なユーラシア大陸の国際交流か花開いた時代でした。

大唐の都、長安にはシルクロードを通して西方の様々な文化か流入し、その文化か遣唐使な

どを通じてわか国に伝えられ、これか正倉院宝物のもとになったといわれています。

本展覧会では、おもに中国戦国時代から唐・元の時代の遺跡で出土した金・銀・ガラス作品

を通して、その東西交流や正倉院への伝播、当時の棄アジアにおける文化交流などを展観しま

す。「芝鹿文銀盤」「切子括碗」など正倉院宝物と同じ流れを汲む作品をはじめ、中国16の博物

館・研究所から集められた世界初公開多数を含む120余点と、NHKか撮影した正倉院宝物のハ

イビジョン映像とで構成された本展を通じて、日中文化交流の軌跡の一端をご覧いただければ

幸いです。

田中国交正常化20周年の記念すべき年に、日本文化の故郷ともいえる「正倉院」というすぼ

らしい響きを持つテーマで、この展覧会を開催できることは主催者一同喜びにたえません。

本展覧会の開催にあたり、多大のご助力をいただきました中国国家文物局・中国文物交流中

心をはじめ、私たちの企画をご理解いただき責重な所蔵資料を快くご出品たまわりました中国

の関係機関および白鶴美術館・出光美術館、ご後援いただきました諸官庁、諸機関、ご協寛・

ご協力いただきました各社のみなさまに心から感謝申し上げご挨拶といたします。

神戸而立博物館・中国文物交流中仙

NHK神戸放送局・NHKきんきメディアプラン

出　品　目　録

No．　　　作　　品　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　時代　　　　所　蔵　先

1　　那豪（楚国の金貨）　　　　　金郡安

2　　衡飾（馬車の横木のかぎり）　金衡飾（2）

3　　犬の首輪

4　　文教（文のいしづき）

5　　動物文飾

6　　動物文飾

7　　武士頭像飾

8　　動物文飾

9　　金獣

10　　馬蹄金

11　菜食（医療用注水器）

12　　ろうと（医療用）

13　　耳飾

14　　金龍

15　　歩揺冠

16　　短剣の鞘

17　　耳飾

18　　耳飾

19　　唾壷

金銀猪犬項圏（2）

金文数

半球形浮彫金牌飾

固形金牌飾

武士頭像金飾

長方形金牌師

金獣

馬蹄金

銀築金

銀漏斗形器

金耳飾（4）

指糸糸金龍

金冠飾

金媒刀柄

金耳墜（2）

金耳墜（2）

鍍金圏花銀唾孟

－13　－

戦国　　　南京博物院

戦国　　　河北省文物研究所

戦国　　　河北省文物研究所

戦国　　　河北省文物研究所

戦国　　　河北省文物研究所

戦国　　　河北省文物研究所

戦国　　　河北省文物研究所

戦国　　　河北省文物研究所

前漢　　　南京博物院

前漠　　　南京博物院

前浜　　　河北省博物館

前漢　　　河北省博物館

前漠　　　遼寧省博物館

後漢　　　定州市博物館

西晋　　　遼寧省博物館

北燕　　　遼寧省博物館

北貌　　　大同市博物館

北貌　　　河北省文物研究所

唐　　　　西安市文物園林局



時代　　　　所　蔵　先

唐　　　西安市文物園林局

唐　　　西安市文物周林局

唐　　　洛陽市文物工作隊

唐　　　山西省博物館

唐　　　山西省博物館

唐　　　山西省博物館

唐　　　山西省博物館

唐　　　寛城県博物館

唐　　　寛城県博物館

唐　　　西安市文物園林局

唐　　　鎮江市博物館

唐　　　鏡江市博物館

唐　　　鎮江市博物館

唐　　　鎮江市博物館

唐　　　鎖江市博物館

唐　　　鎮江市博物館

鴛喬鴻雁折枝花紋銀盤

蓑薦鳥析枝花紋銀盤

銀杯

金錘（2）

全集（2）

金堪（3）

金帯締（金持）（10）

芝鹿紋銀盤

銀執壷

東尾馬金幣

豊金讐鷲紋菱形銀盆

海業形銀全

銀勺（4件）

叙匙（4件）

銀箸（4隻）

聾金銀酒幕（10件）

塗金童子楽舞紋三足銀瓶　唐　　　鎮江市博物館

No・　　　作　　品　　名

20　　盤

21　　盤

22　　高脚杯

23　　鎖

24　　髪飾

25　　金堪（金の地金）

26　　繕帯（革帯の飾り）

27．芝鹿文銀盤

28　　朗瓶

29　　東ローマ帝国の金貨

30　　高台付盤

31　高台付盤

32　　勺

33　　匙

34　　等

35　　酒薯（酒宴用遊戯具）

36　　三足付瓶

37　　台付会

38　　台付会

39　　蓮葉形蓋

40　　半球形蓋

41　舎利塔

42　　浄・瓶（附銀替）

43　　香炉

44　　舎利・舎利容器

45　　淳化元宝（金貨）

46　　高台付鏡

47　　十花弁形盤

48　　櫛

49　　舎利容器

50　　金

51　トンボ珠

52　　耳杯（酒器）

53　　盤（皿）

54　　線壁

55　　盤（皿）

56　　紺環

57　　紺環

58　　突起付環

59　　碗

60　　碗

61　珠飾

62　　受皿付高脚杯

63　　碗

64　　盤

四魚紋菱形銀金

城蝶紋菱形銀金

荷葉形銀器

折枝花紋半珠形銀器

聾金銀塔

蛮金銀浄瓶（1）（附銀替）

聖字銀薫墟

金含利金・披璃舎利瓶

淳化年文殊金幣（2）

銀花村形碗

銀花耕形盤

聾金銀櫛

銀舎利棺

庚金囲花観念

花鮎紋披璃珠

披璃耳杯

披璃盤

緑破璃璧

披璃盤

破璃環

境璃環

破璃亀形器

深藍色園底披璃杯

淡青色囲底披碑林

藍披璃串珠

托蓋高足披璃杯

園底披璃碗

緑色囲底被璃盤

－14　－

唐　　　鎮江市博物館

唐　　　鎮江市博物館

唐　　　鎮江市博物館

唐　　　鋲江市博物館

唐　　　走州市博物館

北采　　定州市博物館

北未　　　定州市博物館

北宋　　西安市文物園林局

北采　　　山西省博物館

遼　　　河北省博物館

遼　　　河北省博物館

遼　　　河北省博物館

金　　　河北省文物研究所

元　　　　南京博物院

戦国　　河北省文物研究所

前漠　　河北省博物館

前漠　　河北省博物館

前漠　　広西壮族自治区博物館

前漠　　合浦県博物館

前漠　　合浦県博物館

前漠　　合浦県博物館

前漠　　広西壮族自治区博物館

前漢　　合浦県博物館

前漠　　広西壮族自治区博物館

前漠　　遼寧省博物館

後漠　　広西壮族自治区博物館

後漠　　広西壮族自治区博物館

後漠　　広西壮族自治区博物館

No，　　　作　　品　　名 所　蔵　先

65　　瓶

66　　杯

67　　切子碗断片

68　　杯

69　　切子括碗

70　　鉢

71　高脚杯

72　　細頸瓶

73　　瓶

74　　杯

75　　瓶

76　　広口碗

77　　瓢形瓶

78　　碗

79　　瓶

80　　広口碗

81　鼻煙壷（かぎたばこ入れ）

82　　鼻壇壷（かぎたばこ入れ）

83　　鼻煙毒（かぎたばこ入れ）

84　　鼻煙毒（かぎたばこ入れ）

85　　鼻煙壷（かぎたばこ入れ）

86　　鼻煙壷（かぎたばこ入れ）

参考出　品

破璃瓶

破碑林

披璃碗残片

披璃杯

：妓璃碗

藍牧場鉢

高足披璃杯

破璃瓶

披璃瓶

披璃杯

藍破璃大腹瓶

披璃碗

披璃請産瓶（2）

藍色破璃碗

牧場瓶

藍披璃碗

套藍白波璃鼻煙壷

糸工破璃鼻煙壷

奮紅披璃鼻煙壷

奮藍破璃鼻煙壷

：岐璃内妻鼻煙壷

披璃内重鼻煙壷

後漠　　　洛陽市文物工作隊

東晋　　　南京市博物館

東晋　　　南京市博物館

北燕　　　遼寧省博物館

北貌　　　山西省考古研究所

北貌　　　河北省文物研究所

隋　　　　欽州市博物館

唐　　　　洛陽市文物工作隊

北采　　　走州市博物館

北未　　　定州市博物館

北未　　　定州市博物館

北采　　　定州市博物館

北未　　　定州市博物館

北采　　　西安市文物園林局

北采　　　遼寧省博物館

清　　　　遼寧省博物館

清　　　　遼寧省博物館

清　　　　遼寧省博物館

清　　　　遼寧省博物館

清　　　　遼寧省博物館

清　　　　遼寧省博物館

清　　　　遼寧省博物館

1　　金製蝉文飾

2　　鍍金花鳥文銀製八曲長杯

5　　鍍金花鳥丈六花形銀杯

7　　銀勺

8　　鍍金花鳥文尺

重要文化財

重要文化財
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朝六

唐

唐

唐

唐

自鶴美術館

白鶴美術館

白鶴美術館

白鶴美術館

出光美術館



衣裳文化展『森美恵とパリ・オートクチュール』

・内　容／

「西洋と東洋の出会い」をテーマにした第4回神戸ファッションフェスティバルの主要事業と

して、日本のオートクチュールデザインの草分けである森　英恵氏の衣裳文化展を特別展として

開催し、ファッションが重要な文化的要素であることを紹介した。東洋人としては初めて、また

女性としても3人日のデザイナーとしてパリ・オートクチュール組合に加入した氏の足跡を一堂

に展示し、また、数々の映画衣裳の写真、著名人の舞台衣裳やパリ・オートクチュール組合につ

いての解説・展示ゾーンを設置して、本展に対する理解と親しみをより深めてもらう機会とした。

・会　　場／南蛮美術館室、特別展示室1・2、ギャラリー・1階ホール

・会　　期／平成4年10月21日的～12月6日（日）

・主　　催／神戸市立博物館・神戸ファッション協会・兵庫県・神戸市・神戸商工会議所

・後　　援／近畿通商産業局

・開館日数／40日

・入館者数／30，580人

・出品点数／209点

・セミナー／平成6年11月6日幽

講師　坂井直樹氏（コンセ70トメーカー）

ポスター
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フォー刀レ・サントノーレの石畳を・マルーヌ寺院の方向へ歩く。

今世紀初めから・世界のトップデザイナーか足跡を刻んできた道

だ。日本大使公邸を過ぎ・もうすぐロウイアル通りに出る手前に、森

英恵のオートクチュール・メソンかある。

メゾンかオープンした1977年は・日本にとって、アジアにとって、西

欧ファッション界にとって歴史に残る年であっ払伝統あるパリ・オ

ートクチュール組合に・森美恵か迎えられたのである。東洋人とし

てはじめて、そして女性としてもココ・シャネル、マタム・クレらに続
く快挙だった。

オートクチュールの歴史を語るに臥マリー・アントワネットの時代

まで遡ることになる。最初のクチュリエとして配線される膏廷デザ

イナー・ロース・ベルタンの作るルスーま、ヴェルサイユ膏で大流行

したという。パリ・オートクチュール組合か結成されたのは、それか

ら掛50年を経た1911年。シャネル、スキャパレリの時代だ。会員数

20名前後、しかも例外的にしか女性の加入を露めなしもパリ・オー

トクチュール組合は・まさに西欧文化そのものの象徴であった。

森美恵臥1965年にニューヨークで初のコレクションを発表し、

1975年にパリで初めてショーを開催した○以来、日本の、アジアの

ファッション界の先陣に立ち、ワールドワイドに活躍してきた。彼女

の作品臥モナコの王妃やホワイト八ウスのファースト・レランに愛

され、世界中の女性たちに憧れの溜息をつかせる。東洋の工手ソ

シズムを武器としてデザインするので肋く、常に西欧のファッショ

ンと対等にわたりあって美を追究してきた○ボピュラリティと同時に

成立する・高度なクリエイティビティ○世界的な評価のベースとなっ

ているの臥森美恵個人のしなやかな才能に他ならなしヽ

森美恵こそ、東洋と西洋の出会いをテーマとした博四回神戸ファ

ッションフェスティバル」に、最もふさわしいクリエイターである。日

本と西欧のアクセス都市として百数十年の歴史を持つ町、神戸。こ

こに・パリ・オートクチュール組合加入5周年を記念し、彼女のクチ
ュリエとしての全足跡を公開する。

㌦ げ
叫蜘

M相知血中1

N軸 l加

〆♂：が脚

〆♂了神戸市立醐 ●

神戸市立博物転（〒650神戸市中蜘4拙78－］91－0035）
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日本ファッション界の蝶として世界的に知られる森　英恵氏は、1977年、東洋人で初めて、また

女性としてもココ・シャネル、マダム・グレに続く3人目のデザイナーとして、パリ・オートクチ

ュール組合に迎えられました。彼女は常に日本のオートクチュール・ファッションデザインの草分

けとして、また優秀なワールド・ビジネス・ウーマンとして、積極的な活動を続けています。

今回、パリ・オートクチュール組合加入15周年を記念して、彼女の輝かしい足跡を物語る作品を

一堂に集め、神戸市立博物館の特別展として公開いたします。また、数々の映画衣裳の写真、著名

人の舞台衣裳の公開、パリ・オートクチュール組合についての解説・展示ゾーンも設置します。

神戸市立博物館は、明治の開港以来、洋風文化の窓口としてハイカラ神戸の中心地であり続ける

旧外国人居留地の一角にあります。ギリシャ神殿風の外観をもち、港町・神戸にふさわしく「匡l際

文化交流一東西文化の接触と変容」を基本テーマに、アジアや欧米諸国の様々な文化を紹介してき

ました。

日本女性としてのしなやかな感性を用い、ファーストレディに愛されるシックでインターナショ

ナルなオートクチュール・コレクションを創作してきた彼女の人生そのものが、「第4匝卜神戸ファ

ッションフェスティバル〔KFF〕」の展開テーマ“西洋と東洋の出会い’’を体現しているものであ

り、また昨年開催した『ジャン二・ヴェルサーチ衣裳文化展』と同様、ファッションが重要な文化

要素であることを伝えることができる展覧会として展開します。

【会場構成】

（a）塩気．一・一」OZONE

ビーズのドレスほか、日本の美意識と西洋の伝統を合体させた森　英恵の代表作で構成。1

階吹き抜け部分の空間を利用してインパクトのある演出を行います。

（b）スターズ＆モード

森　英恵のデザイナー生活第一歩を飾った数々の映画衣裳ほか、舞台やバレエの衣裳、そし

てスターのウェディングドレス等、現存しない作品の貴重な写真と、美空ひばりさんの舞台

衣裳を約20点特別展示いたします。

（C）パリ・オートクチュールの世界

パリ・オートクチュール組合について各メゾンの写真や資料で紹介。また、パリ・オートク

チュール組合加盟デザイナーの最新のオートクチュール・コレクションをVTRで紹介しま

す。

（d）光と影

白と黒をコンセプトにしたドレスとモノクロ写真で構成します。

（e）メインイベント

オートクチュール・デザイナーとして活動を始めてから最新のコレクションまで、3階全フ

ロアーを利用して展示。

クチュリエ森　英恵の全仕事を明らかにします。
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◇森　美恵氏のプロフィール

1951年　新宿に洋裁店「ひよしや」を設立。

1950年代　日本映画の黄金期に500本以上の映画衣裳を手掛ける。

1965年　ニューヨークで初の海外コレクションを発表

1975年　モナコ、ホテル・ローズのオづニングにグレース王妃の招きでファッション・ショ

ーを開催。次いで、パリではじめてのファッション・ショーをホテル・トリスで開

1977年　パリにオートクチュール・メゾン「ハナヱ・モリ・パリス」を開店。

同年、初のオートクチュール・コレクションを発表、東洋人ではただ一人、パリ・オ

ートクチュール組合への加入が認められる。

1985年　ミラノ・スカラ座でのオペラ「マダム・バタフライ」の衣裳を担当。

1986年　パリ・オペラ座でのバレエ「シンデレラ」の衣裳を担当。

1989年　モナコにブティックをオープン。

フランス政府からレジオン・ドヌール勲章シュバリエ章を受乳

日本政府から文化功労者を顕彰される。

デザイナー活動35同年を記念して、東京で「森英恵展」を開催。

1990年　パリ、モナコで「森　英恵展」を開胤

1992年　バルセロナ・オリンピック日本選手団公式ユニフォームのデザインを担当。

著書に「ガラスの蝶」「あしたのデザイン」、作品集「HANAEMORI1960－1989」

20

（4）第43回特別展

銅鐸の世界一地の神への「いのり」一展

・内　容／

当館で所蔵する唯一の国宝、桜ケ丘銅鐸、鋼文は日本列島で初めて金属器を使用した弥生時代

の最も重要な資料の一つであり、弥生時代の青銅器を当館の主要なテーマに位置づけ、その資料

収集に努めてきた。今回の展示において、弥生時代の青銅器を中心に通観することによって「卑

弥呼の時代」を中心とする時期の歴史を解明した。

また、同時に青銅器の鋳造方法を科学的に分析し、その復元を試みた。

・会　　場／南蛮美術館室、特別展示室1・2

・会　　期／平成5年1月23日出～3月7日（日）

・主　　催／神戸市立博物館・神戸新聞社

・開館日数／38日

・入館者数／15，320人

・出品点数／350点

・記念講演会　平成5年2月13日

講師　書谷　美宣　神戸市立博物館学芸課長

演題　「銅鐸の世界」

、．．認芯．．．，、．・＿．
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神戸市立博物館は昨年1川で満10歳になりました。

その間に多くの展覧会が開催されましたが、今因の特

別展では当館を代表する収蔵品の・一つで常設展示の

重要な部分を占める桜ヶ丘の銅鐸・銅文に因んで「銅

鐸の世界」展を開催します。

弥生時代は大陸から米作りとともに、鉄器や青銅器が

伝えられ丹時代ですD鉄器は武器や農耕具などの実用

品として採用されましたが、青銅器は鉄器に比べて強観

さで劣るために実用品としてではなく、祭祀の道具として

日本列島で発達しました。その代表格が銅鐸で、大陸

ではカウベル（牛の首につり下げるベル）だったものが、

日本列島では牧畜が発達しなかったために本来の機

能が失われました〇しかし、得体の知れない音をたでる

ベルは神秘に満ちたものであったと考えられ、大陸や朝

鮮半島ではなんの装飾はくせいぜい10。mほどのもの

が、表面を流水文や袈裟樺文で飾りたてられ、ついに

は1mをはるかに上回る「巨大な祭器」になりました。

今回の特別展では130点ほどの銅鐸を中心に、鋼文・

銅剣・銅矛など弥生時代の祭器々約350件展示しまも

予ヾ
広島市乗区福田出土鋼掛銅支・銅剣

『
銅
鐸
の
世
界
』
喜
香
美
宣
差
学
芸
課
長

9
3
年
2
月
1
3
日
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午
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時
か
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／
当
館
講
堂

静岡県浜松市前原釦等

大阪府茨木市衰奈良で出土した鋳型で鋳遺された兄弟の銅鐸

（左‥香川県善通寺市栽拝師山銅鐸右‥大阪府豊中市桜壕銅劉

前原銅鐸の出土状況
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会　場　　第1会場（3階・特別展示室1）
①　プロローグ－青銅器の伝播

②　銅鐸の変遷

第2会場（2階・南蛮美術館室）

③　銅鐸のまつり

④　銅鐸に描かれた絵画

⑤　銅鐸の埋納一発掘調査からわかったこと

⑥　銅鐸の模造－′ト銅鐸・′ト型銅鐸・鐸形製品

⑦　銅鐸の鋳造

第3会場（2階・特別展示室2）

⑧　銅鐸の周辺－銅剣・銅矛」鋼文を中心に

社（吊り手）でみる

銅鐸の変遷

中　　段　　階

（扁平妄丑式）

最　古　段　階

（菱環i丑式）

新段階1式
（実線紐1式）

－　23　－

舌　　段　　階

（外縁付紐式）

新段階　5　式
（実線紐5式）



く銅鐸の部分名称〉

（原図卜大阪府羽曳野市西浦銅鐸）
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出品　日　銀

出　　土　　地　　　　　　　　　資　　料　　名　　　　　　　　　点数　　　　　　所　蔵　者

①　プロローグ－青銅器の伝播

1　　中国・伝河南省安陽

2　　　中国

3　　　中国・遼寧省煙台

4　　　中国

5　　　中国

6　　　中国・伝河南省安陽

7　　　中国

8　　　中国

9　　　中国

10　　　中国

11　　韓国・忠清南道大田市税亭洞

12　　韓国・慶尚北道月城郡入室里

13　　韓国・大郎市坪里洞

14　　韓国・平壌市楽浪区域貞柏洞1号墓

15　　韓国卜伝平壌

16　　朝鮮・平安南道

17　◎長崎県対馬シゲノダン

18　　大分県宇佐市別府＝

19　　福岡市早良区吉武高木3号木棺

②
2
0
　
2
1
　
2
2
　
2
3
　
2
4
　
2
5
　
2
6
　
2
7
　
2
8
　
2
9
　
2
0
　
3
1
　
3
2
　
3
3

銅さの変遷

出土地不詳（神田孝平旧蔵）

兵庫県洲本市中川原

岡山県勝央町念仏塚

岐阜県大垣市十六町

口伝出雲

◎伝伯

伝岡山市足守

兵庫県山崎町青木

奈良県平群町初香山

兵庫県豊岡市気比

口伝淡路

岡山市雄町

伝大和

○大阪肝泉南市信連

1号

34　0大阪府四條畷　　　　　　2号

35　　大阪府＝岸和田市流木

36　　広島県世羅町黒川

37　　出土地不詳

38・神戸市東灘区生駒

39　0岡山市藤井安仁神社裏

30　　神戸市東灘区渦森

41　出土地不詳

誓誓文鈴

鋼鈴

鋼支

鋼支

鋼支

鋼矛

挑式青銅剣

株式青銅剣

鋼鉄

鋼鉄

朝鮮式銅鐸（複製）

朝鮮式銅鐸（複製）

朝鮮式銅鐸（複製）

朝鮮式銅澤（複製）

朝鮮式銅鐸鋳型（複製）

銅剣

馬鐸

銅剣

銅矛

朝鮮式銅鐸（複製）

細形鋼矛（複製）

細形鋼支（複製）

細形銅剣（複製）

多鉦細文鏡（複製）

1　　京都大学文学部博物館

2　　　　　　　　　／／

1　　東京大学考古学研究室

1　　京都大学文学部博物館

1　　　　　　　　　／／

2点のうちl J／

1　　東京大学考古学研究室

1　　京都大学文学部博物館

3　　　　　　　　　／J

3　　　　　　　　　／1

2　　神戸市立博物館

1　　　　　　／／

2　　　　　　　／†

3　　　　　　　／J

l　　　　　　　　■∫

1　　東京大学考古学研究室

1　　匡】立歴史民俗博物館

1　　　　　　　　／／

1　　　　　　　　／／

1　神戸市立博物館

1　　大阪府立弥生文化博物館

l H

Z JJ

l　　　　　　　　　　　〝

菱環紐1式横帯文銅鐸

菱環鉦2式横背丈銅鐸（複製）

外縁付紐1式4区袈裟樺文銅鐸

外縁付紐1式4区袈裟樺文銅鐸

外縁付紐1式2区横背丈銅鐸

外線付紐1式1区横帯文銅鐸

外縁付紐1式3区横帯文銅鐸

外縁付紐2式4区袈裟棒文銅鐸

外縁付紐2式4区袈裟棒文銅鐸

外縁付紐2式2区流水文鋼澤（複製）

外縁付紐2式2区流水文銅鐸

扁平紐1式4区袈裟棒文銅鐸

扁平鉦1式4区袈裟棒文銅鐸

扁平鉦1式4区袈裟樺文銅鐸

扁平鉦1式4区袈裟棒文銅鐸

扁平紐1式4区袈裟棒文銅鐸

扁平鉦　式4区袈裟樺文銅鐸

扁平銃2式4区袈裟棒文鱒鐸
扁平鉦2式4区袈裟棒文銅鐸

扁平鉦2式4区袈裟棒文銅鐸

扁平鉦2式4区袈裟樺文銅鐸

扁平銃2式4区袈裟棒文銅鐸

一　25　－

1　　東京国立博物館

1　　国立歴史民俗博物館

1　　津山郷土博物館

1　岐阜県博物館

1　　八雲本陣記念財団

1　辰馬考古資料館

1　東京国立博物館

1　文化庁（山崎町教育委員会）

1　　橿原考古学研究所

1　　神戸市立博物館

1　　本輿寺

1　　岡山県立博物館

1　　京都大学文学部博物館

1　林昌寺（大阪府立弥生文化博

物館）

1　　関西大学考古学等資料室

1　個人（大阪市立博物館）

1　広島県教育委員会

1　　大阪市立美術館

1　　国立歴史民俗博物館

1　安仁神社（岡山県立博物館）

1　　東京国立博物館

1　個人（大阪市立美術館）



出　　土　　地 資　料　名　　　　　　　　点数
42　　岡山市鳥坂山兼基

43　□徳島県小松島市勢合

44　□兵庫県一宮町閏第

45　　伝播磨

46　　神戸市垂水区投上

47　　兵庫県西宮市津門

48　□大阪府八尾市恩智都塚山

49　　福井県遠敷郡上中町野木

50　0伝奈良県天理市高瀬川

51　岐阜県萩原町上呂

52　◎岡山県井原市猿森

53　　奈良県天理市石上

54　　出土地不詳（明大3号）

55　◎徳島県阿南市田村谷

56　　徳島県阿南市畑田

57　　和歌山県南部川村久地峠

58　　兵庫県川西市満額寺

59　0出土地不詳（神田孝平旧蔵）

60　　大阪府高槻市天神山

61　福井県三方町向笠

62　　大阪府箕面市如意谷

63　　京都府八幡町清水井

64　静岡県三ケ日町釣荒神山　2号

65　静岡県細江町中川岡地船渡1号
66　　三重県上野市比土

67　　出土地不詳

68　0伝近江

69　愛知県小坂井町伊奈　　2号

70　　　　　　　　　　　　3号

71　和歌山県南部川村雨請山

72　　和歌山県田辺市矢矧

73　　兵庫県川西市栄根

74　　愛知県田原町谷ノロ

③　銅さのまつり

75　　和歌山市太田黒田

76　◎伝土佐

77　　徳島県阿南市長者ケ原

78　　島根県鹿島町志谷奥

79　　島根県斐川町荒神谷

舌付

扁平紐2式6区袈裟棒文銅鐸

扁平鉦2式6区袈裟樟文銅鐸

扁平紐2式6区袈裟俸文銅鐸

扁平紐2式6区袈裟棒文銅鐸

扁平紐2式6区袈裟棒文銅鐸（複製）

扁平鉦2式6区袈裟樺文銅鐸（復元）

扁平紐2式6区袈裟棒文銅鐸

扁平鉦2式6区袈裟棒文銅鐸

扁平紐2式6区袈裟俸文銅鐸

扁平鉦2式6区袈裟樺文銅鐸（複製）

扁平紐2式12区袈裟棒文銅鐸

突縁組1式2区流水文銅鐸

突線紐1式4区袈裟樺文銅鐸

突縁組2式突線6区袈裟棒文銅鐸

突線紐2式近畿IB式銅鐸

突線錐2式近畿Ⅰ式銅鐸

突線鉦2式近畿Ⅰ式銅鐸

突線紐2式近畿IC式銅鐸

実線紐2式近畿IA式銅鐸

突線紐2式近畿IA式銅鐸

突緑鉦3式近畿ⅠIB式銅鐸

突線紐3式近畿ⅠIC式銅鐸

実線紐3式三遠式銅鐸

実線鉦3式三遠式銅鐸

突線紐4式近畿InA式銅鐸

突線紐4式近羞削ⅠIC式銅鐸

突線鉦4式近畿mB式銅鐸

突線紐4式三遠式銅鐸

突線鉦4式三遠式銅鐸

実線銀5式近畿ⅣB式銅鐸

突縁組5式近畿Ⅳ式銅鐸

突線紐5式近畿ⅣB式銅鐸

実線紐5式近畿ⅣC式銅鐸（複製）

外縁付紐1式4区袈裟樺文銅鐸

扁平鉦2式4区袈裟俸文銅鐸

1号　　扁平銑2式4区袈裟棒文銅鐸

1号　　外縁付紐2式4区袈裟棒文銅鐸

2号　　扁平紐1式4区袈裟俸文銅鐸

中細形鋼剣

1号　　外縁付紐1式4区袈裟棒文銅鐸（複製）

5号　　菱環鉦1式横帯文銅鐸（複製）
◎

80　◎広島市福田木ノ宗山

◎

◎

81　徳島県国師町西矢野源田1号

2号

82　◎奈良県御所市名柄

中細形銅剣

外線付紐2式2区横帯文銅鐸

中細形銅剣

中広形鋼支

所　蔵　者

1　岡山県立博物館

1　個人（徳島県立博物館）

1　辰馬考古資料館

1　大阪市立博物館

1　神戸市立博物館

1　西宮市立郷土資料館

1　釆恩寺（大阪市立博物館）

1　東京大学考古学研究室

1　逸翁美術館

1　岐阜市歴史博物館

1　辰馬考古資料館

1　　宮内庁

1　明治大学考古学博物館

1　個人（徳島県立博物館）

1　国立歴史民俗博物館

1　奈良国立博物館

1　個人（大阪城天守閣）

1　関西大学考古学等資料室

1　東京大学教養学部美術博物館

1　国立歴史民俗博物館

1　文化庁（箕面市教育委員会）

1　正木美術館

1　奈良国立博物館

1　東京大学総合資料館

1　埼玉県立博物館

1　　天理参考館

1　名古屋市博物館

1　東京国立博物館

1　東京国立博物館

1　東京国立博物館

1　田辺市教育委員会

1　東京圏立博物館

1　岐阜市歴史博物館

l　　和歌山市教育委員会（和歌山

市立博物館）

1　辰馬考古資料館

1　徳島県立博物館

1　文化庁（八雲立つ風土記の丘

1　　資料館）　JJ

6　　　　　　　　　　／J

l　　神戸市立博物館
1　　　　　　／／

358のうち10　文化庁（島根県埋蔵文化財セ

ンター）

1　　個人

1　　　／／

1　　　／／

突線紐1式6区袈裟棒文銅鐸

扁平鉦2式6区袈裟棒文銅鐸

中広形鋼剣

外縁付紐1式横帯文・流水文銅鐸

一　26　－

1　東京国立博物館
1　　　　　　／／

1　　　　　　・・

l　　　　　　　・・

出　　土　　地　　　　　　　　　資　　料　　名　　　　　　　　　点数　　　　　　所　蔵　者

83　◎神戸市灘区桜ケ丘

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

多紐細文鏡

6号　　　扁平鉦2式6区袈裟穆文銅鐸

7号　　　扁平鉦2式6区袈裟棒文銅鐸

8号　　　扁平紐2式6区袈裟俸文銅鐸

9号　　　扁平紐2式6区袈裟樺文銅鐸

10号　　　扁平紐2式6区袈裟樺文銅鐸

11号　　　扁平紐2式4区袈裟棒文銅鐸

12号　　　外縁付紐2式4区袈裟棒文銅鐸

13号　　　扁平紐1式4区袈裟棒文銅鐸

14号　　　扁平紐1式4区袈裟棒文銅鐸

84　　滋賀県野洲町大岩山　Ⅰ－1号

Ⅰ－2号

◎
◎
　
◎

伝滋賀県野洲町大岩山

85　　奈良市秋篠

Ⅰ－3号

Ⅰ一9号

Ⅰ1－5号

ⅠⅠ－9号

11－10号

86　　兵庫県日高町久田谷

87　　兵庫県豊岡市九日市上町女代神社

88　　徳島市庄

89　　奈良県田原本町唐古

90　　大阪府高槻市安満

91　大阪府東大阪市鬼虎川

92　　大阪府八尾市恩智

93　　神戸市西区玉津田中

94　　愛知県清洲町朝日

④
9
5
　
9
6
　
9
7

鍋錨に描かれた絵画

出土地不詳（伊達弥助旧蔵）

出土地不詳

◎兵庫県豊岡市気比

98　□大阪府堺市陶器山

99　　伝越前　〔明大1号〕

100　神戸市東灘区森北町

1010伝近江

102　三重県鈴鹿市磯山

103　兵庫県緑町倭文

大阪府八尾市恩智垣内山

奈良市秋篠

三重県津市神戸

104◎神戸市灘区桜ケ丘

105■◎

106　伝讃岐

107　静岡県豊岡村敷地

大阪湾型銅曳

突線紐5式近畿ⅣB式銅鐸（複製）

突線銀3式近畿ⅠIA式銅鐸（複製）

突線鉦3式近畿lIA式銅鐸

突線紐2式近畿I A式銅鐸

突線釦：2式近畿I C式銅鐸

突線釣3遠式銅鐸

突線釦：1式全面1区流水文銅鐸

突線紐1式6区袈裟禅文銅鐸

扁平鉦1式4区袈裟樽文銅鐸

扁平紐1式4区袈裟穆文銅鐸

外縁付紐1式4区袈裟棒文銅鐸

実線紐5式近畿Ⅳ式銅鐸片（複数）

突線鉦2式近畿Ⅰ式銅鐸片

剣形木製品

別形木製品

別形木製品

剣形木製品

支形木製品

支形木製品

剣形木製品

鉄形木製品

外縁付紐1式4区袈裟樺文銅鐸

外縁付紐2式4区袈裟棒文銅鐸

外縁付紐2式2区流水文銅鐸

外縁付紐2式2区流水文銅鐸（複製）

外縁付紐2式3区流水文銅鐸

外縁付紐2式3区流水文銅鐸

外縁付紐2式4区袈裟樺文銅鐸

外縁付紐1式2区流水文銅鐸

外縁付紐2式4区袈裟棒文銅鐸

外縁付紐2式2区流水文銅鐸

外縁付紐2式2区流水文銅鐸

外縁付紐2式2区流水文銅鐸

外線付紐2式2区流水文銅鐸

扁平紐2式4区袈裟棒文銅鐸

扁平紐2式4区袈裟棒文銅鐸

扁平紐2式6区袈裟棒文銅鐸（複製）

1号　　　突線紐3式三違式銅鐸

一　27　－

1　　東京国立博物館

1　神戸市立博物館

1　　　　　　　■L

l　　　　　　　　■■

l　　　　　　　　■■

1　　　　　　／／

1　　　　　　　／／

1　　　　　　　　－■

1　　　　　　　－■

1　　　　　　　一・

7　　　　　　　／／

1　辰馬考古資料館

1　国立歴史民俗博物館

1　　天理参考館

l MOA美術館

1　　滋賀県立安土城考古博物館

1　　　　　　　　　　／／

1　　　　　　　　　　／／

1　　国学院大学考古学資料館

1　東京国立博物館
1　　　　　　／J

l　　　　　　　／7

117　　神戸市立博物館

1　豊岡市立郷土資料館

徳島市教育委員会（徳島県

立博物館）

3　　橿原考古学研究所

1　　高槻市埋蔵文化財センター

1　　東大阪市立郷土博物館

1　　大阪文化財センター

1　　兵庫県教育委員会

2　　愛知県埋蔵文化財センター

2　　　　　　　　　　　／／

1　　東京国立博物館

1　　辰馬考古資料館

1　　東京国立博物館

1　　神戸市立博物館

1　個人（大阪市立美術館）

1　　明治大学考古学博物館

1　　東京国立博物館

1　　辰馬考古資料館

1　　東京国立博物館

1　　　　　　／J

l　　　　　　　／／

1　　　　　　JJ

I J／

1　神戸市立博物館

1　　　　　　／／

1　　　　　　／／

1　東京国立博物館



出　　土　　地

108　静岡県細江町小野常道

109　奈良県田原本町唐古

110　奈良県天理市清水風

嘉福井県春江町井向　　1号

⑤　銅鐸の埋納一発掘調査からわかったこと

111　岡山市高塚

112　徳島市名東

113　和歌山市有本

114　神戸市東灘区本山

115□兵庫県春日町野々間

［コ

116◎大阪府羽曳野市西浦

117　大阪府八尾市跡部

118　奈良県桜井市大福

119　京都府木津町相楽山

資　　料　　名

実線紐3式三遠式銅鐸

絵画土器

絵画土器

点数　　　　　所　蔵

1　東京国立博物館

橿原考古学研究所
／／

外縁付紐1式2・3区流水文銅鐸（写真）1　辰馬考古資料館

実線鉦1式3区流水文銅鐸

者 出　　土　　地　　　　　　　　資　　料　　名　　　　　　　　点数　　　　　所　蔵　者

120　愛知県清洲町朝日

121　静岡県細江町不動平

122　静岡県細江町穴の谷

123　静岡県浜松市前原Ⅷ

124　静岡県細江町オ四郎谷

⑧　銅澤の模造一小銅鐸と澤形製品

125　岡山県落合町下市瀬

126　岡山市足守川矢部南向

127□兵庫県三木市細川町高篠

128　大阪貯柏原市本郷

129　大阪府川南町寛弘寺

1300滋賀県草津市恵那町

131　千葉県市原市川焼台

132　千葉県袖ヶ浦市文脇

133　福岡県前原町浦志A

134　福岡県春日市小倉

135　福岡県春日市岡本4丁目

136　福岡県春日市須玖大谷

137　福岡県春日市須玖坂本

138　佐賀県神埼町川寄吉原

139　大阪府東大阪市君江瓜生堂

140　大阪府八尾市亀井

141　兵庫県山崎町田井

142　兵庫県赤穂市有年原田中

143　岡山市百聞川原尾島

144　徳島県石井町高川原

扁平紐2式6区袈裟棒文銅鐸

扁平鉦　式全面1区流水文銅鐸

扁平紐2式4区袈裟棒文銅鐸

外縁付紐2式4区袈裟俸文銅鐸

扁平紐1式4区袈裟棒文銅鐸

実線紐4式近畿IlIB式銅鐸

突繰紐1式全面1区牧水文銅鐸

扁平紐2式6区袈裟俸文銅鐸

扁平紐　式6区袈裟俸文銅鐸

突線紐1式4区袈裟碑文銅鐸

突線紐3式近幾IIA式銅鐸

突線紐3式近畿IIC式銅鐸

突線鉦3式三遠式銅鐸

突繰紐3式近畿ⅠⅠ式銅鐸（複製）

小型銅鐸

小型銅鐸

小型銅鐸

小銅鐸

小銅鐸

小型銅鐸

小型銅鐸　（1号）

小銅鐸　　（2号）

小型銅鐸

小銅鐸（複製）　　舌付

′ト銅鐸

小銅鐸鋳型（複製）

小銅鐸鋳型（複製）

小銅鐸型未製品

小銅鐸鋳型中子

鐸形土製品（複製）

鐸形土製晶

鐸形土製品

鐸形土製品

鐸形土製品

鐸形土製品

鐸形土製品

－　28　－

1　岡山県古代吉備文化財センタ

1　徳島市教育委員会

1　和歌山県教育委員会（紀伊風
土記の丘）

1　神戸市教育委員会

1　春日町歴史民俗資料館

1　文化庁（羽曳野市教育委員針

1　八尾市歴史民俗資料館

1　桜井市立埋蔵文化財センター

1　木津町教育委員会（京都府立

山城郷土資料館）

1　愛知県埋蔵文化財センター

1　細江町教育委眉会
1　　　　　　　J／

1　浜松市博物館

1　細江町教育委員会

1　落合町教育委員会

1　岡山県古代吉備文化財センタ

1　三木市教育委員会

1　柏原市教育委員会

1　大阪府教育委月会（大阪府立

弥生文化博物館）

1　個人（京都大学）

1　千葉県文化財センター

1　　　　　　　　〝

l　　　　　　　　　〝

1　神戸市立博物館

1　九州大学考古学研究室（九州

歴史資料館）

1　神戸市立博物館

1　春日市教育委員会
1　　　　　　　〃

2　　　　　　　／／

1　神戸市立博物館

1　大阪文化財センター
1　　　　　　　　　日

1　山崎町教育委眉会

2　　赤穂市教育委眉全

2　　岡山県古代吉備文化財センタ

1　石井町教育委月会（徳島県立
博物館）

145　愛知県西尾市住崎

⑦　銅鐸の鋳造

146　大阪府茨木市東奈良

147◎大阪府茨木市東奈良

香川県善通寺市我拝師山

大阪府豊中市桜塚

148◎大阪府茨木市東奈良

◎兵庫県豊岡市気比

149◎神戸市灘区桜ケ丘

◎鳥取県泊　　舌付

◎滋賀県守山市新庄

◎出土地不詳

◎出土地不詳

150◎神戸市灘区桜ケ丘

大阪府岸和田市神於

151◎神戸市灘区桜ケ丘

○鳥取県岩美町上屋敷

152　兵庫県西淡町慶野上ノ御堂

153□兵庫県宝塚市中山

口

154　奈良市山町

徳島県川内町榎瀬

155　奈良県天理市石上

◎伝大和

156　佐賀県鳥栖市安永田

157　佐賀県鳥栖市本行

158　福岡市博多区赤穂ノ浦

159　兵庫県姫路市名古山

160　兵庫県姫路市今福丁目］

161□兵庫県赤穂市上高野

162　神戸市西区西神65地点

163　神戸市中央区楠・荒田

164　兵庫県三日市平方

165　大阪府東大阪市鬼虎川

166　大阪府八尾市亀井

167　奈良県日原本町唐古鍵

168　京都府向日市鶏冠井

169　福井県三国町加戸下屋敷

170◎出土地不詳

171　伝徳島県吉野川沿岸

1720大阪府堺市浜寺

173□京都市梅ケ畑向地町

□京都市梅ケ畑向地町

□京都市梅ケ畑向地町

鐸形石製品

外縁付紐2式2区流水文銅鐸鋳型

（複製）

外縁付紐2式2区流水文銅鐸鋳型

外縁付紐2式2区流水文銅鐸

外縁付紐2式2区流水文銅鐸

外縁付紐2式縦横4区流水文銅鐸鋳型

外縁付紐2式縦横4区流水文銅鐸

外縁付紐1式2区流水文銅鐸

外縁付紐1式2区流水文銅鐸

外縁付紐1式2区流水文銅鐸

外縁付紐1式2区流水文銅鐸

外縁付紐1式2区流水文銅鐸

2号　　　外縁付紐1式2区流水文銅鐸

外縁付紐1式2区流水文銅鐸

3号　　　外縁付紐2式2区流水文銅鐸

外縁付紐2式2区流水文銅鐸

外縁付紐1式4区袈裟樺文銅鐸

外縁付紐1式4区袈裟棒文銅鐸

外縁付紐1式4区袈裟棒文銅鐸

外縁付紐2式2区流水文銅鐸

2号

外縁付紐2式2区流水文銅鐸（複製）

突線紐1式2区・全面1区流水文銅鐸

（複製）

突線紐1式2区・全面1区流水文銅鐸

外縁付紐式横帯文銅鐸鋳型（複製）

外縁付紐式横背丈銅鐸鋳型（写真）

外縁付紐式銅鐸鋳型（複製）

扁平紐式4区袈裟棒文銅鐸鋳型

扁平鉦式4区袈裟棒文銅鐸鋳型

扁平紐式銅鐸鋳型

扁平紐式銅鐸鋳型

銅鐸鋳型？

銅鐸鋳型

外縁付紐式袈裟棒文銅鐸鋳型（複製）

銅鐸鋳型7

1号　　　扁平紐式流水文銅鐸鋳型

2号　　　扁平紐式銅鐸鋳型　（複製）

外縁付紐式銅鐸鋳型

扁平紐式銅鐸鋳型（複製）

扁平紐2式6区袈裟梓文銅鐸

外縁付紐2式2区流水文銅鐸

扁平鉦2式6区袈裟俸文銅鐸

1号　　　外縁付紐2式4区袈裟棒文銅鐸

2号　　　外縁付紐1式4区袈裟棒文銅鐸

3号　　　外縁付紐2式4区袈裟棒文銅鐸

－　29　－

1　　名古屋市博物館

1　神戸市立博物館

1　文化庁（茨木市立文化財資料

館）

1　　文化庁（瀬戸内海歴史民俗資

料館）

1　　原田神社（大阪市立美術館）

1　　文化庁（茨木市立文化財資料

館）

1　　東京国立博物館

1　神戸市立博物館

1　　東京国立博物館

1　　倉敷考古館

1　辰馬考古資料館

1　辰馬考古資料館

1　神戸市立博物館

1　京都大学文学部博物館

1　神戸市立博物館

1　京都国立博物館

1　　個人

1　　個人

1　　　JJ

l　　奈良国立博物館（橿原考古学

研究所）

1　徳島県立博物館

1　　辰馬考古資料館

1　　辰馬考古資料館

1　神戸市立博物館

1　　鳥栖市教育委員会

1　神戸市立博物館

1　姫路市教育委員会

l　　　　　　　　■■

1　赤穂市立歴史博物館

2　　神戸女子大学遺跡調査会

1　　神戸市教育委員会

2　　兵庫県教育委員会

1　神戸市立博物館

1　　大阪文化財センター

1　　橿原考古学研究所

1　神戸市立博物館

1　　向日市教育委員会

1　神戸市立博物館

1　辰馬考古資料館

1　　天理参考館

1　堺市博物館

1　京都府総合資料館

1　　　　　　　J／

l J／



出　　土　　地

］ホ朝田伸7珊l叫地利　　　4号

174　愛知県小坂井町伊奈　　1号

資　　料

外縁付紐1式4 区袈裟棒文銅鐸

突線紐3式三遠式銅鐸

点数　　　　　所

1　東京国立博物館

出　　土　地　　　　　　　資　料　名　　　　　　　　点数　　　　　所　蔵　者

⑧鍋錘の周辺1銅剣・鍋矛・鍋文を中心に

175　佐賀県唐津市字木汲田61号喪棺

176　　　　　　　　129号空棺

177　高知県吾川郡伊野町八田・岩滝
178　伝広島県内

179　福岡県春日市岡本町須玖岡本B地点1号襲棺
180　大分県玖珠郡玖珠町仲平

181佐賀県神埼郡神埼町吉野ヶ里

182　山口県大津郡油谷町向津具

183　佐賀県神埼郡神埼町吉野ヶ里

184口伝島根県横周町横田八幡宮境内

185　兵庫県西淡町古津呂

186　福岡県岡垣町

187　愛媛県丹原町古田

188　福岡県津屋崎町勝浦

189　愛媛県新居浜市中荻町横山

190　兵庫県上郡町別名

191岡山県倉敷市児島喩拗山

1920徳島県神山町左右山

193　佐賀県東背振村西石動

194　山口県城南村福井

195　佐賀県唐津市宇木汲団112号襲棺付近
196　熊本県植木町今古閑

197□佐賀県三馴岬丁目達原桜馬場
［コ

198　伝対馬

199　伝備前

200　愛媛県川之江市金生町下分金生川床

201長崎県豊玉町佐志賀果島

202　福岡県那珂川町安徳原田

203　伝福岡県那珂川町安徳原田

204　伝福岡県豊前市河原田

205　大分県臼杵市中尾坊主山

206　伝福筒県前原町三雲

207　福岡県春日市岡本町久我氏屋敷内

208　佐賀県唐津市宇木汲田58号喪棺

209　福岡県岡垣町山田大坪

210　熊本県大津町真木西津留

211大分県宇佐市宇佐高校校庭

212　福岡県糸田町宮山大宮神社

213　大分県日出町藤原大津

214　伝福岡県浮羽郡内

215　大阪府東大阪市瓜生堂

216　兵庫県西宮市甲山山頂

細形鋼剣

細形銅剣

細形銅剣

細形鋼刺

繍形銅剣

細形銅剣

細形鋼則（複製）

有柄銅剣（複製）

有柄銅剣（複製）

中細形鋼剣

中細形銅剣

中広形銅剣

平形鋼剣

平形鋼剣

平形鋼剣

平形銅剣

平形銅剣

平形銅剣

銅剣

銅剣

細形鋼矛

中細形鋼矛

中広形鋼矛

中広形鋼矛

中広形鋼矛

中広形鋼矛

中広形鋼矛

広形鋼矛

広形鋼矛

広形鋼矛

広形鋼矛

広形鋼矛

広形鋼矛

広形鋼矛

細形鋼先

細形鋼犬

中細形鋼支

中細形鋼文

中広形鋼文

中広形鋼文

中広形鋼支

広形鋼支

大阪湾型銅東

大阪湾型飼犬

－　30　－

1　九州大学考古学研究室
1　　　　　　　　〝

1　明治大学考古学博物館

1　八雲立つ風土記の丘資料館

1　京都大学文学部博物館

1　天理参考館

1　佐賀県教育委員会

1　東京大学考古学研究室

1　佐賀県教育委員会

1　横田八幡宮（八雲立つ風土記

の丘資料館）

13　国立歴史民俗博物館

1　九州大学考古学研究室

1　京都国立博物館

1　天理参考館（39119）

1　関西大学考古学資料室

3　　有年考古館

1　倉敷考古館

2　神山町教育委員会（徳島県立

博物館）

1　大阪市立博物館
1　　　　　　J／

1　九州大学考古学研究室

2　　京都国立博物館

3　　個人（佐賀県立博物館）

1　三田川町教育委員会（佐賀県
立博物館）

1　大阪市立博物館

1　京都大学文学部博物館

1　奈良国立博物館
2　　　　　　／／

1　京都大学文学部博物館

1　明治大学考古学博物館

1　東京大学考古学研究室

1　大阪市立美術館

7点のうち5　京都国立博物館

1　大阪市立博物館

1　天理参考館

1　九州大学考古学研究室

1　京都大学文学部博物館

2　　京都国立博物館‾

1　明治大学考古学博物館

1　天理参考館

1　東京大学考古学研究室

1　神戸市立博物館

1　大阪文化財センター（大阪

府立弥生文化博物館）

1　西宮市立郷土資料館

2170神戸市東灘区保久良神社境内

218ロ兵庫県赤穂市奥山

219　兵庫県西淡町　田

220　兵庫県揖保川町半田山1号墓

221　兵庫県龍野市自鷺山

222□兵庫県尼崎市下坂部

223　大阪府冬尾市亀井

224　広島市西山

225　滋賀県虎姫町五村

226◎佐賀県唐津市千々賀

227　兵庫県尼崎市田能

228　大阪府要地

229　静岡県清水市矢崎

230　大阪府東大阪市巨摩廃寺

231　兵庫県芦屋市会下山

232　大阪府岸和田市下池田

233　奈良県大宇陀町調子

234　佐賀県東背振村石動

235　出土地不詳

236◎福岡県同県村大字志木

237　福岡県春日市岡本町須玖

238　福岡県春日市岡本町皇后峰

239◎大阪府茨木市東奈良

◎

240◎福岡県前原町三雲屋敷田

241　佐賀県神埼町吉野ヶ里

四面鋳型中子

両耳鋼矛鋳型（複製）

不明銅器鋳型（複製）

青銅片

スラッグ

羽口

242　佐賀県三日川町田手二本黒木

243　福岡県春日市須玖坂本

244　福岡県春日市須玖永田

245　福岡県春日市パンジャク

246　福岡県春日市駿河

247　福岡県春日市赤井手

248　兵庫県尼崎市H能

249　大阪府高槻市芝生

250　大阪府東大阪市瓜生堂

251　大阪府東大阪市瓜生堂

大阪湾型鋼曳

小型　製内行花文鏡

′卜型　製内行花文鏡

小型　製内行花文鏡

小型　製内行花文鏡

小型　製墓園文素文鋭

小雪■4　製重圏文日光鏡

巴形銅器

巴形銅器

1　保久良神社（京都国立博物

館）

1　有年考古館

1　兵庫県教育委員会

l L■

1　龍野市教育委員会

1　尼崎市教育委員会

1　　大阪文化財センター

1　広島大学考古学研究室

1　滋賀県立安土城考古博物館

鋼釧（無鈎）　　　　8点のうち2

鋼釧（無鈎）

鋼釧（有鈎）

銅釧（有的）

銅釧

漠式三業鉄

鋼鉄

鋼鉱

中細形鋼曳鋳型

中細形鋼支鋳型

中広形鋼支鋳型

中広形鋼支鋳型

広形鋼矛鋳型（複製）

銅天領禦

7イゴ羽口

広形鋼支鋳型

四面鋳型

1　　巴形銅器鋳型（複製）

1　細形鋼剣鋳型（複製）

1　　鋳型未製品

1　　錫片

括　　炉壁？片

2　　柑塙

銅剣筒型

内行花文鏡鋳型（複製）

鋼矛鋳型揚口

取瓶（複製）

広形鋼矛鋳型湯口

銅7宰

鋼矛鋳型湯口

銅矛鋳型

鋼矛鋳型

銅剣鋳型

鋳型破片

銅釧鋳型

鋼支鋳型
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l
 
l
　
1
　
3
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
2
　
2
　
3
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
桔
　
2
　
1
　
1
　
1
　
2
　
1
　
1
　
5
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1

大阪市立博物館

尼崎市立田能資料館

大阪府教育委員会（大阪符

立弥生文化博物館）

京都大学文学部博物館

大阪文化財センター

芦屋市立美術博物館

岸和田市教育委員会

橿原考古学研究所

京都大学文学部博物館

明治大学考古学博物館

東京大学組合資料館

東京大学考古学研究室

春日市教育委員会

文化庁（茨木市立文化財資料

館）　　　〝

九州大学考古学研究室

佐賀県教育委員会

三田川町教育委員会

春日市教育委員会

／J

l一

l L

l　■

I■

／J

尼崎市立田能資料館

高槻市教育委員会

東大阪市文化財協会

大阪文化財センター



2　企画展示

（1）企画展

一定のテーマを設定し、本館の収蔵資料を中心に調査研究を行い、その成果を企画展として展

示する。

展　 覧　 会　 名 全　　　 期 内　　　　 容

新 収 蔵 品 展 4 ． 7 ． 2 5 ～ 8 ． 30 平 成 3 年 度 新 収 蔵 資 料

中 世 の 摺 経 展

一 出 版 文 化 の あ ゆ み －

4 ． 9 ． 12 － 10 ． 1 1 平 安 後 期 に は じ ま っ た 奈 良 な ど で の 仏 典

出 版 事 嚢 が 地 方 に 及 ぶ こ と を 通 し て 地 方

文 化 の 発 展 を概 観

源 平 錦 絵 展 4 ．12 ．16 － 5 ．1 ．15 源 平 ゆ か り の 地 と し て 、 資 料 収 集 に 努 め

て い る が 、 今 回 は じ め て の 纏 ま っ た 展 示
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○新収蔵品展　平成4年7月25日～平成4年8月30日

〈出品目録〉

叱　　　　責　科　名

ニ　もち倉lくつさつば

1子持脚付重
た人l†い　こ

2短頚壷
は人えんItう什いたll L人いり†よう

3半円方形帯神獣鏡

4桜ケ丘4号銅鐸（修理訃修理後／複製）

5神護寺鋒結拓本

6高野山敵味方供養碑拓本

7高雲寺文書
lつ　　　上　も人　ふ　しん

8校石衛門普請万用具之固記

9船名額「栄華丸」

10兵庫県関係文書

11日本名所風俗写真帳

12着色スライド

13立体写真「JAPAN」
く人もうわラ111「血中

14別宴窮理国解　初編　上・下
し▲うちわあんし▲うペ人ら人

15増補掌中岩音涌便覧

16現下の国状に対する国民の覚悟

17ALBUM

18神戸而新図

19閻本村之図

20摂津国菟原郡第6区野等村改椙屈

21神戸市水道全図

22神戸両全図

23最新踏測　神戸一明石付近地図

24北摂山群通路図

25仮製二万分一地形図　明石

26仮製二万分一地形図　須磨村

27仮製二万分一地形図　兵庫

28正式二万分一地形図　神戸

29二万五千分一地形図　神戸南部

30二万五千分一地形図　青馬

31舶来物品商・岡田梶引札

員数　　　作　者

1点

1点

1面

2□

4枚

1帽

16通のうち

1冊

1点

3冊

1冊

1件　　高木庭次郎

1件

2冊　　福う軍諭吉纂輯

1帖　　上田貞典鰐

1校

1冊

1校　　高梨乗神聖

1幅

1幅

1校　　神戸市役所

1枚　　神戸商工課原図

1枚　　赤西万南堂

1校　　木藤精一郎著

1枚　　陸軍部測量局

1校　　陸地測量部

1校　　陸軍部測量局

1校　　陸地測量部

1枚　　地理調査所

1校　　地理調査所

1枚　　松川半山画
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時　　代

古墳時代後期

奈良時代

西晋時代

〔弥生時代中期〕

〔貞戟17年（875）〕

〔慶長4年（1599）〕

文明14年（1482）～

文化10年（1813）

江戸時代後期～明治時代

明治時代初期～中期

明治時代中期～後期

明治時代中期～後期

明治時代中期～後期

明治元年（1868）

明治6年（1873）

大正14年（1925）

昭利初期

明治35年（1902）

大正8年（1919）

大正8年（1919）

大正10年（1921）

大正12年（1923）

昭和4年（1929）

昭和初期

明治23年（1890）

明治24年（1891）

明治27年（1894）

大正2年（1913）

昭和22年（1947）

昭和24年（1949）

明治時代

備　　考

村上章雄氏寄贈

村上幸雄氏寄贈

清酒成窮民寄贈

迫田　隆氏等贈

松本正美氏寄贈

井上聡明氏等贈

井上聡明氏劉曽

恥　　　資　料　名　　　　　員数　　　作　者　　　　　　時　代　　　　　備　考

32欧米新形旅行用鞄・岩浪商店引札

33諸金物売捌所・文珠栄治郎引札
もち糞人こ○うL・L tの

34餅饅頭蒸物所・福原餅弓休し

35トドネウス本革園譜

36椅杖羅漢図

37椅校羅漢国賓

38唐人遊戯図

39花鳥園刀ラス絵

40新板一谷合戦図

41一呂大合戦之園

42福原殿害怪異之図

43平清盛炎焼病之周

44伊万里焼四角章文日本地図皿

45塾吹き八重菊文蓑付ガラス碗
こ，もり　も人つq　　　ピケろウ

46ビーズ飾り蠣瞳文吊り燈寵

47フラウユール栓付刀ラス瓶

48金彩ぶどう文脚付ガラス杯

49プラワユール洋文字に花井文蜘付刀ラス杯

50力、ソトガラス手付碗

51クラワユールぶどう文箇形ガラス碗

52フラウエール花虫文ガラス腕

53金彩藍色カットガラス鉢

54外国製緑陰運花文陶器各種

55蒔絵ド刀－スパンウ海戦図酌り板

56蒔絵カデイス海戦国飾り板

57蒔絵に看貝細工肖像固ブラーフ

58青貝細工西洋教会国籍

59伊万里に青貝細工花鳥文四段重

60V．0．C．マーク入り小型艦載砲

続
　
続
　
続
　
続

枚
　
冊
　
幅
　
幅
　
場
　
面
　
校
　
校
　
枚
　
枚
　
枚
　
合
　
点
　
貞
　
点
　
点
　
点
　
点
　
点
　
口
　
件
　
校
　
校
　
枚
　
点
　
点

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

3

　

3

　

3

　

3

　

1

　

3

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

4

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

鈴木年茎画

R．トドネウス編

陳賢筆

木庵性用筆

城貫筆

長崎系

軌Il国貞画

歌川芳美画

月岡芳年画

月岡芳年画

青田窯

明治時代

明治～大正時代

明治37年（1904）

1608年刊

17世紀後期

1676～77年頃

江戸時代（1弛紀末期～19世紀初期）

19世紀初期

文化12（1815）～天保13年（1842）

彙永5年（1852）

明治15年（1882）

明治16年（1883）

江戸時代末期

文珠多久麿氏等階

18世紀後期～19世紀初期

京都製　　　　　文政6年（1823）

オランタ製か　　文政元年（1818）頃輸入

オランタ製　　　天保3年（1832）頃輸入

イギリス製　　　弘化3年（1846）頃輸入

イギリス製　　　弘化4年（1847）頃輸入

イギリス製　　19世紀前期（江戸矧t末期に鼠7＼）

イギリス製　　19世紀中期（江戸時代末矧こ輸入）

イギリス製　　19世紀中期（江戸時代末矧こ転入）

イギリス製か　　天保5年（1834）頃輸入

長崎製　　　　　寛政4年（1792）

長崎製　　　　　寛政4年（1792）

長崎製　　　　18世紀後期～19世紀初期

長崎製　　　　　江戸時代末期（19世紀中期）

長崎製　　　　　江戸時代末期～明治時代初期
（19世紀中期～後期）

1円　　　オランタ製　　18世紀前期

＊〔〕は原資料の時代を示します。

＊会期中、展示替をすることかあります。
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○中世の摺経展　平成4年9別2日～10月11日

あ　い　さ

層経とは、板木（版木）に経典を彫り印刷したもので、

から作善の一つとして写経か盛んに行われてきましたか、

万塔陀羅尼』か多数伝来しています0平安時代後期以降、

格的に始まりました。

つ

版経ともいわれます。日本では古く

摺経の歴史も古く、奈良時代の『百

信仰の一環として、経典の印刷か本

今回の展覧会では＼中世を中心にした層経の活動を振り返っています0中央（奈良・京都）

での出版活動か、やがて地方に広かり、寺院だけではなく＼武将なども出版に関わるようにな

り＼出版の対象も経典以外に及ぶようになりました0このような出版活動か、地方文化の興隆

にも深く影響した様子をご覧いただければ幸いです。

最後になりましたガ＼責重な資料をここうよくご出品下さいました所蔵者の方々に感謝申し

上げるとともに＼本展の開催にご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。

1992年9月　　　　　　　　　　　　神戸市立博物館

名　　　　称 員数　　版　種　　　　時　代　　　　所　蔵　者

名　　　　称 版　種 時　　代　　　　　所　蔵　者

奈良の摺経

1百万塔　付　自心印陀羅尼経

2　崖鞋議論迷走
はっ　け　せ「しゃ（

3　法華摂釈

4　最善遺産壷真芯送品贅

05　大般若波羅蜜多経

口6　大般若波羅蜜多経

7　妙法蓮華経玄賛　巻第9板木

8　至論蓋轟
け　二人　こ　き▲1LJう

9　華厳五教章

10凝産崖義嘉（盛岩室与入り）

11岩鼻芸名葺（篇義経）

12集崩造言遠島轟音支簑
Lqlいl与しんうん

13　十住心論

京都の摺経

14　上品轟音茂泉炭
は「けIfA g Lやくせ人

15　法華玄義釈鼓

16　芙孔雀萌飽

17　芙業墓誌

18　仁王護国般若汝羅蜜多経

19　嵐崖岸券義
A人　らくL■～う

20　安楽集
くろ／ごlこしJうl二人　こ　とうろく

21黒谷上人語燈録
LH・とr　ろん

22　浄土論

2基2巻

1　巻

1　帖

版
　
版

か
日
　
日

州
春
　
春

1　帖　　春日版

2　帖　　春日版

2　帖　　春日版

1　枚

1　申占

1　帖

1巻1冊

1巻1帖

2巻2帖

4　帖

版
　
版
　
版
　
版
　
版

版
　
寺
　
寺
　
寺
　
寺
　
寺
　
版

日
　
大
　
大
　
隆
　
大
　
大
　
野

春
　
東
　
東
　
法
　
西
　
酉
　
高

2　帖　　叡山版

3　帖　　叡山版

1巷　　石清水版

3　帖　　醍醐寺版

1　帖　　東寺版

1巻1冊　　浄土経版

1　帖　　浄土絶版

2　帖　　浄土経版

1帖i等嘉警琵版）
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奈良時代

元永2年（1119）

〔安元2年（1176）〕

貞応3年（1224）

〔文永2年（1265）】

〔弘安2年（1279）〕

鎌倉時代

建長8年（1256）

弘安6年（1283）

鎌倉時代

鎌倉時代

弘安元年（1278）

建長7年（1255）他

弘安2年（1279）他

弘安4年（1281）他

建長2年（1250）

永仁3年（1295）

文安元年（1444）

鎌倉時代

寛元3年（1245）

元亨元年（1321）

永享9年（1437）

神戸市立博物館

京都国立博物館

奈良・東大寺図書館

奈良・東大寺図書館

滋賀・宝厳寺

京都・地蔵院

奈良国立博物館

奈良・東大寺図書館

奈良・東大寺図書館

神奈川・称名寺
（金沢文庫保管）

神奈川・称名寺
（金沢文庫保管）

神奈川・称名寺
（金沢文庫保管）

奈良・東大寺図書館

神戸市立博物館

神戸市立博物館

神奈川・称名寺
（金沢文庫保管）

神奈川・称名寺
（金沢文庫保管）

奈良・東大寺図書館

神奈川・称名寺
（金沢文庫保管）

龍谷大学図書館

龍谷大学図書館

兵庫・牽摂寺

中国・朝鮮の影響

23　大智度論
だいLdうきJう

24　大集縫
目　二人き▲う

25　華厳経　巻第9版木

26　華厳臨速読義捗（高殿版写本）

27　主意益迄遠料券

28　省議巌義践崖道

29　金剛王菩薩秘密釜喜摘軌・

金剛項勝初遺品壷蔓量産釜去指崖

30　地蔵本願経

31大般若波羅蜜多経

032　倭点附刻妙法蓮華経

33　五泉舶嵐娼巌姦

地方の摺経

34　孟蘭盆経疏科分
／ごし、LJうほ人LJl　しん　ち　か人きJヽ

35　大乗本生心地観経
た人L十人　さ

36　華厳経探玄記

037　妙法蓮華経　板木

038　仁王般若波羅蜜経　板木

（⊃39　妙法蓮華経

40　菩薩戎本宗要

41新編名方類証医書大全
ふ1とうこく　し　こ　ろく

□42　仏燈国師語録

43　妙法蓮華経　巻8〔写真パネル〕

44　妙法蓮華経　板木

45　妙法蓮華経

46　妙法蓮華経

47　大般若波羅蜜多経
り　Ll〉き▲う

48　理趣経　板木

49　妙法蓮華経　板木
1　■．・　▼！＿・

50　無量寿経　板木
か人・．りうLl〉き▲1

51観無量寿経　板木

帖
　
帖
　
枚
　
帖
　
巻
　
帖
　
帖

l
 
l
　
　
1
　
　
4
　
　
1
　
　
2
　
　
1

東禅寺版

東禅寺版

海印寺版

簑嵩寺版
（東販覆刻）

3　帖　　建長寺版

1　帖

2　巻　　東福寺版

4巻4冊　讐妾嘉笠刻）

1巻1帖　雪豊嘉誓刻）
2巻2帖　　極楽寺版

2巻2帖　　称名寺版

2　枚　　西明寺版

1　枚　　西明寺版

1　巻　　百済寺版

1　帖　　教具寺版

1131年

1164年

13世紀前半

康和5・6年（1103・4）

建長3年（1251）

南北朝時代

文和3年（1354）

貞治6年（1367）

康暦元年（1379）

応永5年（1398）

室町時代後期

正嘉2年（1258）

弘安4年（1281）

康永3年（1344）

室徳3年（1386）他

嘉慶2年（1388）

明徳2年（1391）

正平14年（1359）

4巻4冊　雪祭佐井野版）大永8年（1528）

2巻2冊　雪遠笠寺版）　文和元年（1352）

石峯寺版　　　（康安元年1361）

1枚　　鶴林寺版　　〔応永12年（1405）〕

2　巻　　近江寺版　　　　応永15年（1408）

1巻　　性海寺版　　　　応永29年（1422）

1　帖　　八幡大乗院版　　宝徳4年（1452）

1枚　　無量寿院版　〔文明19年（1487）〕

1枚　　鶴林寺版　　　　室町時代

1枚　　鶴林寺版　　　　室町時代

1　枚　　鶴林寺版　　　　室町時代

兵庫・妙法寺

兵庫・妙法寺

奈良・東大寺図書館

奈良・東大寺図書館

神奈川・称名寺
（金沢文庫保管）

神奈川・称名寺
（金沢文庫保管）

京都国立博物館

神奈川県立博物館

滋賀・正禅寺

滋賀・長浜八幡宮

大阪府立中之島図書館

神奈川・称名寺
（金沢文庫保管）

神奈川・称名寺
（金沢文庫保管）

神奈川・称名寺
（金沢文庫保管）

きヽ■入jT L

滋賀・西明寺

滋賀・西明寺
・1く　や　し

滋賀・礫野寺

奈良・東大寺図書館

大阪府立中之島図書館

神奈川・建長寺

兵庫・鶴林寺

兵庫・寿福寺

奈良・東大寺図書館

兵庫・鶴林寺

兵庫・無量寿院

兵庫・鶴林寺

兵庫・鶴林寺

兵庫・鶴林寺

＊○は県指定文化財、口は市指定文化財をあらわす。時代は刊記による。刊記によらか－場合は〔）を付けた。

＊「春日版」等の版種は便宜上の区別である。

＊都合により、出品資料を変更する場合がある。また、期間中に展示替する場合がある。

御協力いただいた機関（所蔵者は除く）

宇治市教育委員会　宇治市歴史資料館　加古川総合文化センター　神奈川県立金沢文庫

鎌倉国宝館　鎌倉市教育委員会　滋賀県教育委員会　滋賀鼎立琵琶湖文化館

長浜市立長浜城歴史博物館　兵庫県立歴史博物館
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○源平錦絵展　平成4年12月16日～平成5年1月15日

ご　あ　い　さ　つ

日本の歴史のなかで、源平合戦ほど有名な合戦は他にないでしょう。その理

由はやはり国民的文学ともいえる『平家物語』の功績が絶大であり、『平家物

語』の流布とあいまって、源平合戦は早くから美術・文学・芸能など多分野の
作品にさまざまな題材を操供してきました。

絵画の分野で見ると、大画面形式の犀風絵・絵巻・絵入り本など室町時代以

降の作品が伝世していますが、源平合戦をテーマにした絵画が庶民にまで本格

的に拡がったのは多色刷の浮世絵、錦絵の出現をまたなければなりません。江

戸時代後期から、慌ただしい世情を反映して、人気浮世絵師たちが源平をテー

マにした錦絵を競って作成するようになります。そうしたなかには絵画の新し
い表現様式を踏まえたものも少なくありません。

今回の企画展では当代売れっ子の浮世絵師たちの作品を画題別に展示してい

ます。錦絵の移り変わりとともに、同じ題材にそれぞれの絵師が取り組み、ど

のように個性を競いあっているのか、楽しみながらご覧いただければ幸いです。

神戸市立博物館

喜　　 侶　 描 描 出
西
暦

　　　　　　　　　　 3
彙　 華　 萱萱 董　 蓋 軍軍葦 筆 墨岳睾 笹 睾年

‾与‾
壬　 三 三 三　 震 117 雪目ニ642 2 壬 6　 93ニ 1

月
日

一 ・源 源 源脱れ 安平に差渡つ義は盛は芸警浣書芸書 芸蒜至誓言芸富豪皇還豊讐 芸 嘉蒜芸 芸 言
出以 徳丙逃経りい経海俊、頼の頼盛頼・盛盛川の、政盛天を盛徳谷 盛 、盛盛 盛 盛
し前 天軍れら’てら上・坂ら義・ら・都 、、で流安、、皇幽、子の ・大、、 ・五
言’皇’る、平梶摂へ息藩は経義の弟落 熟都平人徳以回議閉福の平 大 輪福病 摂 八
野源 入長 讃氏原津逃度し大ら経平義ち 病を氏、天仁家任す原安家 輪 田原の 津 歳
山頼 水門 岐方貴国れ・で手、の氏経0 の福、源皇王事・るよ産訂 田 泊山た 国 で
へ朝 ’回 国の時渡る敦平の三軍→の福 た原源頼をに業安 りの伐 泊 に荘め 八 死逃と平壇 屋城と辺 盛氏生革・門草原 めか氏朝奉謀と徳 急たの を釆で出 田 去
咋羞 孟宗 要義誓言 畠竺讐誓書這妄完 盃嘉最 絹 と重 量笑覧 藁 葺嘉軍 票 遠
のの ・で 奇るす船 死ノ森平追原始を歳都決覚福促大践 洛政が ・こ供平 の 盛ち間 建海 襲 るの ・谷に資討に川故 でに。上原し輸詐 し。発 兵 の養家 検 、
奥が 礼上 し 0準 重の攻盛の帰でち 死も水人達学田 、俊覚 庫 の・一 注 家
州不 門戦 平 強備 衡陣めをたり義西 去ど烏に都兵泊 後寛0 島 ち後門 を菅
へ和 院を 氏 風0 はを入夜め・仲国 すの促を の 白僧俊 （ 交日栄 実 を向と は戦 を に嵐 生急り襲京→をへ 羽さ強 大 河都寛 経 易河華 施 継
雪、富 芳しミ警 至芸 品苧這鶴 菅這 詣 行 違 齢 賃 孟 芳郎 ぐ

8 柿平 ○てめ らる手一らに入義 驚兵 な を赦ら〉 わ臨わ
霊 宣誓 董 鰐 湖 東芸 季 蓋 霊草誓 掌 告誓誓

主

な

出

来

事
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≪出　品　日　録≫

No．　　　　資　　　料　　　名 著作数員 年　　　　代　　　　　　備　　考

1　　絵本勇吉鑑

2
3
4
5
6
7
8
9
1

0
1
1
1
2
1
3
1
4

俊寛僧都（仮題）

牛若丸・弁慶（仮題）

義経鞍馬山園

武勇雪月花之内　五条の月

源平盛衰記陸河国富土日合戦

福原殿害怪異之図

新容六怪撰　福原殿害怪異之国（無題）

新形三十六怪撰
清盛福原に数百の人頭を貝る国

芳年武者無類　平相国清盛

川

　

岡

　

川

　

川

　

岡

　

川

　

飢

　

岡

　

岡

西

　

日

　

歌

　

歌

　

R

　

歌

　

葛

　

日

　

月

∵

∴

∴

．

㍉

l祐イ書

芳年

l園芳

l芳員

芳年

i枚杭　　歌川国芳

i枚続　　葛飢北為

～校続　　日岡芳年

1校　　月岡芳年

1枚　　月岡芳年

清盛入道而弓l滝遊覧悪源太義平霊討難波次郎　　3枚続　歌川国芳

清盛布引滝遊覧素平霊難波討図　　　　　　3校続　歌川芳房

文覚上人荒行（無題）　　　　　　　　堅2枚続　月岡芳年

平清盛炎焼病之屈　　　　　　　　　　　3枚続　月岡芳年

15　宇治川合戟之園　　　　　　　　　　　　3校続　歌川国芳

元文3年（1738）

明治前期

弘化4～轟永5年（1847～52）

安政6年（1859）

慶庵3年（1867）

文政初～万延元年（1818～60）

天保14～弘化4年（1843～47）

明治15年（1882）

明治22年（1889）

明治16年（18鮎）頃

文政12～天保13年（1829～42）

安政3年（1856）

明治前期

明治16年（1883）

天保14～弘化4年（1朗3～47）

16　寿永三年正月十六日宇矧日大合戦図　　　3枚続　執り芳虎　弘化4～嘉永5年（1847～52）

17　　敦盛と直実（無題）

18　　薄給－ノ占合戦坂落之図

19　　一之谷津絵之周

20　　新坂洋画－ノ谷坂落之図

21　無官の太夫敦盛熊谷次郎直実組打の図

22　摂州須磨内裏源平大合戦之図

23　　新板一苔合戦図

24　　熊谷敦盛組討

25　義経之軍兵－ノ谷逆落之図

26　生田森追手源平大合戦

1枚　　鈴木春信　明和年間（1764～72）

1校（腰湯）安永8～寛政5年（1779～93）頃

1枚　　勝川壱英　江戸時代後期

新原　節子氏
寄　　　　贈

新原　範子氏
等　　　　　巨岩

新原　節子氏
寄　　　　贈

新原　節子氏
寄　　　　贈

池　長　　孟
コレワ三／∃二／

池　昆　　孟
コレノフ三ノヨ：ノ

1枚　歌川豊国　寛政2～文化元年（1790～1804）讐レ雪ショ雪

1枚　　歌川要因　文化12～文政7年（1815～24）

5枚続　歌川匡貞　文化12～天保13年（1815～42）

3枚続　歌川国貞　文化12～天保13年（1815～42）

1枚　　歌川広重　文化12～天保10年（1815～39）

3校続　軌11回芳　天保元～13年（1830～42）

3枚続　歌川国芳　天保14～弘化4年（1843～47）

27　－ノ谷合戦ひよ鳥越より須磨の浦を貝る園　3枚続　歌川国芳　天保14～弘化4年（1843～47）

28　源義経一ノ古酒上陸揃図

29　－ノ谷大合戦之図

30　源平－ノ谷合戦之図

31　梶原景時二度之懸（無題）

32　　一之谷駕鴨越逆落之固

3校続　歌川国芳　江戸時代後期

3枚続　歌川国芳　弘化4～嘉永5年（1847～52）

3校続　　歌川芳虎

3校続　　歌川芳虎

3校続　　歌川芳虎

－　39　一

天保14～弘化4年（1糾3～47）

弘化4～嘉永5年（1847～52）

弘化4～嘉永5年（1朗7～52）

池　長　　孟
＝コL／ノフ三ノヨ：ノ

氏
贈
氏
贈
氏
貯
　
氏
鱈

子

　

享

　

子

　

子

節

　

酌

　

節

　

節

原

　

原

　

原

　

原

新
等
新
等
新
等
新
奇



No・　　　　資　　　料　　　名 員　数　　作　者　　　　　年　　　代

33　－谷大合戦之図

34　源義経一谷裏手之図

35　源平－ノ谷大戦高名之図

36　妄言竺盃墓荒して鴨越。裏手を越る国

37　　－ノ谷合戦

38　摂州－の谷鴨越ヨリ義経平家ヲ攻ル図

39　　鳩越

40　播州須磨寺の桜二義経高札ヲ立る図

41　耀武ハ景　須磨寺晩鐘

42　播州須磨寺若木桜之図

43　源義経梶原逆胞争議国

利　源義経逆櫓之国

45　源平盛衰記　阿波国勝浦合戦

46　新板澤絵八嶋倭之滞合戦之図

47　ハ島壇ノ浦合戦

48　美盾ハ競／1嶋夕照

49　　ハ島大合戦

50　　源平大合戦

51　源平矢島大合戦図

52　義経ノ1島之名誉

53　悪亡兵衛景清三保谷四郎国俊　籍曳の図

54　　源平八嶋大合戦

55　長門国赤間浦源平大合戦之図

56　長州橿之浦赤間関合戦

57　億之浦大合戦ノ園

58　源平矢嶋大合戦之図

59　日本外史之内　義経・教経（無題）

60　大和国吉野山雪中源義経一山衆徒合戦図

61　源義経公吉野名誉之固

く特別陳列〉

62　　小敦盛絵巻

63　　島津家本平家物語

3校続　　歌Hl芳員

3枚続　　歌川芳昌

3枚続　　歌川貞秀

3枚続　　月岡芳年

堅2枚続　月岡芳年

3校続　　歌Jll芳藤

嘉永5年（1852）

衰永6年（1853）

安政4年（1857）

文久2年（1862）

明治前期

明治前期

3校続　劇中l周延　明治前期

3校続　歌川国芳　文化12～天保13年（1815～42）

3枚続　歌川国芳　天保元～天保13年（1830～42）

3枚続　月岡芳年　明治3年（1870）

3枚続　歌川国芳　文化12～天保13年（1815～42）

3校続　歌川芳虎　万延元年（1860）

3枚続　歌Hl国芳　文化12～天保13年（1815～42）

1校　　歌川垂春　安永年間頃（1772～81）

3校続　勝川春亭　文化12～天保13年（1815～42）

3校続　歌川国芳　天保14～弘化4年（1飢3～47）

3校続　歌川国芳　弘化4～義永5年（1朗7～52）

3枚続　歌川国芳　安政3年（1856）

3校続　歌川芳昌　嘉永6年（1853）

3枚続　月岡芳年　慶応2年（1866）

3校続　場斎延一　明治26年（1893）

3校続　歌川国芳　文化12～天保13年（1815～42）

3枚続　2代歌川国輝安激2年（1855）

3枚続　2代歌川国輝慶応元年（1865）

3枚続　月岡芳年　元治元年（1864）

3枚続　月岡芳年　明治22年（1889）

3校続　小林清親　明治12年（1879）

3枚続　歌川貞秀　文政9～天保13年（1826～42）

3校続　軌Jl貞秀　弘化4～裏永5年（1847～52）

巻
　
の

1

　

冊03
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桃山時代

江戸時代前期

備　　考

新原　節子氏
等　　　　購

葦原静子蒜

新原　節子氏
寄　　　　贈

池　長　　孟
コレワショ二ノ

新原　節子氏
寄　　　　贈

新原　節子氏
等　　　　贈

蓄原舞子氏貯

誓原節子岳

個　人　感

（2）南蛮紅毛美術展示

旧南蛮美術館所蔵資料及び本館収集資料を中心に、テーマを設定した企画展示を行う。

展　 覧　 会　 名 会　　　 期 内　　　　 容

南蛮 美術 名品展 4 ． 9 ． 12～ 10 ．1 1 館 蔵 品中、南蛮美術 の名品 をセ レク トし

て展示

責柴 美術展 4 ． 9 ． 12～ 10 ．1 1 江戸初期 に 日本 に伝来 の黄葉絵画 の全容

を館蔵 晶に よ り展観

蘭学 をめ ぐる画家 たち展 4 ．1 2．1 6～ 5 ．1 ．1 5 江戸時代 の蘭学界 をめ ぐる画家 た ちの 多

様 な姿 を紹 介
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○南蛮美術名品展　平成4年9月12日～10月11日

－…一一・一一一一一一日・l南蛮美術について一一一一一一一・一一一一一一

南蛮美術とは，16世紀中葉から17世紀にかけて，ポルトガル，スペインなどから日本に

やって釆たラテン系の人々の影響を受けて成立した美術の総称です。いわゆる南蛮船に乗

って，主として九州に来航した商人，宣教師たちの風俗や，彼らかもたらした文物に触発

されて，西洋趣味かおこり，日本の絵画や工芸，服飾の中にその趣味か浸透しました。そ

うした痕跡は今でも，パンやボタンといった私たちガ日常に使っている言葉（ポルトガル

語か語源）に残っています。

南蛮美術は，鎖国期以降に興隆した，オランダの影響を受けた「紅毛美術．とは区別さ

れていますガ，まだまだ一般には両者は混同して考えられているようです。

南蛮美術の作例は，江戸時代初期に南蛮船の来航と，日本の商人か海外に出ていくこと

か禁じられたこと，そして，キリスト教の禁止のためにわずかしか伝わっていません。

南蛮美術は，南蛮風俗や南蛮意匠を扱った絵画や工芸品と，ヨーロッパよりもたらされ

た原画をもとに，西洋画法を用いて描いた初期洋風画とに大別されます。前者を代表する

「南蛮屏風」には南蛮船の入港や荷揚げの様子，カピタンの行列などガ描かれ，日本国内

での南蛮趣味を最も端的に表現しています。後者の初期洋風矧ま，イエズス会か開いた絵

画教育機関で学んだ絵師たち，あるいはその系譜にもとブく人々によって描かれたと推定

されています0この分野を代表する「泰西王侯騎馬国」「四都国・世界図」「西洋風俗図」

などの作例は・西洋と日本のスタイルかひとつになったもので，桃山～江戸初期の自由闊

達な雰囲気を今日に伝えてくれます。

近年・ヨ一口、ソパから里帰りをした桃山～江戸初期に日本から運ばれていった漆器矧ま，

「輸出漆器」と呼ばれ，南蛮美術の新分野を形成しています。

池長孟氏のコレクションを中核とし，これに新たに収集した作品を加えた本舘の南蛮美

術コレワションは，東西文化交流の重要な資料となっています。本館では，作品保存のた

め期間を区切って南蛮美術作品を展観してあります。

一出　品　日　銀－

Ⅰ　初期洋風画

1．泰西王侯騎馬固く重要文化財〉　　　　　　　　四曲屏風一隻
Foreign Emperor c●nd Kings on HoTSeb（】CkJDesignc［†ed Frr．por－on－CuITur⊂】l ProperfY

2．四部図・世界園く重要文化財〉　　　　　　　　ハ曲屏風一双
WorId∧∧qP Ond Four Big⊂iHes of－he WorFd；DesignclIedlrnpor一口n一Cuhurc，r Proper－Y

3．西洋風侮日国
Wes†eH1Genre S⊂ene

4．武　　将　　園
Europe⊂】n CourIFers

5．聖フランシスコ・ザウィ工ル像〈重要美術品〉
Porh‾0汗of SI．Fr⊂－nCis⊂O XoVieりmpoIonI ArI ObiecI

6．西洋＝武人固　く重要美術品〉
Europe‘】n CourIH已rS；lmporIロnI ArI ObieCI

7．師父二重児園く重要美術品〉
Fc・Iher⊂・nd Two Chiuren；lmporIqnt ArI ObieCI

8．老　師　父　園
01d FoIher

ⅠⅠ　南　蛮風俗　図

9．都の南蛮寺匿l

六曲屏風一双

二曲屏風一隻

額一面

額一面

額一面

琴卜」面

狩野宗秀筆　　扇面一面
Nombon－iiIemple（ChriS十hn ChurCh＝n KybI0

10．南　蛮　屏　風
Nく】mbくln Screen

ll．南　蛮　屏　風
Nclmbon S亡reen

12．南蛮人交易図
Tr（】de w汀h Foreigners

13．観　　能　　図
AppreCio†ing Noh plOy

狩野内膳筆　　六曲屏風一文丈

六曲屏風一双

軸一膿

（曲屏風一隻

ⅠⅠⅠ南蛮意匠の工芸

14．蒔絵南・蛮人革安
Sclddle，Wi仙DesFgn of EuropeロnSin仙コkie

背　　　　　慶長9年鑑（1604）

15．蒔絵南蛮人洋犬硯箱　　　　　　　　　　　　　　　D
lnk－Sbne Box・W汗h Design of o Europe（】n C■nd⊂■Dogin〟ロkl畠

16．蒔絵南蛮人箱　　　　　　　　　　　　　　　　一　口
BOX・W汗h Design of o Europeく】nin仙qkFe

17．蒔絵鉄砲大鼓胴　　　　　　　　　　　　　　　　一　個
Lorge Drum Body，W汗h Design of〟山一⊂hJockin McIkie

18，天正かるた版木重箱　　　　　　　　　　　　　　一　点
Tiered F00d Box．wiIh WoodbloCks for Tgnsho PIoying Cqrds

19．蒔絵南蛮船曳船図煙草盆　　　　　　　　　　　一　点
Tob（】⊂⊂O Tr⊂】Y，WiIh Design of Towing Ship

20．永楽通宝銭・南蛮人豪族鎧　　　　　　　　　　一　対
A Poir of SIirrups，Wけh Des；gn ofJcIPOneSe Coins c，nd Europeons

21．南蛮人散策園八積鏡　　　　　　　　　　　　　　一　面
EighIlobbed mirror，W汀h dFSFgn of Europeons

22．南蛮人喫煙図柄鏡　　　　　　　　　　　　　　一　面
川■rrOr W汗h d h（】ndle．W汗h design of⊂，Europe（】n SmOking

23．南蛮人散策国柄鏡　　　　　　　　　　　　　　一　面
仙rror、〝行h o hondle．Wけh design of EuropeclnS

24．黒織部沓形茶碗　　　　　　　　　　　　　　　一　口
BJcl⊂k Oribe TecI BowI．W汗h MonogrcIm

－　43　－

紙本金地書色

紙本書色

紙本書色

紙本書色

紙本書色

紙本書色

紙本書色

紙本書色

紙本金地著色

紙本壷地著色

紙不金地書色

紙本書色

紙本書色



25．織部十字文瓢形きせる
Oribe Tobc－⊂⊂O Pipe・W仙Cru。fix Design

26．小代焼十字文象蔽俵形鉢
Shod（】i－yく】kl Bosin■W汗h⊂ruCifix Design

美濃農亮．一点

一　口

Ⅳ　輸　出　漆　器

27．蒔絵螺壷田花樹鳥獣固洋構　　　　　　　　　　　【　O
Chesf・WiIh Design of Flowering TreeS・□n Owl□nd Deer5in人okie Qnd Mofher－Of－Pe（】rHnroy

28．蒔絵螺；弧鮫皮貼り住吉社園鞍袋形洋箱　　　　一　口
Box・Wifh Design of SumiyoshiShrine Viewin〟一Okie Clnd…0－her－Of－PeOrlrn■cIY・亡OYered v／仙Shc．green

29，貝貝占り書箪笥　　　　　　　　　　　　　　　　一　点
WHing8ure⊂】U′in〟LOナher－Of－Pe⊂汀IlnloY

30．貝貼　り小橋
Sm⊂州CheれW汗h州0IheトOf－Peorllnloy

31．蒔絵家屋形花鳥固稽
BoxinIhe forrn of cI House，W汗h FIordJ qnd Bird Designin GoId Aqk始

Ⅴ　キリシタン関係資料

32．キリスト教礫刑図聖牌（片面神の信幸囲）
Reliquくけy

33．十字架を担うキリスト固聖牌
Reliqu（⊃ry

34．聖者像聖牌（片面聖フランシスコ，片面聖ドミニクスか）
Reliquc什y

35．キリストの苔刑図聖牌
Reliquく】ry

36．1HS文赤地布製聖牌
ReHqu（】ry

37．ロ　ザ　リ　オく木製・ガラス製）一括
Rosdrie～

38．メタイ一括
MedoIs

一　点

インドあるいはスリランカ製

一　点

一　点　　　　　三工戸時代に舶載

5工戸時代に舶載

三Ⅰ戸時代に舶載

嗣版画は丹白載品か

銅版画は舶載品か

銅版画は舶載品か

嗣版画は日本製か

○黄柴美術展　平成4年9月12日～10月11日

－出品目録－

回　章葉栗を伝えた人々

日本貴葉宗の開祖・隠元禅師（ほ92～】673）と、弟子の木庵・印非らの肖像画を展

示します。禅宗の肖像画は頂相と呼ばれ、師から弟子への伝法の証明となるものです

が、黄葉宗のそれは真正面向きの姿に特色があり、顔には西洋画から学んだ陰影をほ

どこして、写実的に描かれます。喜多長兵衛と喜多元規はその代表的な画家で、2人

は親子か師弟だったと考えられています。また、同じ人物を描いても、作られた年齢

によって白髪やシワの数などに変化が見られ、例えばl～3、6の隠元嫁、l、3、5、

6の木庵像の顔つきを比較して為ると、黄葉削象画の写実性がよく実感できます。

1．隠元・木庵・即非像

2．障元僚騎獅像

3．隠元・木庵・即非像（遊山園）

4．隠元隆埼像

5．本庵性播像

6．隠元・木庵・鉄牛像

7．惟一道実像

8．慧橿道明像

9．干呆性便像（円相）
／二いこう

10．大衡海権像
かい・ほう

11．恢峰寂廓像

12．大潮元陪像

13．江外海長像
えっは’う

14．悦嘩造章像

15．鉄心遁辞像

16．起源元澄像

17．超源元澄像

18．王　心渠像

19．達　磨　囲

音自賛

自賛

不庵性招誇

享保18年（1733）宝航元済賢

延宝2年（1674）自賛

延宝8年（1680）鉄午造機賃

延宝2年（1674）自賢

宝永5年（1708）自筆

元禄13年（1700）自賛

元禄14年（1701）自賛

元文5年（1740）弥彗照嵩賢

自室

自室

自賛

宝永7年（1710）日華

竺庵浄印賛

享保13年（1728）岳宗元揮賢

延宝7年（1679）干采性俊賛

延宝3年（1675）不庵性相賀

喜多艮兵衛筆

喜多長兵衛筆

喜多長兵衛筆

渡辺秀石筆

喜多元親筆

喜多元親筆

喜多元規筆

元　高　筆

元　悪　筆

元　香　華

永井元真筆

津田元珍筆

小原慶山筆

小原慶山筆

上野若元筆

挺　山　筆

重多元親筆

喜多元親筆

3幅対　　紙本書色

1　幅　　紙本署芭

1　幅　　紙本書色

1　帽　　紙本書色

1　幅　　紙本書色

1　幅　　絹本著色

1　幅　　紙本書色

1　幅　　紙本書色

1　幅　　紙本書色

1　幅　　絹本若色

1　幅　　梶本若色

1　幅　　紙本書色

1　幅　　紙本書色

1　幅　　紙本書色

1　幅　　紙本書色

1　幅　　糸胃本書色

1　幅　　紀本書色

1　幅　　紙本書色

1　幅　　絹本若色

国産魚の誕生一江戸奇体美の源流一

黄葉宗がはぐくんだもうlつの絵画は、肖像画の写実主義とは全く対照的な、唐絵

という奇怪でエキセントリック（常軌を逸脱した）な、個性的スタイルでした。これ

は黄果憎らが待ちこんだ明清画風の影響を受けた中国臭の強い画風で、18世紀に日本

で流行する「奇体臭」の源流といえます。このコーナーでは、中国から日本の黄葉寺院

へ仏画を描き送った陳賢、長崎の在留唐人で隠元を日本へ掛、た黄葉憎・逸然桐01

～1668）、その日本人弟子で唐絵の奇体臭を増幅させて独特の画風を築いた河村苦芝

（1638～1707）の3人の作品を展示します。
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20．達磨固（洋風画）

21．廃校羅漢図

22．羅　漢　図

23．朱衣達磨図

24．布　袋　国

25．観音・布袋・寒山図

26．羅漢渡水図

元禄15年（1702）雪村道香契

陳　賢　筆

宝永6年（1709）鉄心遵月半巽　陳　賢　筆

悦山道宗賛　　　　　　　　　陳　秀　山　筆

独立性易賛寛文2年（1662）逸然性融筆

隠元・木庵・即非賛寛文2年（1662）適然性融筆

寛文7年（1667）隠元取木庵放　逸然性融筆

27．達磨・鮨・崩壊（6禍のうち）隠元隆埼賀

28．隠元隆埼像（3高僧像のうち）

29．群仙星祭園

30．山　水　図

31．芦葉達磨囲

32．達　磨　図

33．達　磨　図

34．寒　山　固

天和3年（1683）木魔性娼貸

寛文9年（1669）

延宝3年（1675）

延宝5年（1677）

貞享元年（1684）高彙性敦賀

木圏性把芦

別非文1一箪

適然性敵軍

逗然性融筆

河村若芝筆

河村若芝筆

河村若芝筆

河村若芝筆

河村若芝筆

河村岩芝筆

1　幅　　紙本書色

1　憶　　紙本淡彩

1　幅　　紙本淡彩

1　幅　　紙本若色

1　幅　　絹本若色

3幅対　　絹本著色

1　巷　　絹本若色

3　幅　　絹本著色

1　幅　　絹本若色

1　幅　　絹本若色

1　幅　　絹本若色

1　幅　　梶本若色

1　幅　　絹本著色

1　幅　　紙本墨函

1　幅　　紙本書色

［司　画僧・鶴亭の作品

憶元禅師の来日（1654年）からほほ川0年、18世紀の上方で黄葉絵画の伝統をみご

とな花鳥画に結実させたのか、長崎出身の黄葉憎・鶴亭（1722～け85）です。長崎の

聖福寺で黄葉憎になった鶉辛は、若くして上方へ移り、奇妙な造形感覚と華麗な色彩

で美しい花鳥画を描くかたわら、機智に富んだ水墨画にもすぐれていました。黄葉文

化が生んだ造形美の、ひとつの頂点をなす画家といってよいでしょう。

35．松鷹小禽図

36．竹に真鳥図

37．校に白鷹図

38．芭蕉太湖石臼鵡園

39．山　水　図

40．南蛮芋に毒椒図

41．牡丹緩帯鳥園

42．大根にねずみ園

43．墨　梅　園
ふ1Ljpか人

44．仏手柑に綬帯鳥図

45．白梅に小禽図

回　黄葉墨蹟
46．柴山遺芳（罠畠帖）

47．付与永照尼偶

回　彫像類

宝暦3年（1753）

宝暦4年（1754）

明和元年（1764）

明和6年（1769）

自賛

安永7年（1778）悟心元明巽
安永4年（1775）

宝永2年（1705）

承応2年（1653）
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筆
　
筆
　
筆
　
筆
　
筆
　
筆
　
筆
　
筆
　
筆
　
筆
　
筆

亭
　
亭
　
亭
　
亭
　
亭
　
亭
　
亭
　
亭
　
亭
　
洲
　
洲

鶴
　
鶴
　
鶴
　
鶴
　
鶴
　
鶴
　
鶴
　
鶴
　
環
　
礁
　
鶴

1　幅　　絹本若色

1　幅　　絹本若色

1　幅　　縞本書色

1　幅　　窮本署色

1　幅　　紙本墨画

1　帽　　紙本淡彩

1　幅　　絹本若色

1　幅　　紙本墨画

1　幅　　紀本墨画

1　幅　　絹本書色

1　幅　　絹本墨田

慧林、実伝、惟一、千呆ら筆1　帖　　紙本墨書

慧林性機等　　　　　　1　巻　　紙本墨書

海　道　生　作　　　　　1　姫　　木　　　造

赤星ハ左衛門・庄兵衛作　1　姫　　嗣　　　造

50．伝鄭成功像

回　参考図書
51．隠元和尚雲涛≡集

52．先　民　伝

53．長崎画人伝

54．唐伝書芝鍔細工系図

55．黄葉宗鑑録

寛文3年（1663）奥付

享保16年（1731）白叙
文L攻2年（1819）干り

嘉永4年（1851）奥付

寛政2年（1790）再干り序
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1　脹　　嗣　　　造

南源、高泉、臨空、惟一編　2　冊　　木版墨摺

虚千里縄　　　　　　2　冊　　木版墨摺

渡辺鶴洲苦　　　　　　1　冊　　手　　　書

若芝是高再訂　　　　　　1　冊　　手　　　書

2　冊　　木版墨摺



○蘭学をめぐる画家たち展　平成4年12月16日～平成5年1月15日 No・　　　　　名　　　称　　　　　　　　筆　者　等　　　員数　　　時　代　　　　備　　考

明和八年（1771）死体の解剖を見学した杉田玄白・前野良沢は，オランダの医学書に

描かれていた人体内部の挿絵が非常に正確なものであることに感銘を受け，それから約

三年の歳月をかけてこれを翻訳し，『解体新書』を完成しました。

この事にも象徴されるように，当時の蘭学者はオランダからもたらされた洋書の精巧

な図版に強い関心を抱いていました。このような蘭学者たちの写実的な西洋画への憧れ

を背景として，多くの画家達が全く新しい技法により地図や学術書の挿絵などに腕を振

るいました。

しかし当時の蘭学界にはこのように学究的な部分ばかりではなく，平賀源内・司馬江

漢のように遊び心に富んだ知識人も活躍しており，その周囲にいた画家達の作品も一概

に実用性一辺倒とはいえない，むしろ情感豊かな作品も多く残しており，この時代の最

先端を行く文化活動の意外な奥深さを示しています。

今回の企画展では，この蘭学に深く関っていた画家達の様々な活動を，当館の所蔵品

約60点でたどっていきたいと思います。

ー出　品　日　銀－

No．　　　　　　名　　　　称　　　　　　　　　　筆　者　等　　　　員数　　　　時　代　　　　　備　　考

1．舶来学術書

1．ドドネウス本草図譜

2．ヨンストン動物図譜

3．日用百科辞典

4．大画法書

2．平賀源内とその周辺

5． 源内焼南北アメリカ図・
コーラミノブフ・アプリカ国皿

6．西洋婦人園
てん　ぐ　しゃれこうべの　きき1ん　ぎ

7．天狗嘱脛竪定縁起

8．燕子花にハサミ図

9．蓮図

10．解体新書

R．ドドネウス編　1冊　1608

ヨンストン著　　　1冊　1660

シヨメール著，
シャルモ編 7冊　1768－77

ライセ、ソセ著　　　1冊　1740

志　度　窯　　　　　2校

平賀源内筆　　　　1面

平賀源内著　　　　1冊　　安永5（1776）

佐竹曙山筆　　　　1幅

小田野直武筆　　　1幅

杉B玄白他訳　　　　5冊　　安永3（1774）　小田野直武画
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11．物品品院

12．古今画薮

13．寒梅綬帯烏図

14．六玉川　高野の玉Jll

3．司馬江漢

15．場弓場園（無題）

16．相州鎌倉七里浜図

17．蘭画銅版画引札（無題）

18．異国風景人物園

19．規子和尚図

20．異国工場図

21．三園景

22．広尾親父茶屋団

23．両国橋園（無題）

24．反射式のぞき眼鏡

25．天球図

26．地球全国

27．和蘭通舶

28．刻白爾天文国解

29∴紅毛雑話

4．さまざまな画家たち

30．今戸瓦焼国

31．大日本金龍山之図

32．ゼルマニア郭中国

33，洋人曳馬・コロンブス謁見国（無題）

34．新訂万国全図

35．医範提網図解

36．ナポレオン像

平賀源内編

宋紫石編

宋紫石筆

鈴木春信画

司馬江漢画

司馬∑［漢等

司馬江漢筆

司馬江漢筆

司馬5工漢筆

司馬江漢画

司馬江漢画

司馬江漢画

司馬江漢作

司馬江漢画

司馬江漢画

司馬5工漢書

司馬5工漢書

森島中良書

亜欧堂田善筆

亜欧堂田善画

亜欧堂臨善画

亜欧望田善画

高橋景保編製

亜欧堂田善画

安田雷洲筆
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6冊　宝暦13（1763）　宋紫石画

8冊　　明和8（1771）

1幅

1面

1校

1豊　　寛政8（1796）

1校　　文化6（1809）

2帽

1幅

1幅

1面　　天明3（1783）

1面　　天明4（1784）

1面　　天明7（1787）

1宰

1校　　寛政8（1796）

2枚　　寛政4（1792）

2冊　　文化2（1805）

2冊　　文化6（1809）

5冊　　天明7（1787） 司馬江漢・
北山寒巌挿図

1幅

1面

1面

1幅

1舗　　文化7（1810）　亜欧堂田善画

1帖　　文化5（1808）　宇田川玄真書

1幅



Nn　　　　　　名　　　称　　　　　　　　　筆　者　等　　　　員数　　　　時　代　　　　　備　　考

37．江戸近国風景下つけからすjllの景

38．江戸近国風景相憤三浦入海之景

39．ヒポクラテス像

40．紅毛婦人像

41∴蕪録

42．形影夜話

43．へイステル像

44．棄方朔図

45．万国新話

46．桃花園

47．一角秦考

48．六物新志

49．フアン・ロイ工ン花鳥図模写

50．画面百華烏

51．瀕海都城国

52．蘭腕摘芳

53．配鳥・火食鳥図

54．瘍科精選国解．

55．泰西本草名疏

56．異国風物図

57．把か姦淫解剖図譜

58．重訂解体新書銅版全図

59．窮香図・抜爾散模格索警固

60．世界四大洲図・四十ノ1国人物国屏風

安田雷洲画

聖日雷洲画

石川大浪筆

石川大浪筆

大槻玄沢著

杉田玄白書

北山寒巌筆

北山寒巌筆

森島中良書

木村蒜霞堂筆

木村蒜蔭堂著

大槻玄沢著

谷文晃筆

荒木拙元筆

大槻玄沢著

清躯筆

越村徳基訳

1校

1校

1幅

1幅

3冊　　文化6（1809）　石川大浪挿図

2冊　　文化7（1810）　石川大浪挿園

1幅

1幅

4冊　寛政12（1800）　北山寒巌挿図

1幅　　宝暦7（1757）

2幅　　寛政7（1795）

2冊　　天明6（1786）

1帽

1冊　　享保14（1729）

1面

3冊　　文化14（1817）

2幅

司馬5工漢
挿園

石川大浪
荒木妊】元
挿図

寛政3（1791）題

2冊　　文政3（1820）　牧墨遷画

伊藤圭介編　　　　　2冊　文政12（1829）　近藤集延扉絵

中伊三郎画　　　　1幅

斉藤方策中天遊訳　1冊　　文政5（1822）　中伊三郎画

大槻玄沢改訂　　　1冊　文政9（1826）　中伊三郎画

宇田川椙電筆　　　　2幅

不　詳　　　　　　6曲1双
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（3）古地図企画展示

本館の古地図資料の中心をなす南波コレクション・秋岡コレクションに加え、本館独自の収集

古地図資料を用い、テーマ設定した企画展示をおこなう。

展　 覧　 会　 名 会　　　 期 内　　　　 容

古 地 図 名 品 展 4 ． 7 ． 2 5 ～ 8 ．3 0 館 蔵 品 中 、古 地 図 の 名 品 をセ レク トして

展 示

コ ロ ンブ ス と ジパ ン グ展 4 ．12 ．16 － 5 ．1 ．15 ヨー ロ ッパ で描 か れ た古 地 図 の なか の 日

本 を概 観

－　51－



○古地図名品展　平成4年7月25日～8月30日
No．　　資　　料　　名　　　　作　者　等　　　　時　　　代　　版　種　　寸　法（cm）　　備　　考

ごあいさつ

神戸市立博物館の古地図資料は、それぞれ寄贈を受けた南波松太郎氏（1894年～）

収集のものと、地理学者秋岡武次郎氏（1895－1975年）収集のものとを中核としてい

ます。親友でもあった両氏は、半世紀以上にわたって互いに協力し情報交換しあって、

古地図の全てを集められました。お二人の努力のおかげで、わが国の古地図資料が現

在に伝わっているといっても過言ではありません。

それらに加えて、博物館準備室の頃より独自に収集しているヨーロッパ製古地図、

地元の神戸関係地図、また館の中核資料である池長孟コレクション中にも珍しい古地

図が豊富にあります。その総数は七一八千点、神戸市立博物館は質量ともにわが国最

大の古地図収蔵館といえましょう。

博物館では、この豊富な古地図資料をもとに、一つのテーマに沿った企画展示を行

っており、昭和五十七年の開館以来、これまで20回の古地図展を開催してきました。

このことは他館では絶対に真似のできない、当館の一大特色といえましょう。

今回の第21回古地図企画展示は“名品展”と題しまして、この膨大なコレクション

の全貌を知っていただくため、優品をえりすぐって紹介する初めての試みです。

当館の古地図の名品を見るということ、それほとりもなおきず、わが国における古

地図の全容に迫ることといえましょう。

古い地図を通して、当時の人々の世界観や国土の地図作成事業の困難さを感じたり、

昔の人々も案外と正確で詳しい地図を見ていたことが理解できるのです。さらには地

図を皿や印寵等のデザインとして楽しむといった、日本人と地図との様々な結びつき

を知っていただけたら幸いです。

・夏休みを利用して、この機会にぜひ多くの皆様にご覧いただきか－と思います。

≪出品　日録≫

N。．　資　料　名　　　作　者　等　　　時　　代　　版　種　　寸　法（cm）　備　考

く日　本　国〉

1預孟年詣和寺酎

2　日本地園屏風（2曲一隻）

3　行基菩薩説大日本国国

4讐冨聖賢地理固

江戸時代写国　　手書手彩　　38．5×134．4
南波松太郎
コレワシヨン

安土桃山時代　手書手彩　59．9×123．8雪翳禁讐

江戸時代初期　木　版　80・4×42・3雪深浩讐

江戸時代初期　　手書手彩　131．4×182．4
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5　本朝図鑑綱目 石　川　流　宣

6　日本図・中国固（2幡一組）寺　島　良　安

7　改正日本輿地路程全園　　　長久保　赤　水

8　沿海地園　　　　　　　　　伊　能　忠　敬

9　日本輿地図藁　　　　　　　伊　能　忠　敬

10　伊能小固（西日本・エソ園）伊　能　忠　敬

11日本国地理測量之園　　　　伊　能　忠　敬

121∃本島掛図屏風（6曲一隻）

13　日本絵図 鍬　形　恵　斎

14　羽子版型日本固（顕微鏡付）

15　大日本沿海実測録（14冊）　伊　能　忠　敬

く世　界　図〉

四都図・世界国屏風
（8曲一双　重要文化財）

17　万国総図・人物図（2曲一隻）

18　万国総屈・世界人形包（2帽一組）

19　坤輿全図（8帽一組） 南　　　懐　仁
（F，フ工ルビ¶スト）

20　坤輿万国全図屏風（6曲一隻）

21万国総界園

22　世界万国地球図

23　うちわ型仏教系世界図

25翳芸竺諾苧五帯之図

27三三浣尖芸歪写国

石　川　流　宣

稲　垣　光　朗

沢　口　員　矩

中　山　武　成

貞享4年（1687）木版手彩　　59．9×　92．5

享保12年（1727）手書鞘駁謂偶語

安永8年（1779）木版手彩　　83．2×134．3

文化1年（1804）手書手彩　215．1×254．4

文化6年（1809）手書手彩　120．5×204．0

南波松太郎
コレワシヨン

秋岡武次郎
コレウ三ノヨン

南波松太郎
コしっ三ノヨ：ノ

南濃松太郎
コレウミノヨン

文政4年（1821）手書手招膵署標認諾芙空

手書手彩　390．0×425．0

江戸時代後期　　手書享彩　　64，7×211．1

木版刷彩　　39．8×　57．4

銅　　版　　3，8×1．3

明治3年（1870）木　　版　　25．5×18．0

江戸時代初期　　芋書手彩　各158．7×477．7

正保2年（1645）悪霊‡買霊鋸三三：呂：喜§：呈

（慶安5年（1652））木版手彩　65．4×40．8（世界園）

653×41．3（人形園）

康照13年（1674）木版手彩　1班．0×411．2

江戸時代所期　　手書享彩　167．5×379．1

貞享5年（1688）木版手彩　126．9×　57．7

宝永5年（1708）木版享彩　127－4×　42．8

宝永年閻
（1704～11）頃

享書手彩　150，8×155．5

責延2年（1749）享書手彩　167．0×133．2

宝暦9年（1759）手書手彩　各81．5×18．0

安永8年（1779）手書手彩　　99．1×199．2

18世紀末　　　　手書手彩　160．0×295．0
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南濃松太郎
コレワシヨン

南波松太郎
コLノウ三ノヨ：ノ

南波松太郎
コレワシヨン

池長　　　孟
コレフミノヨン

池長　　　孟
コレつ三ノヨン

池長　　　孟
コLノノフ三ノヨ二ノ

南濃松太郎
コレノフ三ノヨ二ノ

南濃松太郎
コLノウ三ノヨ二ノ

池長　　　孟
コレワシヨン

池長　　　孟
コレフ三／ヨン

南濃松太郎
コレワシヨン

秋岡武次郎
コ」／ワ三ノヨ二ノ

南濃松太郎
コレワシヨン

南波松太郎
コレワシヨ：ノ

池長　　　孟
コレワシヨ二ノ



No，　　資　　料　　名 作　者　等　　　時　　代
版　種　　寸　法（cm） 備　　考 No．　　資　料　名　　　　作　者　等　　　時　　代　　版　種　　寸　法（cm）　　備　考

28　地球圏

∴　∴　1

30　地球万国山海輿地全包説

31円球万国地温全図

32　新訂万国全国

33　北極中心世界地図

34　大輿地球儀

35　地球儀

く外国製地図〉

36弓ツ崇孟冨結晶）

37誓舷孟岩基歪㌘（1冊）

38　才ルテリウス太平洋図

39　プランシウス世界図

40　ティセラ日本国

41フラウ世界図

42冨芸忘蒜夷島国

43雪詣警フランス地図帳

44　レランド日本帝国図

45　コ／ニンモルティ工世界固

くそ　の　他〉

46　明版　広興国

47　新改洛陽ヂ‡洛外之図

48　寛文大坂国

49　新板武州江戸之閻

司　馬江漢　寛政4年（1792）銅版手彩　55・4×86・4

長久保　赤　水

石　塚　崖　高

高　橋　景　保

小佐井　遵　豪

沼　尻　墨　層

堀　内　直　忠

南波松太郎
コレワシヨン

18世紀末　手書手彩各163．8×362．8讐缶，∃雪

18世紀末　　木版手彩104・0×153・0

享和2年（1802）木版手彩118・6×219・2

文化7年（1810）銅版享彩114・8×197・7

天保8年（1837）手書手彩155・3×157・0

安政2年（1855）木版手彩　　径23・0

安政2年（1855）手書手彩　　径31・7

B．シルバヌス　1511年

A，オルテt」ウス1570年

A，オリテリウス1589年

P．プランシウス1594年

し．ティセラ　1595年

W．フラウ　　1635年

R．グッド」一　1661年

A．H．ジヤロ　1695年

A．レランド　1715年

P．モルティ工　1720年

木　版　43．0×29・5

銅版手彩　41．0×28．5

銅版手彩　掴．5×57．3

嗣版享彩　47．5×64，0

調版手彩　47．0×55．0

銅版手彩　51．1×60．5

銅版手彩　55．0×82．0

銅版手彩　56．0×43．0

銅版手彩　53．5×63＿5

銅版手影　61．0×100・4

秋田武次郎
コレウシヨン

秋岡武次郎
コレワシヨン

南波松太郎
コレワシヨン

秋岡武次郎
コレワシヨン

秋岡武次郎
コレワシヨン

南波松太郎
コレワシヨン

羅　　漢先　裏箔37年（1558）木　版　38・3×37・4

明暦3年（1657）木　版116・2×73・6

寛文1年（1661）木版手彩　軋5×58・8

寛文4年（1664）木版手彩　82・5×121・4
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南濃松太郎
コレワシヨン

南波松太郎
コレワシヨン

南波松太郎
コレワシヨン

南波松太郎
コレワシヨン

50　東海道路行之図

51唐船来朝固（長崎国）

52　東海道・西海陸弧貝固
（元・享・利・頁）

53　大明省国（4校一組）

54　穂曙絵図屏風（6曲一隻）

55　江戸より長崎まで道中固
（2巻）

56　高野山細見絵図　上、下

57　東海道名所一覧

58
東西蝦夷山川地理取調励
（28校一組）

寛文年間
（1661～73）頃

木　　版　131．3×　57．9

江戸時代前期　　木版手彩　　64．8×145．1

江戸時代前期　　木　　版

光乙長　　　孟
コレワシヨン

34．5×523．6（元）
34．5×554，4（享）南波松太郎
34．5×369．6（利）コレワ三ノヨ二／
34．5×369．6（貞）

186．1×175．8（看上部）

江戸時代中期　手書手彩恩∋：雛雲‡霊；雪豊禁警
187．0×175．4（左下部）

江戸時代中期　　手書芋彩　　72．8×264，0

江戸時代中期　　手書手彩
46．5×700．0

46．5×1000．0

橘　保春文化10年（1813）手書手彩1諾謂妄言二呂巨幸】

葛　飾　北　斎　文政1年（1818）木版刷彩　　43．6×　58．4

松　浦　武四郎　安政6年（1859）木版刷彩

59漂諾雪警三岩讐乳’カ国皿

60　伊万里焼日本国皿

611軍歪語呂歪賢皿

62　日本地国印籠

＊会期中に展示替えをおこないます。

江戸時代中期　志度窯（讃岐）　径37．0
江戸時代中期　志度窯（讃岐）　径37．8

日本文政年製　＝白日窯（肥前）27．3×‾30，3

本朝天保年製　有田窯（肥前）　径48．3

江戸時代後期
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8，4×8．6×2．0

南波松太郎
コレワシヨン

アメリカ屈皿店
フ也昆　　　　孟
コし′ノブ三ノヨニノ

池辰　　　孟
コレワシヨン



○コロンブスとジパング展　平成4年12月16日～平成5年1月15日

イベリア半島から西廻り航海に出たコロンブスは、1492年にジパングに毒いたと報

告します（その後すぐに、そこは彼の世界地国にはないα新大陸アメリカカと判明し

ますか）。「‥＝…■この島こそは、ジパング島に違いないと考えますので、それに従って

おります。この島については、幾多のすぼらしいことか伝えられてあり、わたしの見

た地球儀や世界地図絵にも、この辺りにこの島か記されているのでありますq（株屋

永吉訳『コロンブス航海誌』1492年10円24日付文から）

1492年、コロンブスかアメリカ大陸に漂着しました。後世への影響という点で、世

界史上最大の事件といえます。そして、彼の航海の大きな目標かジパング、つまりマ

ルコ・ポーロかF東方見聞録』の中で伝えた黄金の国ジパングでした。彼の航海計画

は無謀なものでは決してなく（もちろん彼はアメリカ大陸の存在などは知りませんで

したガ）、当時の地理知識に従って、∃一口、ソパとアジアの問の海はさほど広くない、

そしてその間にジパングかあると信じていたのです。

マルコ・ポーロのジパングは15世紀中頃には地図上にその姿を現し、16世紀中頃の

ポルトガル人の“田本発見”をへて、さまざまな姿を地図上に見せ、19世紀にシーボ

ルトか正しい姿をヨ一口、ソ川こ紹介するのです。

これら地園上の日本の姿は、地図の発達史と壮大な東西文化交流の証言者といえま

す。

展覧会では、博物館所蔵の古地図でもって、コロンブスの航海の動機となったジパ

ングと、そしてその後の地図上の日本の姿を探ります。

く出　品　目　録〉

N。＿　　　資　　料　　名　　　　　　　作　者　等　　　年　代　　版種　　寸法（cm）　備　　考

1　カタロニア世界国

2　プトレマイオス地図帳　一冊

3　プフジア園

4　カンデル世界国

5　南北アメリカ大陸園

6　ガスタルデイ西半球園

7　地球の舞台　一冊

A．ワレスケス

B．シルバヌス

」．プリイス

D．カンデル

S．ミユンスター

J．ガスウルデイ

A．オルテリウス
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1375年頃　〔複　製　国〕
関　西　大　学
国書能所蔵

1511年　　木版　　　43．0×29．5

1522年　　木版　　　30．8×55．8

1550年　　木版　　34．0×36．5

1550年頃　木版手彩　28．8×38．5　表紙左下

1550年頃　木版　　31．5×39．6

1570年　　銅版手彩　41．0×28．5

No・　　　資　　料　　名　　　　　　　作　者　等　　　　年　代 版種　　寸法（cm）　　備　　考

8　フフジア図

9　乗インド諸島図

10　ノフルタリフ園

11キサトウス日本国

12　太平洋図

13　デ・ヨーデアジア図

14　プランシウス世界図

15　ティセラ日本図

16　リンスホーテン菓インド地域国

17　プトレマイオス世界図

18　メルーラ世界図

19　メルカトル中国及び日本国

20　ホンディウスアジア励

21カルデイム日本図

22　フラウ中国圏

23　ブリ工日本国

24　アジア図

25　北東アジア園

26†フンソン日本及び蝦夷島国

27　フフジア図

28　乗インド地域図

29　中国および日本国

30　日本及びエソ島国

31ブラウ世界図

32　棄インド地域図

33　9ベル二工日本国

34　大ウルタリア園

A．オルテリウス

A，オルテリウス

A．オルテリウス

R．キサトつス

A．オルテリウス

G．aC，デ・ヨーデ

P，プランシウス

」．ティセラ

A．ランプレン

G，メルカトル

P．メル「ラ

R．メルカトル

J．17ンソン

A．カルデイL

J．フラウ

P．ブリ工

N．サンソン

H．ダンケルツ

J．†フ二ノソ二ノ

N．ブイツセル

H．ドニノカー

F．デ・ウイ、ソト

R．ダ、ソドリー

J．フラウ

F．デ・ウイット

J．B．9ヘル二工

G．カンテリ
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1570年　　銅版手彩　42．8×55．5

1570年　　銅版手彩　41．0×53．3　表紙左上

1570年頃　銅版手彩　38．4×51．0　表紙石下

1586年　　〔複　製　園〕

1589年　　銅版手彩　朋．5×57．3

1593年　　銅版　　40．3×54．0

1594年　　銅版享彩　47．5×64．0

1595年　　銅版手彩　47．0×55，0

1596年　　銅版手彩　40．3×53．2　表紙石上

1605年　　銅版手彩　39．0×52．0

1605年　　銅版　　32．6×53，0

1606年頃　銅版手彩　45，0×55．0

1632年　　銅版手彩　48．5×55．8

1646年　　〔複　製　園〕

1650年　　銅版手彩　49．0×55．0

1650年頃　銅版享彩　41．5×57．5

1652年　　銅版手彩　26．9×37．5

17世紀後半　銅版手彩　45．0×56．0

1659年　　罰版　　46，8×58．0

17世紀後半　銅版手彩　45．0×55．5

1660年　　銅版手彩　59．8×48．1

1660年頃　銅版手彩44・8×55・9彗讐ウ彗讐

1661年　　銅版手影　55．0×82．0

1662年　　銅版享彩　51．0×60．5

1680年　　銅版享彩　53．2×65．3

1680年　　銅版手彩　37．1×53．3

1683年　銅版　46■5×60・9讐巴ワ雪空讐



No．　　　資　　料　　名

35　コロネリ日本園

36　プアルワ世界国

37　マルチイ二日本国

38　モル大アジア図

39　フフジア図

40　レランド日本帝国国

41ケンペル日本園

42　フフジア図

43　ホーマンアジア図

掴　ボー工ン日本帝国固

45　ボンヌ中国朝鮮日本国

46　ラ・ペルーズ航海記　一冊

47　シーボルト日本国

作　者　等　　　年　代 版種　　　寸法（cm） 備　　考

∨，M．コロネL」　1692年　銅版　　弧0×69・7

G．プアルワ　　1700年　嗣版手彩52・3×63・3

1．コフェンス　1700年頃　銅版享彩54・6×72・5

C．モルティール

H．モル　　　1710年頃　銅版手彩64・1×104・1

H．シエーラー　18世紀前半銅版手彩27・9×42・2

A．レランド　　1715年　銅版享彩53・5×63・5

J．G．シヨイピソ工ル1727年　銅版手彩46・6×53・3

M．ゾイツ9－1730年頃銅版享彩53・4×62■1讐讐ワ雪空讐

H．ホーマン　　174推　銅版手彩54・0×64・9

E了ボー工ン　　1747年　嗣版手彩39・5×46・O

M．ボンヌ　　1786年　銅版手彩39・8×27・O

。．Fテペルーズ　欄年　銅版　45・8×32・0讐讐ワ要望讐

F．シーボルト　1840年　〔複製固〕

（4）ギャラリー展示

展　 覧　 会　 名 全　　　 期 内　　　　 容

明 治 の 引 札 展 4 ． 4 ． 4 ～ 5 ． 1 7 引 札 の 中 で 、図 柄 の 美 しい もの や 特 徴 の

あ る もの を展 示

神 戸 ゆ か りの芸 術 家 た ち展 4 ． 5 ． 24 － 7 ．2 3 田村 孝 之 介 を中心 に 郷 土 ゆ か りの 芸 術 家

を紹 介

川 西 英 版 画 展 4 ． 7 ． 25 ～ 9 ． 10 神 戸 が 生 ん だ代 表 的 版 画 家 川 西 英 の作 品

約 3 0 点 で川 西 版 画 の 魅 力 を紹 介

江 戸 ・明 治 の 鋼 版 画 展 4 ． 9 ． 1 2 － 10 ． 18 館 歳 の 江 戸 後 期 か ら明 治 に か け て の銅 版

画 約 30 点 を展 示

別 車 博 資 水 彩 画 展 4 ．12 ．9 ～ 5 ．1 ．2 1 神 戸 の 水 彩 画 家 と して名 高 い故 別 車 博 資

の 作 品 約 3 0 点

深 山龍 洞 展 5 ． 1 ． 2 3 ～ 3 ． 1 7 現 代 か な 書 道 に漢 字 の 力 強 さ を加 え 、新

生 面 を開 い た作 品
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○明治の引札展　平成4年4月4日～5月17日

「引札」とは，広い意味で，江戸”明治・大正期にかけて使われた広告用のすり物をい

います。なかでも，明治一大正期にかけて，商店や廻船問屋が年末年始などに配った引札

は，図柄や色彩が美しく・私たちの目を楽しませてくれます0

これらの引札は，明治中ごろまでは木版手摺りがほとんどで・馴半山・二代長谷川貞

信・林基春ら関西で実力を発揮した浮世絵師が筆をふるいました。また，銅版刷りが流行

した時期もありましたが，明治後半になると，木版摺りは衰退し石版刷りが主流となって，

尾竹国一川崎巨泉・野村信豊らが活躍します0そのころの印刷所では・大阪の古島・中

引札の酪二は，七福神・鶴亀・日の出など縁起のよいめでたい図柄が最も多く，生産

や財貨に緑の深いえびす・大黒がとくに好まれたようです0また，汽車・飛行機・自動車

など最先端の乗り物，新開や電話，最新流行の服装をした美人や子どほどが描かれ・生

活が洋風化していくようすがわかります0日清・日露戦争ごろからは軍人がたびたび登場

したり，二宮金次郎など歴史上の人物が教訓的に描かれるなど・当時の社会的風潮も伝わ

ってきます。他に，広告らしく店頭風景や商品をアトルした引札，暦や時刻表入りの実

用的なものも数多く残されています。　　　　　　　　　　　い

もちろん，これらの画題は単一ではなく・えびす・大黒が藻を刈る（儲かる）図柄と暦

が並んで描かれるなど，いろいろな組み合わせが見られます。

今回の展覧会では，当時の世相や人々のあこがれた最新の風俗などを読みとっていただ

くために，引札を画題別に展示します0
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No・　　資　　料　　名　　〔威誓洗〕年　代　　作　者　　版　種

く店頭風景や商品を描いた引札〉

1　貿易商・中根左平引札

2内外石油礪油種油大販売・井上油店等引
札

3　三府風流小間物卸小売・山口紅葉堂引札

4　銘酒沢之鶴・石崎醸造場等引札

5　懐炉灰符二懐炉品々・養老堂引札

栗田式洋灯口金荷二ホヤ・栗田商会本店
等引札

7　大阪石油会社本店等引札

8　生魚商・魚伊引札

9　牛乳搾取直販売所・遠松牧畜場引札

10　下駄製造小売・小田初次郎引札

中央区　　明治時代　　中　沢　版　　木版色濯

中央区　　明　治時　代　　　　　　　　　　石版色刷

茨木而　明治～大正時代　尾竹国一画　　石版色刷

灘　区　明治時代　完畠良基霊　■木版色濯

大阪而　　明　治　時　代　　　　　　　　　　木版色暦

大阪而　　明　治　時代　　　　　　　　　　木版色層

大阪市　　明　治時　代　　芳　光　画　　木版色層

東灘区　明治～大正時代　金森観陽画　　石版色刷

長田区　明治～大正時代　　　　　　　　　　石版色刷

東灘区　明治～大正時代　　　　　　　　　石版色刷

く七福神・日の出・干支などを描いた引札〉

11皇国舶来珊瑚珠卸商・小栗支店引札

12　御〔口判彫刻所・文尚堂引札

13　足袋装束厚司類・真島商店等引札

14　万染物はっぴ・成瀬宇之助引札

15　海産商・田中吉三郎引札

16　西洋反物商・田中平次郎引札

17　履物商・吉田商店引札

18　中人締小袖続真綿類・中巻猪之助引札

く昔話や歴史上の人物を描いた引札〉

19　墨製造販売所・小田辰蔵引札

20　万金物＃二鍋釜売捌所・岡田房吉引札

21御菓子商・甘玉堂引札

大阪而　　明　治時代　　長谷川貞信画　　木版色層

兵庫区触24年（1891）㌘日貨信震　木版色摺

中央区　明細年（1906）歪訳者讐　石版色刷

兵庫区　明治～大正時代　川崎巨泉画　　石版色刷

大阪而　明治時代　孟夏三法宴　木版色摺

中央区　　明　治時代　　判　而　版　　木版色摺

兵庫区鵬39年（1906）謁？署讐　石版色刷

兵庫区　明治～大正時代　　　　　　　　　石版色刷

兵庫区　明治～大正時代

東灘区　明治～大正時代

石版色刷

石版色刷

東灘区　明治～大正時代　野村忘童画　　石版色刷
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Nn　　　　　資　　　料　　　名

22古壷壱鎧販売所・後問沿引札

23　履物商・吉田商店引札

24　材木商・河井商店引札

25　米穀商・本浜商店引札

26大蔵省指定雇鐘小売商・町田商店引札

く世相や風俗を描いた引札〉

27　引札見本（郵便はかき・汽車の国）

28　生，統監製造所・竹原勇吉引札

29　舶来硝子板石版美術画各種販売商・伊浅
商店等引札

30白米商符二醤油篇監販売・上田商店引札

31とうふ商・野口勇吉引札

32　引札見本（自動車に乗る田子）

33　諸紙帳簿文房具内外石鹸化粧品・川本商
店引札

34　承寿堂引札

35　履物商・吉田商店引札

〔感電深洗〕年 代　　　作　者　　　版　種

兵庫区　明治35年（1902）古島竹次郎　　石版色刷
印刷・発行

兵庫区　明治～大正時代

兵庫区　明治～大正時代

中央区　明治～大正時代

中央区　明治～大正時代

石版色刷

石版色刷

石版色刷

石版色刷

明治時代　長谷日頃信画　木版色潜

大阪而　明治時代

大阪而　明治23年（1890）林宴春画

中央区　明治時代

中央区　明治～大正時代

明治～大正時代　野村信童画

兵庫区　明治～大正時代

兵庫区　明治～大正時代

兵庫区　明治～大正時代

く麿・時刻表・地図などを描いた引札〉

36諸荷物運送廻船問屋鮎・前田治石工門
引札

37感菰絡ら所・藤岡久助引札

38砂糖砂糖演芸菜敵砂糖商・奥村商店引
札

39　とうふ商・野口勇吉引札

40　呉服文庫類えり文庫類・伊藤宗七引札

41御定宿・後藤桂治郎引札

42　貨物運送取扱・北島運送店引札

兵庫区　明治13年（1出0）

兵庫区　明治22年（1889）

中央区　明治39年（1906）

中央区　大正5年（1916）

京都而　明治13年（1880）

中央区　明治26年（1893）

中央区　明治3年（1900）
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長谷川貞信画

広田米七翻刻
発行・駐日軌

工藤亥三郎
印刷・発行

中井徳太郎
編目匡・発行

岩本幸治郎
編輯・出版

大重吉吉窮輯
古島竹次郎
〔＝刷・発行

銅版色刷

木版色摺

石版色刷

石版色刷

石版色刷

石版色刷

石版色刷

石版色刷

木版色摺

木版色層

石版色刷

石版色刷

木‾版色摺

木版色層

石版色刷

○川西英版画展　平成4年7月25日～9月10日

川西　英（189卜1965）
明治27年，神戸而兵庫区乗出町に生まれる。兵庫で代々回船業と乾物米穀問屋を営む淡路屋

を屋号とする商家の七男。本名．川西英雄。兵庫県立第二神戸中学校（現兵庫高校）から兵庫

県立神戸商業へ転入学。在学中より洋画を制作。大正11年，兵庫乗出郵便局長となり，以後，
業務のかたわら版画を制作するようになる。関西での創作版画運動の草分け的存在。
大正12年，日本創作版画協会展に初入選以後，斬新で明快な作風の木版画を意欲的に制作、

国内，国外の展覧会に発表する。昭和3年，国画創作協会展に初入選。7年，日本版画協会会
員に推される。10年，国画会会員となる。

自分で下絵を描き．版を彫り，内意に潜りあげるという自画．自刻，白蓮をつらぬき，ブラ
ッつ，マチス，カンディンスキー，レジェ，ミロなど主に画集を通じて多くの西欧の画家の作
品からうけた刺激を，独自の造形感覚と卓抜な色彩感覚で消化，新しいスタイルの親密で装飾
性の高い木版画を完成させた。近年，版画か重要な表現のひとつとして認識され，川西の評価
はとみに高くなっている。
昭和24年，兵庫県文化賞，37年，神戸新聞平和賞。40年，神戸において没。

題　　　名

1．サーカス下絵
2．船　　　室
3．古道具屋
4．雪積小村画稿
5．雪積小村
6．湖畔雪景
7．元町初夏
日．天の橋立
9．船　　　窓
10．船　　　室
11．薔　　　薇
12．自　画　像
13．雨の松島
14．アイヌの部屋小下絵
15．アイヌの部屋
16．国際海港
17．露　　　台
18．小春日和
19．アクロバット
20．夜　の　5巷（アネモネ）
21．立　　　抗（登り窯）
22．室　　　津（漁村路地）
23．5巷　　　都（信号旗）
24．外国航路（クレセントピル）
25．赤い天幕
26．ネ　オ　ン（大阪）
27．三善　偶　陣（異人館）
28．神戸情緒
29．秋　　　寂（苔寺）
30．噴上る馬 く絶筆〉

出　品　目　録

制作年

昭和8年（1933）頃

昭和16年（柑41）

昭和16年（19Jll）

昭手口16年（1941）頃

昭和16年（1941）

8召和17年（柑42）

昭和24年（1949）

昭和25年（1950）

昭和27年（1952）

昭和28年（柑53）

昭和28年（1953）

昭和28年（1953）

昭和29年（1954）

日召和30年（柑55）頃

昭不口30年（1955）

昭和32年（1957）

日召和32年（1957）

日召和33年（柑58）

昭和34年（1959）

昭和36年（1961）

日召和36年（1961）

昭和36年（1961）

昭和36年（1961）

昭孝口36年（1961）

昭和38年（1963）

昭和38年（1963）

昭和39年（1964）

昭和39年（196／1）

昭和40年（1965）

昭和40年（柑65）

技　法

水　彩

木版色摺

木版色摺

鉛　筆

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色招

木版色摺

木版色摺

シルクスクリーン

木版色摺

木版色摺

水　　彩

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色】習

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色】習

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

画面寸法
各47．0×25．0cm

47．0×32．5cm

45．3×60．3cm

29．1×17．6cm

21．0×32．1cm

60．0×4∠1，8cm

48．3×32．2C汀1

48．4×33．0cm

59．8×44．8cm

44．8×59．日cm

48．3×33．1cm

47，4×32．5cm

33．2×4B．5cm

47．9×33．1cm

60．3×45．1cm

60．0×46．2cm

61．1×46．2cm

45．3×60．Bcm

45．4×6ロ，Ocm

59．5×44．5cm

33．DX47．9cm

48．3×33．1cm

45．0×60．0cm

24，2×32．9cm

59，5×44，0cm

45．5×60．3cm

32．9×48．4cm

32．5×47．5cm

33．1×48．3cm

60．8×45．7cm

作品保存のため会期中展示替えをすることがあります0
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○江戸・明治の銅版画展　平成4年9月12日～10月18日

江戸幕府による鎖国によって跡絶えていた日本の銅版画は＼18世紀後半以降の

蘭学の興隆とともによみがえり＼司馬江漢・亜欧堂日善ら江戸の画家たちによる

製作か始まります。

その後嗣版画製作の中心は京阪地方に移り＼中伊三郎・初代玄々堂などの優れ

た作家か登場しました0二代玄々堂か東京へその活動の拠点を移すと＼紙幣や切

手などの印刷技術として銅版技法か発展します0

木版では不可能な精巧な描写力によって＼銅版画は近代の印刷文化に貢献をし

ました。このような側面の一万で、当時の人々の異国への好奇心、または昔日の

名所風景を緻密に描いた作品の数々は＼現在の私達をも強くひきつける魅力を持

っています。

神戸而立博物矧は草創期の銅版画の充実したコレワシヨンを再しています0こ

れまであまり紹介される機会かなかったこれらの作品を通して＼その小さな画面

と繊細な描線に込められた近代人の思いの数々を感じ取っていただければ幸いです0

名　　　　称

1．江漢画室図

画　者　　　制作年

司馬江漢

2．以顕微鏡観虫類図（天球全図のうち）　司馬江漢

3．桜田馬場射御之図　　　　　　　亜欧堂田善

4．日駿河台水道橋眺望　　　　　　亜欧堂田菩

5．東都千住橋戸町ヨリ大橋之方二至ル景　安田雷洲

6．豹　　　図

7．海　獣　図

8．華項山智恩院雪中景

9．feelikon kastel

lO．珊瑚採取図

11．西洋少年図

12．象　　　図

近藤集延

近藤集娃

井上九皐

中伊三郎

中伊三郎

中井三郎

中伊三郎

13．大坂大川難波橋ヨり東ヲ望国　　　　中Jt日吉輔
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寛政6年
（1794）

寛政8年
（1796）

文政13年
（1830）

天保4年
（1833）

材　質　　画面法量（cm）

紙本銅版　　　　26・4×13・7

紙本銅版筆彩

25．6×13．6

（蟻図）
26．0×11．7

（ポウフラ図）

紙本銅版筆彩　11．8×17・3

紙本銅版筆彩　10．8×15・8

紙本銅版筆彩　　7・1×11・9

紙本銅版　　　16・4×20・0

駄本銅版筆彩　15・8×20・4

紙本銅版　　　10．0×15・6

紙本銅版　　　　7・1×　7・7

紙本銅版　　　11．1×15・3

紙本銅版　　　　6．1×10・3

紙本銅版　　　　24．6×43・8

紙本銅版　　　10．5×15・9

名　　　　称　　　　　　　　　　画　者　　　制作年　　　材　　質　　画面法量（cm）

14．浪花高津従仁徳天皇社境内望市中

15．江尻・吉田（東海道五十三次）

16．羅得島之港蘭船人津図

17．指南車図

18．西洋国大船の図

19．市街戦争図

20．西洋王侯図

21．机　　　山

22．洛西島原出口柳

23．極細銅版画貼交

24．三条大橋御高札場ヨリ洛東遠望之図

25．俊寛喚船図

26．洛東南禅寺之図
（京都名所五十貫のうち）

27．浪花川崎鋳造場之風景

28．英吉利国大軍船図

29．紙園石鳥居

30．肥前長崎丸山

31．江戸新大橋

32．皇国蹴鞠西洋伝信機同
マグネット唐土二十五弦

33．明治天皇皇后両陛下肖像

34．HI P P O C RATE S

35．東京新大橋中洲三ツ股眺望

36．東京墨江花之風景

37．子供と風船

中川信輔

中川信輔

玄心重合山

玄心堂舎山

初代玄々堂

初代玄々堂

初代玄々堂

初代玄々堂

初代玄々堂

二代玄々董

松田龍山

石田有年

石田有年

石田旭山

岡田春燈斎

岡田春燈斎

岡田春燈斎

橋本澄月

青野桑州

結城正明

結城正明

梅村翠山

大村鶴峯

星野隆吉
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安政元年
（1854）

明治23年
（1890）

明治10年
（1877）

明治3年
（1870）

紙本銅版　　　10．9×16．0

紙本銅版　　　　　7．7×12．5

紙本銅版　　　13．3×11．1

紙本銅版　　　　　9．8×12．4

紙本銅版　　　　14．6×20．2

紙本銅版　　　17．8×27．5

紙本銅版　　　　24．4×19．2

駄本銅版　　　　　9．8×15．7

紙本銅版　　　13．6×14．5

紙本銅版

紙本銅版　　　10．0×15．2

紙本銅版色摺　14．1×18．4

紙本銅版　　　　20．0×29．7

駄本銅版　　　11．0×13．8

紙本銅版　　　19，5×24．5

紙本銅版　　　14．2×20．6

紙本銅版　　　　　9．5×15．5

紙本銅版　　　　　9．2×14．8

紙本銅版　　　　26．1×36．6

紙本銅版　　　　20．3×29．0

紙本銅版　　　　64．1×47．1

紙本銅版　　　10．5×16．4

紙本銅版　　　15．2×22．0

紙本銅版　　　14．3×　9．7



名　　　　称 画　者　　　制作年　　　材　質　　画面法量（cm）

38．東京新橋停車場之夜景

39．神戸溝川（名所十景）

40．西京嵐山（名所十景）

41．駿州三保（名所十景）

42．相州江之島（名所十景）

43．仮装舞踏会

安田其声

小林清規

小林清親

小林清親

小林清親

小林清親

明治15頃
（1882）

明治20頃
（1887）

紙本銅版

紙本銅版

紙本銅版

紙本銅版

紙本銅版

糸氏本銅版

20．5×27．8

11．0×15．8

11．1×15．2

11．0×15．8

11．0×15．9

29．2×37．1

○別事博資水彩画展　平成4年12月9日～平成5年1月21日

別車博資（1900－1976）
明治33年（柑00）、神戸市兵庫区川崎町に生まれる。本名、繁太郎。

信濃橋洋画研究所（大阪市西区）において国枝金三に学ぶ。のち、

石井柏辛の指導をうける。兵庫県立兵庫工業高校で教鞭をとるかた

わら－水会会員として水彩画を制作する。

昭和7年、日本水彩画会で第一賞受賞。同年、二科展初入選。39

年、渡欧。日本水彩画会会員、評議員。関西水彩画協会創立会員。

水彩画の特質である透明感のある純度の高い色彩とにじみの効果

をたくみに生かして、刻々変化する瀬戸の海、兵庫運河、港などの

風光をとくに好んで描きとめた。4卜年、兵庫県文化賞受賞。5卜年（19

76）、神戸で没。

光と彩雲の詩情－別事博資の画業－

水彩画は、日本において独自の発展を見せたが、いまだ油彩作品に比べ、本格的な表現法

ではないとする誤った認識が一部に根強くあるように思う。水を媒剤にするか、油を媒剤に

するかは、その保存上の強度の違いこそあれ、優劣の問題ではないのは当然のことである。

しかし、こうした偏見は昔からあったようで、水彩を表現手段とする画家は、そうした見方

を作品で翻意させようと、むしろ水彩にこだわり、探化させて、醇乎たる造形を世に送り出

そうとするひそかな意気ごみを内面に保持するように思われる。別事博資の画業にも、静か

ではあるが、水彩の美質にこだわり続ける気骨のようなものが通流している。

別事は、グワッシュ（不透明水彩）風のフォーヴイスティックな、言わば「輸入された表

現」からスタートし、しだいに風景の色と光を表現するため純度の高い透明感を効果的に用

いようとするに至る。下地の紙の白きが、的確な筆の一閃によって光に変えられ、コントロ

ールされたにじみの効果を利かして、いかにも「日本のみずえ」と呼ぶにふさわしい軽快で

淡腰な風景世界が描き出されていったのである。

別事の諸作のうち、とくに小品は大作に遜色なく、むしろ大きさを意識させず秀逸なもの

が多い。それは水彩画の特性であると言ってもよい。なぜなら大作は写生中に風光が変化し

てしまうが、小品の場合、情景から得た霊感を持続させて仕上げきることができる。別車の

小品に習作（エスキース）がないのはそのためである。

画家は刻々変化していく気象と光を追いかけるようにして描いている。別事の出来のよい

作品には、移ろう光と空気を封じこめようとする一瞬の気合いと、風景を西中につかまえた

画家の充足した表情が背後に見て取れる。

わずかの筆のタッチが潮風の匂いや、冷えていく夕暮れの温度をふくらみを持って看取さ

せる。そうした感覚は、俳句的でさえあり、別事の文人的側面を想察させる。別事は骨董趣

味があり、浮世絵の有名な収集家でもあった。そう言えばぼかしの効果や、後年の諸作のも

つ情趣性は広重の風景に一脈通じるものがあるかも知れない。

別事博資は、中央で名を上げるような生き方はしなかった。彼はよき教師として生き、信

濃橋洋画研究所の遺風を俗化させることなく、すぐれた神戸の水彩画家として生きた。私た

ちは、残された諸作の前に立って、瀬戸内の軽快な空気のふくよかさを、あらためて深々と

呼吸するのである。
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Ⅰ　神戸の風光を描く

1．兵庫・造船所風景

2．神戸山手風景

3．車のある風景

4．旧栄町風景

5．海岸通り

6．京町筋

7．海岸通り（B）

8．神戸第5突堤より

9．－ノ谷風景

11・唱悪霊昌本水彩画会展〉
12．メリケン波止場より

13．神戸風景（県庁前）

14．彩雲兵庫運河

15．雪の朝・中突堤〈兵庫120景展〉

16．北野風景

17∴須磨

18．港府瞭く大丸・個展〉

19．讐宗男孟昌雲霊這歪憲‡
ⅠⅠ滞欧作

21．モ美完ノン皇甥雪パ風景展〉
22．セーヌに釣るく－水会展〉

23．スイス・■列レフス（ウェギス村）

24．盃妄盃i芙完彗豊吉靂去声
25．オランタ・マルケン島

26．ローテンプルク

27・宗光茅三百」戸にて
28．トレド

29．ピラミッド

ⅠIl　写生の旅

30．雪晴れ風景

31．九十九里浜〈一水会展〉

32．兵鮎景崩の並木道く兵射2順展〉

33．谷間の竹林

34．富士

35．日出つる頃（早春の大山）

36．嵐山風景

出【コRP

昭和初年頃

昭和6年（1931）

昭和7年（1932）

昭和7年（1932）

昭和8年（1933）

昭和14年（1936）

昭和27年（1952）

日　銀

油彩・キャンバス　33．5×45．8　　北濃邦夫氏蔵

水彩・紙　　　38，6×50．5　　個人蔵

制作年不詳

昭和30年（1955）

昭和33年（1958）

昭和35年（1960）

昭和35年（1960）頃

昭和38年（1963）

昭和40年（1965）

昭和42年（1967）

制作年不詳

制作年不詳

昭和48年（1973）

昭和50年（1975）

昭和39年（1964）

昭和39年（1964）

昭和39年（1964）

昭和39年（1964）

昭和39年（1964）

昭和39年（1964）

昭和39年（1964）

昭和39年（19糾）

昭和39年（1964）

昭和39年（1964）

昭和29年（1954）

昭和41年（1966）

昭和42年（1967）

制作年不詳

制作年不詳

制作年不詳

制作年不詳

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩▲紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙

水彩・抵

水彩・紙

水彩・紙

水彩・紙
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23．7×33．0　　北浪邦夫氏蔵

44．3×58．8　　神戸而立博物館蔵

50．8×62．6　　神戸而立博物館蔵

22．1×33．2　　個人蔵

26．4×35．9　　米谷嘉晃民意

19．8×33．4　　個人蔵

57．2×77．3　　神戸而立博物能層

56．6×75．8　　神戸市立博物鋸南

56．5×75．4　　神戸而立博物館蔵

69．2×102．5　精機工業所蔵

38．1×54．4　　神戸而立博物館蔵

27．0×38．1　神戸而立博物館蔵

24．7×33．6　　米谷嘉晃民意

25．9×37．1　大木基弘氏蔵

26．8×36．5　　精機工業所蔵

16．6×26．4　　大木基弘氏蔵

67．5×102．0　　神戸而立博物鋸屑

34．2×45．1　米古妻晃民意

25．1×16．9　　大木基弘氏蔵

67，0×100．3　　神戸而立博物館蔵

31．9×43．6　　精機工業所蔵

16．5×30．3　　大木基弘氏蔵

15．9×21．4　　精機工業所蔵

32．6×44．5　　神戸市立博物舘蔵

26．2×34．5　　神戸而立博物館蔵

69．3×101．3　　神戸而立博物館蔵

25．8×20．3　　神戸而立博物館蔵

37．7×56．5　　北浪邦夫氏蔵

69．3×100．1　神戸而立博物館蔵

70．5×103．8　　精機工業所蔵

101．0×67．4　　大木妄弘氏蔵

34．3×51．3　　精機工業所蔵

35．0×52．0　　精機工業所蔵

28．1×37．9　　精機工業所蔵

37・彩雲・明石　　　　　　　　制作年不詳　　水彩・紙　　35・7×51．2　大木室弘氏蔵

38・立杭の窯屋く兵庫120景展〉　　即□42年（1967）　水彩・紙　　26■4×36．9　米谷嘉晃氏蔵

39・信楽の里　　　　　　　　昭棚2年（1967）　水彩・紙　　25・4×36．4　北濃邦夫民蔵

40・丹波の朝霧く兵射20景展〉　　昭和42年（1967）　水彩・紙　　22・6×35．0　大木基弘民蔵

斉作品保存のため会期中、展示かえかあります。
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3　学習室・図書室

（1）学習室

学習室は、「見る、触る、考える」というテーマに基づいている0常設展示室の展示部門で十

分に表現できをい分野を具体的資料を自由に手で触り、動かして、その事物の感触を味わい、楽し

みをがら神戸の発展の姿を学習する情報資料提供の場で、次の3つのコーナーをもっているロ

見るコーナー

博物館で資料展示が囲雉な、動きのある祭りや生産物の工程を示すもの、また建築物や、空か

らの郡市景観、神戸の歴史などをビデオディスクを使って映像で紹介している。

これらは、リクエスト型のテレビで解説も日本語、英語のいずれでも聞けるようにしてあり、

各自が自由に見たいものを選択できるようにしている○

触るコーナー

常設展示室の原始・古代部門に展示されている縄文時代、弥生時代、古墳時代の土器の模型を

配置し、自由に触り、各時代の土器の解説を見聞きしながら、土器の感触を直接体験できるよう

にしている。

また国宝桜ケ丘出土の6号銅鐸のレプリカ（複製）にも触れ、銅鐸の音色を楽しんだり、壁面

に措かれた古代人の生泊想像画を兄をがら、古代人のくらしを身近に感じてもらおうというもの

である。

考えるコーナー

神戸に伝わる歴史や話題を、モニターテレビから放映される各コース5問題を視聴して、解答

を考えていくのである。各席に備えつけられた操作盤の押ボタンを動かして、解答の正誤が、す

ぐにわかるようになっている。

各コースとも、1問題を2分程度にまとめ、10分間・このクイズを楽しむことができる。

（2）図書室

この函書室は、神戸に関係したもの、東西文化交流に関係したもの、考古学に関係したもの、

南蛮・紅毛美術に関係したものを4本柱としている0

館内の展示部門の基礎的理解を深めていきたい人、専門的に探求しようとする人たちのために

気安く利用できる開架式の図書室である。
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4．普及事業（平成4年度）

・博物館独自の事業

（1）夏休み歴史散歩　　　　4，8．4～8．5　2教室

（2）夏休み土器づくり教皇　4・7・29～30　成形　講師　陶芸家　西念秋夫氏

4．8．20　　　　焼成　教室

（3）開館10周年記念講演会　「文化の国際交流」－世界の中の神戸－

5・2・20　　　　講師　作家　陳舜臣氏

・共催事業

（1）ミュージアム・コンサート

（20回）4．5．28

4．5．30

4．6．5

4．7．1

4．7．3

4．7．31

4．8．28

4．9．4

4．9．9

4．9．10

4．9．18

4．9．19

4．9．25

4．12．10

4．12．11

4．12．18

5．2．25

5．2．26

5．3．6

5．3．9

（2）第6回午後のシャンソン

ー日曜のティー　　　　5．1．24

タイムに贈る－　5，1．31

（8回） 5．2．7

5．2．14

5．2．21

5．2．28

5．3．7

5．3．14

〔神戸市民文化振興財団〕

神戸バッノ＼アンサン7、1ル

弘井俊雄ギターリサイタル

国友重紀フル1トリサイタル

岩崎恍／淑デュオ

森山／田中グループ

中野チェンバロ

バロック音楽の夕べ

原ギタ【リサイタル

神戸からのしらべ

神戸からのしらべ

神戸室内合奏団

神戸室内合奏団

ポストモダン／ネオモダン

賀集律子ピアノリサイタル

稲垣・林リサイタル

宮本慶子マリンバリサイタル

市川ピアノ

フルートアンサンブル

弦楽四重奏

弦楽

〔シャンソン協会〕

堀郁子

くつわともこ

峰大介

村山まり

のりお朋子

あべひろこ

鈴木潔子

合掌一朗
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人
　
人
　
人

3
　
　
5
　
　
3

3
　
　
6
　
　
3

295人

①計426人

190人

187人

253人

230人

151人

220人

286人

156人

200人

192人

154人

181人

217人

215人

89人

186人

137人

196人

298人

160人

（小計3，898人）

174人

213人

231人

222人

205人

203人

188人

81人

（小計1，517人）



（3）映画上映会　（4回）

プラド美術館長編映画　　　4．7．18～19　2回〔ば－とんof P＆P）　　　　　　324人

今井正監督作品名作集　　　4．5．241回〔神戸映画サークル協議会〕　　　　233人

’92第5回KOBE国際映画祭　4．10．251回〔神戸に映画文化を連絡協議会〕　149人

（小計706人）

（4）邦楽サロン　（8回） 〔邦楽鑑賞兵庫県連絡会〕

第7回三味線音楽シリーズ「琉球の風・日本の風」

4・10・24「琉球音楽」池田和夫　　大湾清之／仲村米子他　　　　　　　　149人

4・11・14「須磨琴」　小池義人　　小池美代子／三浦徳子／山崎八重子他　168人

4・12・5「清元」　谷村陽介　　清元延菊美／清元延柳／清元延さだ世他　85人

4・12・12「長唄」　佐野漣実　　杵屋勝之弥／杵屋勝寿治他　　　　　　169人

4・12・19「骨盤津」　常盤津′ト欣司　常磐津小欣司／常磐津綱男　　　　　　　65人

5・1・9「大和楽」　谷村陽介　　大和三千世／大和久満他　　　　　　　143人

5・1・16「地唄」　佐野漣箕　　菊聖公一／菊津木昭他　　　　　　　　116人

5・2・6「新内」　谷村陽介　　富士松　若瀬太夫／富士松　菊三郎他　171人

（小計1，066人）

（5）その他　　　（12回）

4・4・12　　ギターリサイタル（荘村清志）〔ば－とんof P＆P〕　　　　　287人

4・5・2－5　ひとりしぼいの芝居展〔神戸芝居カーニ／ヾル実行委員会〕　　　　396人

4・1C・17　詩とギターの競演（朝永桐世・吉川二郎）〔ば－とんof P＆P〕136人

4・11・6　　デザインファクトリーセミナー〔神戸7アション協会〕　　　　　86人

4・11・8　　尺八の世界（矢野司空）〔名古屋竹心会〕　　　　　　　　　　　55人

4・11・15　　吉日弓合奏団による音楽会〔畦地慶司古月弓合奏団〕　　　　　　　　85人

4・11・22　　ギタージョイントコンサート（ホセマヌエルカ一・吉川二郎）

〔ば－とんofP＆P〕　209人

4・12・13　　シャンソンコンサート（セルジュケルパル）〔神戸日仏協会他〕　271人

クリスマスダンス

5・2．5　　太平洋フォーラム
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106人

（小計1，631人）

（∋計8，818人

①＋②合計9，244人

平成4年度事業一覧

常 設 展示 室

1，2 ，3 ，4 ，5
特 別 展示 室 1　 南蛮 美 術館 主　 特 別 展 示 室 2

ギ ャ ラ り1 普　 及　 事　 業

4

月

5

月

6

月

7

月

日本 と外 国

との文 化 交

流 の よ うす

を神 戸 に 焦

点 をあ て な

が ら展 示

〈特 別 展 〉 明 清 名 画展

％ 什ト ‰侶） 31 日間 14 ，204 人

　（成澤 ・塚 原 ）

明 治 の 引札 展

対比ト ％佃）

（田井 ・問 屋 ）

夏休 み 土 器づ く り教室

く　 ん　 蒸　 ％（用～％ 出

神 戸 ゆ か りの

芸 術 家 た ち展
　　　 く特 別 展 〉

正 倉 院 の 故郷 一中 国 の金 ・銀 ・ガ ラス展 1

％（州～宛 （臼） 30 日間 29 ，087 人　　（森 田 ・赤 木 ・国 木 田 ） ％（Uト ％㈹

（岡 ・塚 原 ）

8

月

く 企画 展 〉

新 収 蔵 品展 （平

成 3年 度 収 集 分 ）

％岨 ～％ （日）

〔古 地 図企 画 展 示〕

館 蔵 古地 図名 品 展

川 西 英 展

（岡 ・塚 原 ）

．5　 3〔1
（問屋 ・田井 ） （三 好 ・赤木 ） ％什ト ％㈹

（％ ・方，・％．）

夏休 み歴 史散 歩

（％ ・％ ）

開 館 10周年 記 念講 演 会

（％ ）

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

〔南蛮 企 画 展 示 〕

黄 葉 美術 展

（成澤 ・塚 原 ）

〔南 蛮企 画 展 示 〕 く企 画 展 〉

商 売羞 讐売 志 展 日本 の摺 経 展

（岡 ・勝 盛 ） （問 屋 ・前 田 ）

江 戸 ・明治 の

鋼 版 画展

（塚 原 ・勝 盛 ）

‰ 什ト ％ 附

く特 別 展 〉衣 裳 文 化展 一森　 美 恵 とパ リ ・オ ー トクチ ュ ール

％ 綱 ⊥矧 日） 40 日間　 30 ，580 人

（宮 本 ・勝 盛 ・前 田 ・松 谷 ）

コロ 崇 貫 き 竃 ≡≡ 箋 源平 錦 絵 展　　　〈企 画 展 〉

（三 好 ・赤 木 ）

胤 灯 」 胡 9 」 （壕 原 ・成 澤 ） （問 屋 ・田井 ）

別 車 博 資

水彩 画 展

（岡 ・塚 原 ）

％ （水卜 兄（調

2

月

3

月

〈特 別展 〉 銅鐸 の世 界 展

施Ⅲ ～％（印 38 日間 15 ，320人 深 山龍 洞 展

（森 田 ・宮 本 ） （成 澤 ・塚 原 ）

㌧山 、十 州

ル ー　 ル　 汀昌



収蔵資料

1　新収資料

（1）受贈資料

資　　　料

上田乗場筆　明月照積雪

門口町水帳（明和8）

御検地写名寄帳（寛政10）

御検地写名寄帳（文化10）

摂津周八部郡奥平野村全図

奥平野相手別地図

奥平野村地誌

神戸市奥平野村全図

奥乎野村全図

小平野庄上之庄水論始終記

薩摩藩浜本陣小豆屋の門瓦

神戸関係絵葉書

泰西王侯騎馬図複製

深山龍洞作品

生島五郎兵衛家文書

（2）購入資料

資　　　料 名

敬

　

　

　

ト

∵

∵

㌧

㌧

－

∴

∵

、

‥

資　　　料　　　名

寄贈著名

菅　野　清　峯

西　川　光　一

／l

J／

森　本　泰　好

H

ll

ll

／

（財）神戸積徳会

松　本　正　美

十カシャクリエイティブ

深　山　八州夫

生　島　藤根十

数量

ア　絵画

才捌、l鼻熊合戦図

才鮒、l布引瀧図　藤原俊秀画

須磨寺全景　耳顕画

源義経一谷裏手之図

西国名所之内　兵庫磯之町

松井慶徳筆　桧虎図

美盾八競　八嶋夕照　国芳画

舗
　
枚

1枚

3枚続

貞秀画　　　　　1校

1幅

3枚続

名所江戸百景の内　羽田の渡し

銭曳の図

小原慶山筆　諸葛孔明陣中図

品川妓楼図

松井慶徳筆　海業に白頭翁図

義経記五条橋之図

川原慶賀筆　長崎港図

大垣泰治郎　因幡風景（冬）

西洋婦人図鞘絵

敦盛　直実＿　　春信画

広重画　　　1枚

3校続

1幅

1幅

1幅

1校

1点

1点

摂州須磨内裏源平大合戦之図　国貞画　　　5枚続

－　76　－

清盛入道布引滝遊覧悪源大義平霊討雉波次郎　国芳画3枚続

源平大合戦　国芳画

耀武八景　娼磨寺晩鐘　国芳画

豊前国羅漢寺真景

喜多武活　路乾図

山田宮常筆　牡丹に白頭翁図

戸乱忠翰筆　鷹に′ト禽図

洛中洛外図

オルテリウス肖像

3枚続

枚
　
枚
　
幅
　
幅
　
帖
　
隻
　
校

l

▲

　

　

2

　

　

1

　

　

1

　

　

1

　

　

1

　

　

1

六様性且芳自悼先負文覚上人　国芳画　　　　1枚

朝比奈絵めく　り　二代貞信画

信朴日日中島合戦　国芳画

イ　工芸品

カットガラス台付鉢

デルフト色絵阿蘭陀m

染付花井に西洋風景図大皿

染付花井に西洋風景図刀掛

浅草図ガラス徳利

1枚

3枚続

点
　
枚
　
枚
　
点
　
占
…

l

　

・

パ

ー

　

1

　

　

1

　

　

1

77　¶

資　　　料　　　名

切子ガラス小皿

カットガラス栓付瓶

オランダ・染付落ち穂拾い図小皿

イギリス・赤紫西洋男女図小皿

オランダ・染付花井文皿

イギリス・染付男女喫茶図小皿

イギリス・赤紫孔雀図′ト皿

イギリス・青磁小皿

オランダ・染付異国風景図深皿

オランダ・染付花井文皿

オランダ・染付異国風景図m

オランダ・染付西洋風景図皿

オランダ・染付ウィロウパタ【ン深皿

イギリス・緑地異国風景図皿

オランダ・染付異国風景図皿

オランダ・染付異国風景図皿

オランダ・染付異国風景図皿

オランダ・染付花井文深皿

オランダ・赤地投げ縄図皿

オランダ・染付花井文鉢

オランダ・金彩染付異国風景図鉢

オランダ・染付西洋風貴国鉢

オランダ・染付西洋風俗図碗

オランダ・染付西洋少年図碗

イギリス・緑地西洋少女図豊付碗

オランダ・染付落ち穂拾い図鉢

イギリス・染付西洋風景図マグカップ

オランダ・染付異国風景図盃

金彩藍色カットグラス碗

蓋付ガラス飾瓶

り　書籍・典籍

増補有馬手引草（享保2）

手引トト摩耶山記（写）

揚山千句

絵本勇者鑑

玄対画譜遺稿

司馬江漢　独笑妄言（写本）

源氏活花記　千葉龍卜編

邦彩蛮華大宝鑑

量

点

点

枚

校

枚

校

校

枚

校

枚

校

杖

校

枚

校

枚

校

校

枚

点

点

点

口

口

口

占

仙

点

卜

且

［

合

致
5
　
2
　
2
7
　
5
1
　
1
　
9
1
9
9
　
1
7
1
　
1
1
0
　
1
0
　
2
　
2
　
1
　
1
　
1
　
2
　
1
　
L
 
l
 
l
O
1
7
　
7
　
L
 
l
一
5
　
1
　
1

冊
　
冊
　
冊
　
冊
　
冊
　
冊
　
冊
　
冊

l
　
　
1
　
　
2
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
3
　
　
2

資　　　料　　　名

－　ェ　古文書

淡河村長福寺文書

兵庫津神田家文書

武庫・兎原・浄土元祖廿五押

上筒井村乳母奉公人文書

嘉納治兵衛宛書簡

摂州八部郡西須磨村文書

兵庫津氏神出入→件請証文

兵庫津御用錆名前書上

末野家関係文書

オ　歴史資料

相接番付兵庫高越山谷五郎横綱土俵入

兵嘩小学校卒業証書等

神戸名所案内記

神戸市灘区戦災復興土地割整理資料

神戸市六甲八幡土地区画整理組合確定園（昭和18J

ミカドラム子製造販売所・村尾商店等引札

白米商橋本商店引札

米穀検査施行に付心得（明治41）

牛乳商中土井芳松引札

荷車取締規則（明治37）

佳吉村農会々則

大正3年度県税戸数割賦課碩人数表

虎屋号パン製造売出し披露

第2回貿易製産品共進会規則（大正2）

観艦式記念海港博覧会全景図

旅館神戸館葉書等

神戸築港問題沿革誌（明治41）

桑港万国博覧会兵庫県・神戸ガイド

神戸開港50年察五大祝典紀念号（大正10）

源平展覧会写真帖（昭和4）

絵入耶蘇基督一代記　仝（明治12）

神戸区兵庫町会議案・議事規則（日射侶3）

株式会社川崎造船所製鋲工場

兵庫県新風景　福団眉仙（昭和7）

順通散・油屋佐兵衛引札

石油・柿崎常七引札

兵庫国立銀行規則

神戸商工録

将校団員名簿

数量

通
　
過
　
校
　
通
　
指
　
摘
　
冊
　
冊
　
点

2

　

2

2

　

1

　

1

一

1

　

1

　

1

　

2

3

枚

枚

点

点

冊

枚

点

点

枚

冊

占

…

点

占

川

点

校

点

枚

点

‥

貞

冊

冊

冊

冊

冊

枚

枚

冊

冊

冊

1

　

1

8

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

5

　

1

　

1

　

1

　

1

　

4

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1



資　　　料　　　名　　　　　　　　数量

乾物商・太田徳介引札　　　　　　　　　　1枚

THE S工GHTSAS SEEYFROMTHECARWINDOWSl冊

FIFTY YEARSINJAPAN l冊

摂州矢部郡車村妙法寺村石炭砿之図　　　　1枚

引札見本（蕾斉画）　　　　　　　　　　　1点

銘酒醸造元紅野平二郎引札　　　　　　　　1枚

Directoryof ForeignFirmsinKobe＆Osaka1935－61冊

－　78　－

宮垣秀次郎披璃製造所引札

ラムネ瓶

旅館神戸館広告

和洋紙問屋一色市右衛門引札

神戸市平野大正3年改称新町名地番地籍図

古写真・神戸港

坂神連合第2回燐票大会

足袋類仕入所藤井藤七引札

校
　
本
　
枚
　
枚
　
冊
　
点
　
帖
　
枚

1

　

1

5

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

各国煙草刻巻類大販売所西藤長次郎引札　　1枚

諸国向万平襟品々野村武助引札

金箔製造商菱田浅治郎引札

古写真・布引雌滝

古写真・布引雌滝

古写真・布引雌滝

古写真・布引

古写真・南から神戸港を望む

古写真・諏訪山より神戸市街を望む

古写真・オリエンタル・ホテル

古写真・ヘレン・リーフマース号

古写真・追谷付近より神戸港を望む

古写真・諏訪山温泉

古写真・諏訪山から神戸市街を望む

古写真・伊藤博文

1枚

1枚

1校

1校

1枚

1枚

1枚

1校

1校

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

古写真・The Fishermen’s LifeinJapan　1枚

古写真・諏訪山より神戸市街を望む・有馬温泉　2枚

古写真・相生橋付近より東を望む

古写真・有馬鼓ケ滝

V．0．C　関連資料

のぞき眼鏡

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

点
　
枚
　
枚

1
　
　
7
　
　
2

資　　　料　　　名

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

トア・ホテル絵葉書

トア・ホテル絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

オリエンタル・ホテル絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

量
　
校
　
放
　
校
　
枚
　
枚
　
枚
　
枚
　
枚

数
　
2
　
2
　
5
　
3
　
2
　
2
　
9
　
8

枚
枚
　
校
　
枚
　
枚
　
校
枚
　
枚
　
枚
　
柁
　
枚
　
校
　
枚
　
枚
　
枚
　
枚
　
枚
　
枚
　
枚
　
枚
　
枚
　
枚
　
枚
　
枚
枚
　
枚
　
校
　
枚
　
枚
　
枚
　
校
枚
　
枚

6

　

2

　

2

　

1

4

　

3

0

　

7

　

5

　

2

　

2

0

　

2

　

5

　

7

　

2

　

2

　

1

9

　

5

　

5

　

7

　

3

　

3

　

2

　

1

8

　

5

　

5

　

3

　

2

　

7

　

9

　

4

　

2

　

2

　

2

　

3

科　　　名

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

TheC】ilford－WiHkinsonTansanMineralWaterCo．，Ltd，．

関係絵葉書

TheClifford－Wi11kinsonTansanMineralWaterCo．，Ltd，．

関係絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

「JAPANESE BOY AT KOBE」絵葉書

真光寺大仏

神戸名所絵葉書

オリエンタル・ホテル絵葉書

オリエンタル・ホテル絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

神戸名所絵葉書

関西貿易商案内

帝国実業名鑑

兵庫県御影師範学校日英博覧会出品記念写真帳

鉄道50年祝典記念写真帳

鐘淵紡績株式会社兵庫支店写真帳

三菱造船株式会社神戸造船所一般図（大正9）

三菱造船株式会社神戸造船所一般図（大正12）

輸出生糸等商標

神戸市近郊ハイキングコース

神戸市内電信区画図

苅藻島運河及新湊川埋立地平面図

量
　
枚
　
枚
　
枚

数
　
2
　
5
　
5

2校

枚

校

枚

枚

校

杖

校

校

枚

枚

校

枚

枚

校

枚

校

枚

冊

冊

冊

冊

冊

枚

枚

枚

舗

枚

枚

2

　

2

　

5

　

2

　

2

　

2

　

2

　

1

　

2

　

5

　

4

　

3

　

4

　

6

　

3

　

3

　

2

5

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

2

1

　

1

　

1

　

1
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資　　　料

仁凰便覧

新板播州順参双六

名

力　地図・絵図

兵庫津寺社万絵図

烏原村絵図

神戸港及大坂湾図

大坂・兵庫・友ケ島海図

神戸兵庫実測新図（明治21）

和英詳密神戸市全図（明治24）

神戸市新図（明治41）

実地踏査神戸市新図（大正10）

神戸市全図（昭和8）

リンス言い－テン・東インド地域図

ドンカ【・東インド地域図

千・ウィット・東インド地域図

内裏之絵図（宝永6）

京大絵図（宝永6〕

東インド図

ヤンソ二ウス・中国図

サンソン・アジア図

インド洋図

ゾイッタ一・日本図

マルチィ二・中国・日本国

プロ、ム・中国・日本図

ロッシ・中国・日本国

キ　複製・模型・模造

オルテリウス「地球の舞台」（1595年複製）

桜ケ丘1号銅鐸　複製

気此1号銅鐸　複製

気比4号銅鐸　複製

平方遺跡出土銅鐸鋳型　複製

量
　
冊
　
枚

数
　
1
　
1

舗

眉

根

枚

校

柁

枚

枚

枚

枚

柁

校

舗

舗

校

校

校

枚

校

校

枚

枚

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

冊
　
点
　
点
　
点
　
対

l

 

l

 

l

 

l

 

l



（3）購入図書

（ただし雑誌はのぞく）

ア　　考古関係

「論苑　考古学」

「吉備の考古学的研究」上、下巻

「銅鐸の研究」資料篇、図録篇　他

イ　歴史関係

154冊

9冊　　オ　社会科学関係

24冊

「日本近代思想大系」7、別巻

「外国新聞に見る日本③」本編上・下、

原文編

「葬と供養」　他

「日本史学年次別論文集」古代1・2、　　　カ　郷土関係

11冊

2冊

2　資料の特別利用

（1）館外貸出

貸　出　先　　　　　展　覧　会　名
期　間　　　点数　　　費　　科　　名

中世1

「長崎叢書」1～4　他

り　美術関係

「世界美術大全集」11、23

「秘蔵日本美術大観」2、8

「琳派」5　他

工　地理・地図関係

「高橋景保の研究」

「日本歴史地名大系」32

「プラウの世界地図」　他

「神戸興業略年表」

「霧の中のささやき」

14冊　　キ　児童図書関係

11冊

「ものの始まり50記⊥　他

ク　その他

「昭和ニュース事典」5、6

「全国図書館案内　補遺」　他

ケ　外国語図書

“Atlantes NeerlandiciH1－6

“放宮書重囲錨’－1－9

“中華古文明大囲集’’1～8　他

一一　80　一

26冊

神戸海洋博物館

神戸市教育委員会文化

財課（神戸市埋蔵文化

財センター展示室）

財団法人柿衝文庫

大阪府立弥生文化博物

館

北海道立近代美術館

下関市立美術館

大牟田市立三池カルタ

記念館

財団法人佐野美術館

仙台市博物館

常設展示

西神ニュータウン内第65

地点遺跡出土銅鐸鋳型展

示会

春季特別展　絵入俳書と

その画家たち

春季特別展　弥生の神々

日本のリアリズムユ920S

～50S

開館1周年記念企画展

池田邁郁展

特別展　絵画は科学する

－江戸の好奇心と美術

表現－

平成4年4．1～5　1

3．31

4，4．4－5．5　　3

4．4．4～5．17　　2

4．4．11－6，7　　2

4．4．11－6．7　1

4．6．13～7．26

4，4．21－5．17　　5

平清盛坐條（西村公朝）

奈良県唐古・鍵遺跡出土銅鐸鋳彗・！

（複製）兵庫県赤穂市上高野出土

銅鐸鋳型（複製）福井県加戸下屋

敷遺跡出土銅鐸鋳型（複製）

江戸名勝図の内　目上野望山下（亜

欧豊田善）多賀城碑（亜欧豊田善）

国宝桜ケ丘第10号銅鐸　国宝桜ケ

丘第11号銅鐸

黄衣婦人イ象（田村孝之介）

天正かるた版木重箱　うんすんか

るた色絵香合　うんすんかるた（3

組）

4・4・24－5・25　1　雪の神戸港（池田造耶）

4・4・25～6・7　54　世界四大洲図・四十八回人物図（6

曲1双）風牡丹図（鄭培）燕子花

に西洋鋏図（佐竹曙山）相州鎌倉

七里浜図（司馬江漢）異国風景人

物図（双幅）（司馬江漢）今戸瓦

焼図（亜欧生田善）阿蘭陀船図説

（寛政2年版）（林子平の発行）天

球全図の内　序文　太陽真景図・

同解説（2枚）月輪実景図・同解

説（2枚）以顕微鏡観雪花図・同

解説（2枚）以顕微鏡観虫類図・

同解説（3枚）（以上22枚の内10枚）

（司馬江漢）東都名所全図（亜欧

豊田善）自隅馴Il望南之図（亜欧

堂田善）羽子板型日本国（顕微鏡

付き）　オランダ人外科療治之図

芝居狂言舞台顔見世大洋絵（奥

村政信）六玉川の内高野の卦Il（鈴

木春信）阿蘭陀フランスカノ伽藍

之図（歌川豊春）浮絵紅毛フラン

カイノ湊万里鐘響図（歌川豊春）

浮絵アルマ二ヤ珍薬物集之図（歌

川豊春）二見浦曙の図（歌川国貞）

新板阿蘭陀洋画（5枚）（歌川国長）

羅得島湊紅毛船人津之図（歌川国

虎）忠臣蔵十一段夜討之図（歌川

国芳）あふみや紋彦（歌川国芳）

阿蘭陀画鏡江戸八景（8枚）（袋付）

（葛飾北斎）風流無くてななくせ

81－



貸　出　先　　　　　　展　覧　会　名　　　　　　期　　間　　　点数　　　資　　料　　名

兵庫県立歴史博物館 特別展　湯の聖と俗と－　　4．4．25～6，14　26

－風呂と温泉の‾文化

の内遠目錆（葛飾北斎）東海道名

所一覧（葛飾北斎）ドドネウス本

革書　銅版諸国馬画集（リーティ

ンガー）大画法書（ライレッセ）

ヨンストン動物図譜　海舶来禽囲

薫（北尾政美）反射式のぞき眼鏡

ブラヴュールオランダ船文かラ

ス入り臨甲柄

異人館浴槽　有馬鉱泉水瓶（2点）

有馬六景　有馬温泉分析表　有馬

名所案内　有馬絵図扇子　上州草

津温泉図　上州草津温泉之図　上

州草津温泉之図　諸国一目道中記

温泉道しるべ　諸国温泉功能鑑

諸国温泉功能鑑　大日本温泉一覧

女風呂図（豊原国周）温泉玉の

湯引札　上州川原湯温泉全図　野

川日光山混泉之図　紀州龍神温泉

之図　龍神揚本家居之図　上野国

伊香保鉱泉浴客病癖全快祝宴（橋

本同延）伊香保鉱泉浴客話柄全快

祝宴（橋本周延）開化温泉之国（橋

本闇延）肌萌花の勝婦湯（豊原国

周）時世粧年中行事之内　寵細腰

雪柳風呂（落合芳幾）馬関温泉引

札

神戸海洋博物館　　　　船首をジパングへ，／－　　4．4．28－5．3115　世界図（ミュンスター）7Jトレマ

コロンブスとその時代－　　　　　　　　　　　　　　イオス地図帳（シルバヌス編）新

大陸図（ミュンスター）太平洋図

（オルテりウス）タルタリア図（オ

ルテりウス）アジア新図（メルカ

トル）アジア図（テ・ヨーデ）東

方案内記（リンスホーテン）

十字架透かし綺　南蛮人透かし鐸

南蛮船図鐸　金唐草脇差　楽器

を吹く南蛮人図小柄　南蛮人散策

図八稜線　十字架南蛮模様金蒔絵

印籠

財団法人NHKサービ　　織剛言長展

スセンター（東急百貨

店本店7階特設会場）

4，4．29－5．11　3　聖フランシスコ・ザヴィエルイ象（複

製）都の南蛮寺図（複製）泰西

王侯騎馬図（複製）

財団法人国際船と海の　　国際船と海の博覧会　　　　4．5．15－8．15　1　遣唐使船模型

博覧会協会（イタリア

共和国リグーリア州ジ

ェノバ市会場）

兵庫県立近代美術館　　幕末・明治の木版画　　　4．6．4～8．9　21　東都三ツ股の図　東都名所の内

両国の涼　するがだひ　かすみが

関　浅草今戸　二十四孝童子鑑の

－　82　一

貸出先　　　展覧会名　　　期　間　点数　　資　料　名

内　董永　曽参　大舜　郭巨　陸

績　唐夫人　三国妖狐図会の内

南天竺乃国王班足太子怪力　音姐

巳駅堂に被魅　肇腸夫人采姫が眼

を射て班足王をなぐさむ　華陽夫

人老狐の本形を顕し東天に去る

和漢準憮氏乙女悪狐華陽夫人顕

（以上　歌川国芳）写真鏡の内

神戸市市民局文化振興　大垣泰次郎洋画展

課（神戸市庁舎1号館

2楷市民ギャラリー）

文化庁文化財保護部（ア　海外展　古代の日本

」サー・M・サックラ

【美術館（アメリカ

ワシントン日

赤穂市立歴史博物館 特別展　銅鐸

神奈川県立近代美術館　火と炎の絵画

東武美術館　　　　　栄光のハ7。スプルク家展

－‾千年帝国の神話一

産経新聞社事業局（池　生誕百年記念展　もうひ

山猟図　涼岳図　大泉図　美人図

（落合芳幾）写真鏡風船図（梅素
亭玄魚）

4・7・3ト8・24　3　因幡風景（冬）砂丘（暁）砂丘（は

まごう）（以上　大垣泰治郎）

4・8・9～11・2　2　国宝桜ケ丘第2号銅鐸　国宝桜ケ

丘第5号銅鐸

4・8・12－9■2316　人豊里出土朝鮮式小銅鐸偶製）

投上出土銅鐸（複製）伝讃岐出土

銅鐸（複製）桜ケ丘第1号銅鐸（複

製）桜ケ丘第5号銅鐸（複製）桜

ケ丘第6号銅鐸（複製）桜ケ丘第

7号銅鐸（複製）桜ケ丘第11号銅

鐸（複製）桜ケ丘第12号銅鐸（複

製）桜ケ丘第13号銅鐸（複製）

久田谷出土銅鐸片（複製）桜ケ丘

第1号鋼支（複製）桜ケ丘第2号

銅充（複製）桜ケ丘第3号鋼支（複

製）唐古・鍵出土銅鐸鋳型（複製）

加戸下屋敷出土銅鐸鋳型（複製）

4・8・22～9・27　3　二川椿夏夜図（亜欧豊田善）東都

大地震（安田雷洲）城中大火図（一

養亭芳滝）

4・8・29～10・271泰西王侯騎馬図（複製）

4・9・10－9・1519　永見徳太郎旧蔵キリシタン遺物（象
袋東武百貨店　長崎市　とりの芥川龍之介　　　4．10＿13～11．ユ5
立博物館　大阪ナビオ

5，1．22～2．21

美術館石川近代文学　　　　　　　　　　5．2．28．3．28
館）

ー　83　－

牙製十字架　聖母像　荊冠のキリ

スト條　ロザリオ　大コンタツ）

（以上仝会場）亀山焼（洋文字染

付鉢　長崎港図猪口）（以上　長崎

・大阪会場）時計図案帳（河村南

嶺）紅毛ボンポコボン図（西苦楽）

紅毛人闘牛図（伝井上市右衡門）

刺繍二十四孝図・郭巨　長崎版画

の内　唐人蛇躍　朝鮮人山狩之図

HOLLANDER（以上長崎会場）

万国人物図巻（伝荒木如元）紅毛



貸　出　先　　　　　　展　覧　会　名

茨城県近代美術館

青森県立郷土館

高松市歴史資料館（作

業場所　東京国立博物

館内　株式会社東芸分

室）

向日市文化資料館

兵庫県立歴史博物館

佐賀県立美術館

東京国立博物館

芦屋市立美術博物館

福島県立博物館

池田市教育委月全（池

田市立歴史民俗資料館）

毎日新聞社（高島屋東

京店　高島屋大阪店

高島屋京都店　高島展

横浜店

滋賀県教育委員会（滋

賀県立安土城考古博物

都市風景の発見－一近代

の一視点・描かれた都市

特別展　日本近代銅版画

と今純三

複製品製作にともなう着

色のため

特別展　Ⅶ向日町成立

400年記念一一洛外の世

界

特別展　城郭物語

企画展　鍋島般通－も

めんの華－

特別展観　目で見る120

年

特別展　弥生争乱の瀬戸

内海

企画展　完信と文兎－

松平定信と周辺の画人た

ち－

特別展　池田文化と大坂

池田邁郁展

開館特別展　織田信長と

安土城

期　　間　　　点数　　　賞　　科　　名

婦人と召使図　長崎版画の内　大

浦人朝鮮人琉球人阿蘭陀人魯西亜

人　大清朝人　ヲロシャ人（以上

大阪会場）

4・9・12～10・18　1　横浜街頭・横浜の日本兵たち（チ

ヤ【ルズ・ワーグマン）

4・9・15～10・11　6　右大臣大久保公（キヨソーネ）大

蔵卿金一円札（神功皇后）（キヨソ

【ネ）東京品JFl洋廻漕蒸汽入津之

図（松田細山）京通商司為替会社

銭五百文札（松田緑山）東京築地

保亭留鮨庭之図（松田緑山）七里

浜図（司馬江漢）

4・10・1－12・311　伝香川出土絵画銅鐸（複製）

4・10・3～11・8　2　京都一覧図画（6枚1組）都の南

蛮寺図（狩野宗秀）（複製）

4・10■　3－11・23　8　江戸名所一覧双六（二代歌日日三重）

古今東京名所（1件19校）（三代歌

川広重）東京開化三十六景（1帖

37枚）（三代歌川広重）岡山城内博

覧全図（5枚）（首彦）

4・10・9～11・3　1　朝鮮通信使来朝図（羽川藤永）

4・10・13－11・23　3　元卜昌平阪聖堂二於テ博覧全図（昇

斎一景）元昌平坂二於テ博覧会諸

人群集之図（昇斎一景）博覧会図

式

4・10・17－11・23　25　伯母野山遺跡出土資料（23点）生

駒銅鐸（複製）青谷遺跡出土石天

4・10・17－12・6　10　磐城紀行（伝白雲）真景帖（白雲）

鉄椙仙人図（白雲）冨嶽山頂図（白

書）奥州白河郡大士共村山泉図（巨

野泉祐）観魚亭舟中望（安田田瑛）

異国船図（谷文鬼）芭蕉に白頭翁

図（鸞卿）菊に白頭翁図（鸞卿）

諸国馬図集（リーディンガー）
4．10．18－12．6

4．10，22～10．27

隠元・木庵・即非像（喜多元規）

（展示は会期前半11月8日まで）

1　雪の神戸港（池田造郁）
4．10．29－11．3

4．11．5－11．10

4．11．12～11．17

4．11．1～11．23　　4

－　84　－

（重文）織田信長像　聖フランシス

コ・ザヴィエル像（複製）オルテ

貸　出　先

館）

財団法人広島市歴史科

学教育事業団（三越広

島店8階催物会場）

神戸市立小磯記念美術

館

須磨人倶楽部　ラジオ

関西　Suma Newwave

Network　（ラジオ関

西ホール）

朝日新聞東京本社文化

企画局（東武美術館

大津市歴史博物館）

西宮市大谷記念美術館

神戸市市民局文化振興

課（神戸市庁舎1号館

2階市民ギャラリー）

神戸市教育委員会文化

財課（アーバンリゾー

トフェア神戸’93インフ

ォメーションセンター）

日本経済新聞社文化事

業部（日本橋高島屋

京都高島屋　大阪高島

屋　横浜高島屋）

福岡県立美術館　佐賀

県立美術館　長崎県立

美術博物館

栃木県立博物館

京都国立博物館　名古

屋市博物館　茨城県立

歴史館　福岡市博物館

毎日新聞社

展覧会名　　　　期　間　　点数　　資　料　名

リウス世界図り587年刊）V．0

第15回広島市文化財展

広島への序曲、信長とそ

の時代～

開館記念特別展　小磯良

平の世界展

二の碩麿をもっと知りた

い－すま、文化再発見

大北斎展

山下摩起展

C・マ【ク入り小型艦載砲

4■11・3－11・8　2　都の南蛮寺図（狩野宗秀日複製）

聖フランシスコ・ザヴィエル像（複

製）

4・11・3－12・131　池長孟肖像（小磯良平）

4・12・5・6　　10　≠貢磨煉苫屋形皿　項磨娩灰軸皿

芦貞磨焼振袖掛手付深鉢　ヒヨドり

煉刷毛目盃　高取焼黒楽茶碗　森

月城絵皿（3点）笹絵抹茶茶碗

菅公茶碗

5・1・2－2・1419　風流なくてななくせの内遠眼鏡

5・3・2－4・11　（葛飾北斎）阿蘭陀画鏡江戸八景

（袋付）（9枚）（葛飾北斎）（以上

東武美術館）銅版近江八景（袋付）

（9枚）（葛飾北斎）（大津市歴史博

物館）

5・1・1ト2・1416　雪竹　渓山不尽　金剛力士Ⅰ金

剛力士ⅠⅠ金剛力士III　常　菩薩

坐イ象　鯉　風景（滝）如来坐像

桃　葡萄　夜の梅　渓流　滝　不

動明王（以上山下摩起）

西枇三朗　自選展　　5・1・29～3・11段を登る人（西村元三朗）

神戸の文化財

セビリア万博帰朝記念

安土城障壁画展

第3回福岡・佐賀・長崎

3県合同企画展　黄葉禅

の美術

企画展　行楽・観光・レ

ジャー　～余暇の近代化

特別展　倭国一邪馬台

国と大和王権

5・2・ト2・281　桜ケ丘5号銅鐸（複製）

5．2．4－2．16　　2

5．3．11～3，23

5．4．1－4．13

5．4．29～5．11

5．2．11～2．21　4

5．2．25～3．7

5．3．11～3．22

5，2，14～3，21　4

Ⅴ・〇・C・マーク入り小型艦載砲

聖フランシスコ・ザヴィエル像（複

製）

王心渠像（喜多元規）倍枕羅漢図

（陳賢）侍杖羅漢図賛（木庵）木造

関羽像（花道生）

花下群舞図（6曲一双）日本名所

風俗写真帳Ⅰ六甲山スケ【ト場
案内

5・3・23～5・910　国宝桜ケ丘第1号銅鐸　国宝桜ケ
5，5．21～6．20

5．6．29～7．25

5．8．3～8，29

－　85　－

丘第3号銅鐸（以上　全会場）国

宝桜ケ丘第4号銅鐸（京都国立博

物館　名古屋市博物館）国宝桜ケ

丘第5号銅鐸（茨城県立歴史館

福岡市博物館）国宝桜ケ丘第10号

銅鐸　国宝桜ケ丘第11号銅鐸　国

宝桜ケ丘第12号銅鐸　国宝桜ケ丘



貸　出　先　　　　　　展　覧　会　名　　　　　　期　　間　　　点数　　　資　　　料　　　名

第1号銅支　国宝桜ケ丘第2号鋼

支　国宝桜ケ丘第3号鋼支（以上

全会場）

財団法人根津美術館　　　特別展　古渡更紗と和更　　5．3．27－4．25　5　貴地草花文様鬼更紗敷物　白地草

紗花縞文様更紗下着　赤地鳳凰唐草

祇園山鉾文更紗　赤毛方品代持渡

反物切本帳　辰秋新渡反物類切手

本帳

埼玉県立博物館　　　　特別展　つほ∴かめ・す　　5．3．27－5．9　2　神戸市北区石峯寺出土瓜蝶烏刻文

りばら－中世のやさも　　　　　　　　　　　　　　　壷（重美）出土地不詳瓜蝶雀錆

のと暮らし¶

一　86　－

（2）特別利用

1．館外貸出

年　 度 件　　　　　 数 貸　　 出　　 先 貸　 出　 点　 数

60 2 7 27 4 16

6 1 4 3 4 1 4 3 5

6 2 3 9 3 3 4 48

63 3 9 3 6 3 16

1 4 9 46 4 3 5

2 4 8 46 4 5 9

3 44 5 8 3 1 8

2．特別利用

6 0　 年　 度 6 1年 年　 度 6 2　 年　 度 63　 年　 度

件 点 件 点 件 点 件 点

熟　　　　　 覧 45 3 25 5 1 4 2 6 60 4 24 5 6 44 7

模　　　　　 造 2 8 1 5 4 4 4 8

掘

影

映 画 テ レ ビ 15 6 3 7 29 3 0 9 2 4 3 17 1

写　　　 真 3 6 2 6 3 43 23 1 7 9 4 0 7 64 4 75

掲　 載　 許　 可 17 6 4 69 2 10 52 2 25 8 7 24 2 66 7 79

原　 版　 使　 用 113 45 7 17 1 5 28 194 64 5 2 12 70 5

紙　 焼　 付　 与 4 0 2 19 2 2 69 4 8 24 8 4 0 138

そ　　 の　　 他
2 5 7 8 3 0 1 40

合　　　 計 4 2 7 1 ，8 04 5 05 1 ，8 10 69 8 2 ，6 2 2 7 15 2 ，8 63

元　 年　 度 2　 年　 度 3　 年　 度

件 点 件 点 件 点

熟　　　　　 覧 2 3 2 46 4 6 37 8 3 5 29 5

模　　　　　 造 4 6 3 5 5 5

撮

影

映 画 テ レ ビ 24 1 31 3 4 11 9 59 2 37

写　　 真 52 2 13 4 0 2 57 53 4 62

掲　 載　 許　 可 29 0 60 6 2 8 9 7 46 4 1 1 1 ，19 4

原　 版　 使　 用 22 0 58 7 2 40 8 53 33 4 92 7

紙　 焼　 付　 与 38 12 1 3 1 9 2 4 8 3 7 3

そ　　 の　　 他 2 5 8 6 3 6 90 5 4 3 20

合　　　 計 6 76 1 ，99 6 7 19 2 ，5 40 9 9 9 3 ，8 13

－　87　－
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4・4・4　中国明清名画展（5／10まで）

5・18　くん蒸作業（5／23まで）

6・9　正倉院の故郷一中国の金・銀・ガラス展（7／12まで）

6■16　栄光のオランダ絵画と日本展借用作品調査・決定のため，岡・三好学芸員オランダ

へ出張（6／27帰国）

7・1　第1回博物館協議会開催

7・5　ルーヴル美術館200年展借用交渉のため，松谷学芸係長フランスへ出張（7／11帰

国）

7．21博物館実習生の受入

（立命館大5名，愛知県立芸大1名，帝塚山2名，仏教大3名，神戸大3名

7／25まで）

8．4　博物館実習生の受入

（信州大1名，京都橘女子大3名，京都外大3名，京都芸術短大3名，甲南女子大

2名，神戸大3名，帝塚山短大1名，姫路独協大1名　8／8まで）

8．25　博物館実習生の受入

（大阪青山短大3名，青山学院大1名，大阪芸術大1名，神戸女子大3名，姫路独

協大1名，三重大2名，関学大3名，大手前女子大2名　8／29まで）

8・31栄光のオランダ絵画と日本展調印式のため，林副館長兼事務局長，岡学芸月オラン

ダへ出張（9／8帰国）

9・1デュオこうべに「アートインフォメーション」開設

10・21森美恵とパリ・オートクチュール展（12／6まで）

11．3　・博物館開館10周年

・小磯記念美術館開館

11・14　中国の金・銀・ガラス展資料返却のため，森田学芸員中国へ出張（11／22帰国）

5．1．23　銅鐸の世界展（3／7まで）

2．20　開館10周年記念講演会（講師　陳舜臣氏）

2．25　第2回博物館協議会開催

3．20　ルーヴル美術館200年展（5／9まで）
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予　　算

　　　 年 度

項 目
元 2 3 4

資　 料　 購　 入　 費 80 ，000 80 ，000 80 ，000 80，000

資　 料　 整 理　 費　 等 23，725 93 ，407 23 ，087 23，087

特 別 展 等 開 催 費 88 ，857 85 ，550 8 1，916 110 ，400

普　 及　 事　 業　 費 20 ，939 20 ，925 22 ，596 22 ，635

光　 熱　 水　 費 36 ，000 36 ，000 36 ，000 36 ，000

施　 設 管 理　 費 等 73 ，129 76，455 79，222 83 ，594

事　 務　 費　 等 23 ，449 17 ，042 17，407 17 ，939

合　　　　　 計 346 ，099 409 ，379 340 ，228 373 ，655

博物館協議会

会　長

杯　　　雪　光

副会長

佐　原　　　真

委　員

河　口　希一郎

永　森　幸　雄

中　野　　　武

前　田　　　薫

土　井　芳　子

稲　葉　孝　朗

竹　下　義　孝

荒　尾　親　成

池　上　忠　治

石　毛　直　道

石　田　善　人

貝　原　六　一

吉　村　元　雄

高　尾　一　彦

元神戸市外国語大学学長 （学識経験）

奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター研究指導部長　　　　（　′′　）

神戸市立′ト学校教育研究会社会科部会長（上高丸小学校長）　　（学校教育）

神戸市立中学校教育研究会社会科部会長（櫨谷中学校長）

神戸市立高等学校教育研究会社会科部会長（御影工業高等学校長）

神戸市青少年団体連絡協議会顧問

神戸市婦人団体協議会会長

神戸市PTA協議会広報専門委員長

神戸労働者福祉協議会副会長

元神戸市立南蛮美術館長

神戸大学文学部教授

国立民族学博物館第二研究部長・教授

岡山大学教養部教授

洋画家

関西学院大学文学部教授

松蔭女子学院短期大学教授
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（　〝　）

＼　　■■　　　■

（社会教育）

、　日　、

＼　　■■　　、

・＼　■■　、・

（学識経験）

、　　　一■　　　＼

■．　■・　、

（　〝　）

l．　＝　1

（／′　）

l　　・J l

組織・職員
組　織（5．3．31現在）

名誉館長

職　員

館　　長
副館長兼
事務局長

副　館長

管理課

管理課長

管理係長

事務職員
Il

学芸課

／学芸課長

調査役

事業係長

指導主事

職員の異動

4．3．31

／／

J／

4．4．1

／J

／J

4．4．20

J／

J／

副館長兼
事務局長

副館長

雄
　
郎
　
贋

・
†
、

辰
　
伸
　
昌

崎

　

　

山

宮
　
林
　
崎

管理課一・一管理係

事業係

学芸係

・博物館に属する庶務

・施設及び設備の管理

・入館料その他事業収入の収納

・′ト磯記念美術館との連絡及び調整

・特別展，企画展等展覧会の開催の

計画及び実施

・講演会，講習会，研究会等事業の

計画及び実施

・障物鯖の広報広聴

・博物館資料の収集及び保存

・博物館資料の調査及び研究

・博物館資料の陳列等による文化知

識の普及及び啓発

一
億
　
夫
　
弘

宣
　
　
時
　
安

田
　
立
　
津
　
本

和
　
足
　
宮
　
岡

宜
　
幸
　
充
　
司

美
　
義
　
智
　
康

谷
　
崎
　
藤
　
木

喜
　
神
　
伊
　
赤

船

檀

中

書

高

松

榊

中

辻

田

上

新

木

本

尾

指導主事　　前　田　和　宏（歴　　史）

事務職月　　山　中　　　値

〝　　　　武　川　一　志

学芸員　　国木田　明　子（文化人類）

〝　　　　岡　　　泰　正（美　　術）

学芸係長

ソ学芸員

ソ
　
／
J
V
 
V
・
∨

レ　〝

塚

松

宮

問

田

森

勝

成

原　　　晃（JJ　）

谷　武　夫（　′′　）

本　郁　雄（考　　古）

屋　真　一（歴　　史）

井　玲　子（　〃　）

詞　　　稔（考　　古）

盛　典　子（歴　　史）

好　唯　義（地　　理）

澤　勝　嗣（美　　術）

史郎（聖霊悪霊）退職　3・4・1塚原　晃（学芸課）新規採用

重光（副館長）′′　4・4・1林伸次郎（豊富悪霊）西区より転入
卓爾（学芸課）〝　　　　　〝

敏彦（管理課長）転出　　　　〝

保雄（主　幹）〝　　　　　〝

隆（学芸課）〝　　　4．4．20

真輔（管理課）〝　　　　〝

谷　一雄（管理課）〝　　　4．5．1

智美（管理課）〝
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和田　宣一

神崎　義幸

前田　和宏

伊藤　智充

岡本　安弘

崎山　昌廣

（管理課長）長田保健所より転入

（調査役）就任

（学芸課）神港高等学校より転入

（学芸課）兵庫区より転入

（管理課）須磨区より転入

（副館長）就任
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